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    　砂さ原はら研究所は、都市部から離れたところに立地している。最も寄より駅から車で三十分、深い森の中の道路を進んでようやくたどり着く。所員の大半は研究所が走らせる所員専用のバスで通勤する。


    　研究所の建物は、元々企業の保養所だったところを砂原が買い取って改装したものである。研究所建こん立りゆうの際、他にもっと好条件の物件がいくつかあったが、砂原はあえてこの場所を選んだ。


    　森の奥の辺へん鄙ぴな場所に、都市から孤立するように拠きよ点てんを据すえた砂原。この決定に自分の性格がよく表われているな、と砂原は自己分析する。


    



    　砂原知とも樹きは、幼少期から友人が少なかった。


    　彼は知的に極めて早そう熟じゆくな少年で、クラスメートたちの会話のレベルの低さにうんざりしていた。それも、難関の私立小学校の中にあって、である。学年相応の授業は彼にとって退屈だったし、休み時間にクラスメートと遊ぶことにも価値を見みい出だすことはできなかった。当時、砂原にとっての唯ゆい一いつの楽しみは、家の書しよ斎さいに置いてある膨ぼう大だいな書物だった。興味は主に数学、医学、天文学、それに美術に向いていた。砂さ原はらは家に帰るとすぐにそれらの書物を開いて目を輝かせた。同年代の友人を作る時間があるなら、その時間を読書に回したい。彼は本気でそう思っていた。


    　ただし、学校にいる間は、それを表に出さないでクラスメートと付き合うことができた。「お友達と仲良くしましょう」という先生や親の言葉の意義は理解できなかったが、理解した振りをすることはできた。会話のレベルをあえて下げて、周囲との折り合いをつける。こうしておけば、先生や親からは何も言われない。砂原の友達付き合いは、単に大人たちを心配させないためだけのものだった。


    　この頃から、砂原は自分の顔に笑顔の仮面を貼りつけていた。自分の感情にかかわらず、誰に対しても楽しげに振る舞うことを彼は覚えた。


    



    　ある日、砂原は自分の体に魔力が宿っていることに気がつく。彼は炎を自分の意思だけの力で生成することができた。意識を集中させて掲かかげた掌てのひらの上に、球状の炎が静かに燃えた。彼が念じると炎は自在に形を変えた。


    　彼の持つ知識では、普通の人間にはそんなことはできないはずだった。少年の興味がまたひとつ増えた。砂原は魔術の知識を仕入れ始め、心はますます周囲の人間から離れていった。大人も含め、彼の周りには興味を持つに値あたいする人間が存在しなかった。そして、その状態は砂原知とも樹きが高校を卒業するまで続いた。


    



    　その後、あることがきっかけで脳科学を志こころざした砂原は、入学試験を難なく突破して大学に入学する。大学内には、尊敬するべき人物が大勢いた。自分よりも有能な学生がいた。世界最先端の研究に邁まい進しんする研究者がいた。子どもの頃、砂原が貪むさぼるように読んだ本の著者までもがいた。これまでの退屈な環境とはまるで違う。自分にとって非常に興味深い、刺激的な場となるだろう。砂原はそう考えた。


    　その考えは、部分的には正しかった。彼の知的好奇心はこれまでになく刺激された。彼は大学の講義の内容を隅々まで吸収し、それでいて余よ暇かには大学の図書館の本を借りてきては乱読した。彼の関心は常に複数の方面に向いていたが、彼の大学はどの分野を学ぶにしても最高の環境だった。


    



    　ただし、魔術をのぞいては。


    



    　魔術は世間一般に知られていない。魔術を学ぶための学校や書しよ籍せきは、あるにはあるが、大多数の人間の知らないところで密ひそかに運営され、出版されている。魔術師でない者がその存在を知ることは滅めつ多たにない。当然、日本の国立大学などで学べるものではない。


    　砂さ原はらは、魔術師の家系の生まれではなかった。そのため、魔術学校や魔道書の存在を知ることはなかった。彼は文字どおり独学で自分の魔術を磨いていった。


    　彼は大学内にあっても、誰とも親しくはならなかった。それは、やはり魔術が原因だったと砂原は考えている。


    　砂原は当時、すでに火炎以外の魔術を修得し、神経細胞のひとつひとつを操作する練習を始めていた。まだ荒削りではあったが、いずれ研究に応用できるようになる。そう信じていた。


    　しかしながら、その知識を共有できるような相手はいない。自分の身の回りの人間が魔術について何も知らないということは明らかだった。仮に彼の試こころみが功を奏しても、その原理を説明することは難しい。誰と話すにしても、砂原は自分のすべてをさらけ出すことはできなかった。


    



    　誰に対しても距離を置く。


    　距離を置かざるを得ない。


    　生来の性格と、魔術を使えてしまうという事情が、砂原をそんな状況に追いやった。


    



    「考え事ですか、ドクター？」


    　マリア・ポイントナーの呼びかけに、砂原は我われに返る。青く澄んだふたつの目が、テーブルの向こうから彼を見つめていた。


    「今、少しぼんやりしていらっしゃったでしょう？」


    「ああ、いや、すみません」と砂原が言う。


    「砂原さん、もしかして、マリアに惚ほれちゃった？」


    　テーブルの上に置いてある飼育ケースの中から、カブトムシが砂原に呼びかける。カブトムシの名はザムという。自分の意思を持ち、人語を解する昆虫。これはマリアの研究の産物である。


    「砂原さんなら、もっといい人を見つけられると思うけどなあ、僕は。まあ、マリアと付き合うのは大変だけど、それはそれで面白いと思うよ」


    「話を急展開させないで、ザム」とマリアが冷たく言い放つ。「ドクターにもわたしにも失礼でしょう。そもそも、付き合うのが大変というのはどういう意味よ」


    「そのまんまの意味ー」


    「まったく」マリアが溜ため息いきまじりに言った。


    



    　砂原は苦笑しながら、ザムの言葉を完全には否定できない自分がいることを感じた。砂原は何も言わずに静かに笑っておくことにする。


    　他の誰かを、心理的にここまで近づけたことがあっただろうか、と砂原は自問する。目の前にいるのは、魔術工学の最先端を走る若き才能。科学者としても魔術師としても恵まれた状況だと思う。しかし、それ以上のものを砂さ原はらは感じていた。


    



    「ほら、見なさい。ドクターも困っているでしょう」とマリアがザムを叱しかる。「ふざけたことを言わないこと。いい？」


    「はいはい。りょーかいしましたー」とザムが言った。


    「ところで、ミス・ポイントナー」と砂原が口を開いた。「電子精神の複製に力を入れておられるようですね」


    「そのとおりです」マリアが静かに頷うなずく。


    



    　マリアと砂原は、目下、人間の精神をデジタルの媒ばい体たいに保存する研究を進めている。実験として、ひとりの人間の精神を携帯電話に宿した。携帯電話というハードを選択したのは、カメラや送話口により、人間の感覚の一部を簡単に再現できるからだった。


    　元となった人間が死亡した後も、携帯電話内の精神はそのまま維持された。デジタル媒体に保存された精神を、電子精神と呼ぶことにした。


    　データ量が膨ぼう大だいで、電子精神をさらに複製する作業は困難だったが、砂原がそれをやり遂げた。
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    「ドクターが複製方式を確立してくださいましたから。しかもそれを惜しげもなく教えてくださって、大変助かりました」


    「いやいや、それは礼には及びません」と砂さ原はらが首を振る。「こちらとしては、その後の複製操作の効率化には目を丸くするばかりですよ。やはり、ミス・ポイントナーはさすがです」


    「ええ？」とザムが驚く。「砂原さん、その細い目でいったい何を言ってるの？　全然丸くないじゃないか！」


    「ドクターは本当に謙けん虚きよな方ですね」マリアはザムの言葉を完全にスルーした。


    「それで、どうやら、ダイチくんを『量産』しているようですが？」と砂原がきく。ダイチとは、彼らの実験の被ひ験けん者しや、携帯電話内に保存された人間の名前である。


    「ええ」マリアが小さく頷うなずく。


    「今、ダイチくんは何人になったのですか？」


    　砂原の問いに、マリアは肩をすくめて笑った。


    「何とか姫と七人の小人！　三人寄れば文もん殊じゆの知恵！」とザムが叫んだ。


    「ザム、完全に意味不明よ」


    「とりあえず、たーくさんなんだよね？　七人の小人よりも」


    「なるほど」と砂原はザムを見て微笑ほほえむ。そして、マリアに向き直って言った。


    「ミス・ポイントナーの目的は、複製した精神を再び肉体に戻すこと、それにより、その者の寿じゆ命みようよりも長くその生命を維持させることだと認識していたのですが、その目的に対して、電子精神の大量複製はどのような形で寄き与よしますか？」


    「対照実験ができるようになった、というのが大きいですね。あとは、万一の事故で損傷した際のバックアップ。しかし、それらはあくまで副次的なものです。生命の維持とは直接関係はありませんけど、ひとつ大きなことが達成できるかもしれません」


    「それが何なのかは教えてくれないの？」とザムが尋たずねる。


    「秘密です」


    「気になりますね」と砂原。


    「ちょっと、ドクターを驚かせてみようと思いまして」


    「ダイチくんに肉体を与える目め途どはつきましたか？」と砂原がまた尋ねる。


    「率直に申し上げると、まだですね」とマリアが言う。


    「可哀想かわいそうな携帯電話くん」ザムが呟つぶやいた。


    「複製された電子精神の構造解析は滞とどこおりなく進んでいますけど、脳外部の神経系との接続は未検証ですし、そもそも、使用できる人体が入手できていませんから」


    「力不足で申し訳ないです」と砂原が頭を下げる。


    　マリアはゆったりと首を振った。


    「ドクターの責任ではありません。これは全世界的にそうなのです。公的権力も、魔術協会の掟おきても、人体の入手を厳しく制限していますから。魔術学校にいた頃は、毎日のように人間の死体を触っていましたけど、協会認定の機関の中でないと、そういう状況を作るのは難しいですね」


    「僕も、人間の体が欲しいなあ。人間になりたい！」


    「カブトムシよりも、人間のほうがいいのかい？　ザムくん」と砂さ原はらがザムに顔を近づけて問いかける。


    「そりゃあ、人間のほうがいいよー。人間じゃないとお金を稼かせげないじゃん。家族を養えないじゃん」


    「それはザムの家族が人間だからね」とマリアが言う。「最初からカブトムシに生まれていればよかったのに」


    「マリア、何かさりげなくひどいこと言ってない？」


    「別に。気のせいじゃない？」


    「そういえば」と砂原が言う。「ザムくんは、ミス・ポイントナーから貰もらったプレゼントを役立てているかい？」


    「ああ、あれねー」とザムが気け怠だるく言う。「まだ読んでないんだよね」


    　マリアはザムを見て微笑ほほえんだ。


    「ちょっとやる気を出してみたら？　カブトムシでもお金を稼げるようになれる本なんだから」


    「本当なの？　ちょっと満まん身しん[image: ]そう痍いなんだけど」


    「満身[image: ]痍？」と砂原が怪け訝げんな顔を浮かべる。


    「半信半疑」


    　マリアはザムの言葉を即座に訂正した。立ち上がり、本棚に向かう。彼女はクリスマスにザムに贈った本を、部屋の本棚にしまっていた。


    「そう、それだ、半信半疑！」ザムが嬉うれしそうに叫んだ。


    「全然近くないじゃない」


    「ああ、なるほど」砂原が感心して頷うなずく。「よくわかりますね、ミス・ポイントナー」


    「それほどでも」とマリアが笑みを浮かべてテーブルに戻る。本をテーブルに置き、「はい、ザム」と言った。


    　マリアが飼育ケースの蓋ふたを開けると、ザムが羽ばたいて出てきた。


    「魔力量は大丈夫？」


    「ああ、うん。大丈夫そう」


    「それなら、読んでらっしゃい」


    「よーし、じゃあ、ちょっと読んでくるよ」


    　ザムはそう言うと身を翻ひるがえして、置いてある本めがけて飛んだ。一直線に本の表紙に自分のツノを激突させたカブトムシの姿は、次の瞬間には消えていた。


    「彼の本の読み方は独特ですね」と砂さ原はらが言う。「書物の世界に実際に入り込んで読む人なんていませんよ」


    「そもそも、本を読むカブトムシだっていませんけどね」


    　マリアは頰ほお杖づえをついて本を眺めた。表紙には人物のイラストが描かれており、『初心者にもわかる株かぶ式しき投とう資し』というタイトルがその上に記しるされていた。


    



    　　　　＊


    



    　年が明けた。


    　本当ならば、俺は実家で冬休みを過ごし、親しん戚せきからお年玉を貰もらい、初はつ詣もうでに行くはずだった。弟と一緒に実家近くの山にスキーに行くのが毎年の恒こう例れいだった。冬休みが終わったら、大学の期末試験に向けて、不足している講義のノートを、友人の悟さとるにコピーさせてもらう予定だった。


    　俺は依然として砂原研究所内の一室に置かれている。テーブルの上で充電器にセットされ、俺は直立している。午前十時。


    　俺が携帯電話になってから二か月以上経った。マリア・ポイントナーという魔術師の実験の一環として携帯電話にさせられた俺は、自分の意思で動くことができず、実家に帰き省せいもできないし、試験対策だってできない。


    



    　マリアの研究の目的は、人間の記憶をコピーし、そのコピーに肉体を与えることのはずだった。


    　マリアは確かに俺に「あなたに人間の体を与えてあげる」と言った。「約束する」と言った。しかし、研究は難航しているらしく、俺が人間の体を持てそうな気配はまだ感じられない。


    「まあ、焦あせりなさんなって、携帯電話くん」


    　俺の視界の中にいるカブトムシがこちらを向いて言った。飼育ケースのプラスチックの壁越しに彼は俺に話しかける。


    「マリアもマリアなりに頑張っているんだから」


    「ザムくん、ザムくん、ゼリー食べる？」と風かぜ崎さき美み保ほがカブトムシに話しかける。


    「あ、食べる食べるー」とザムがはしゃぎ始めた。


    「よしよし」


    　美保が俺の視界、画面の中に現れた。白いパーカーを着た彼女は、相変わらず前髪を伸ばしており、左目が隠れている。美保が飼育ケースの蓋ふたを開けて「それっ」と黒くろ蜜みつゼリーを優しく落とすや否いなや、ザムは嬉うれしそうに「とつげきー」と言いながらゼリーに覆おおいかぶさった。彼女はその様子を上から覗のぞき込んで、「いい食べっぷりだねえ」と笑った。


    「美み保ほ、エサをやりすぎじゃないのか」と美保の兄の彰しよう吾ごの声が遠くから聞こえた。姿は見えない。


    



    　風かぜ崎さき彰吾と美保は兄きよう妹だいである。つい先日、彼らはマリアに雇やとわれて砂さ原はら研究所内で暮らし始めた。


    　携帯電話になった俺は、普通の人間がするような方法では声を出せないが、このふたりは両方とも魔術師で、俺の心の声を聞き取ることができるため、コミュニケーションに問題はない。


    　マリアがなぜこのふたりを雇い入れたのかは不明だ。マリアは彼らにたいした仕事を命じていないように俺には見える。二人はほとんどの時間をこの部屋──風崎兄妹に与えられた一室──で過ごしている。


    「確かにそのとおりだな」と彰吾が言った。「雇われたはいいが、研究の手伝いをさせられるでもなく、戦闘に駆り出されるでもなく」


    「マリアさんの護衛とかで、たくさん戦うもんだと思ってたけど、全然暇ひまだよね。がっかりしちゃった」と美保が言う。


    「これだけ暇だったら、高校にも行けるんじゃないか」と彰吾が美保を諭さとす。


    「えー！」美保が露ろ骨こつに嫌そうな顔をしながら振り返った。こちらに背を向ける形になる。狭い肩幅だな、と俺は美保を見て思った。


    　マリアと雇こ用よう契けい約やくを結んだ当初、美保はそれを口実に高校をサボれると喜んでいた。彰吾はそれについて特に何も言わなかったが、ほんの少しだけ顔をしかめたのを俺は見み逃のがさなかった。彰吾の意向としては、美保には高校に行かせたいのだろうな、と俺は思った。


    「まあ、そういうことだ、ダイチ」と彰吾が言う。


    「兄上、どういうこと？」と美保がきく。


    「どういうことも何も、高校で勉強しておくべきだ、ということだ」


    「なんでよ」美保が憮ぶ然ぜんとして言う。「だってつまんないんだもん、高校。たいして役に立ちそうもないし」


    「役に立たないなんて決めつけるな」


    「だって、兄上見てたらそう思うよ？　兄上、大学行ってないけど、魔術を使って立派に生きてるじゃん？　お金もたくさん稼かせいでいるし。だからさ、勉強なんてしないで、わたしも魔術盗とう賊ぞくで生きていくよ」


    「俺の生き方はまっとうじゃない。魔術で稼ぐためには仕方がないことだが、汚いことも相当やっている」と彰吾は言う。「だからこそ、俺は協会に追われているんだ」


    



    　風崎兄妹は、魔術に関わる品々の売買で生計を立てているが、取引する品のうちの多くが盗品らしい。この間はザムを拉ら致ちして売ろうとした。


    　そして、魔術の世界には魔術協会という組織があるらしく、魔術師の行動に制限を設もうけている。


    　ひとつ、魔術の存在が世間に知られてはならない。


    　ひとつ、魔術を知らない者に魔術を行こう使ししてはならない。


    　風かぜ崎さき兄きよう妹だいは、一般の人間に魔術を行使したことで、協会から目をつけられている。彰しよう吾ごの口くち振ぶりから察するに、まだ余よ罪ざいもあるようだ。


    



    「追われる身だっていいじゃない」と美み保ほが言う。「そっちのほうが楽しそうだし。兄上の仕事を手伝うの、刺激的で面白いもん。たまに魔術師と戦えるし」


    　彰吾は溜ため息いきをついた。


    「手伝わせていたのは、美保に少し娯ご楽らくを与えるためだったのだが、与えすぎてしまったな」


    「なんで兄上はわたしを盗賊の道から遠ざけたいわけ？」


    「危険だからだ」と彰吾は言う。「確かに、先日のマリアとの戦いで、お前は互ご角かくに渡り合っていた。お前が優秀な魔術師であることは認める。だが、それでも、負けることはある。それに、この間負けたのはほとんど俺のせいだ。俺のミスでお前を巻き添えにしたくない」


    「何言ってるの？」と美保がきく。「わたし、兄上のミスで負けても、文句言わないよ？」


    「お前が良くても、俺が嫌だ」


    「どして？」


    　彰吾が立ち上がった。美保に正対するように立ったので、こちらに顔が見えるようになった。背せ丈たけは美保よりも頭ひとつからふたつ分くらい高い。サングラスで視線は隠れている。ピアスをつけた唇を、険しく一いち文もん字じに結んでいる。


    「負けが死に直結することもあるんだぞ」


    　彰吾は美保に顔を近づけ、低い声でそう言った。


    「……わかってるよ、兄上」


    「いや、美保はわかってない」


    「何を？」美保が首を傾かしげる。


    「いいか、美保」


    　彰吾が不意にサングラスを外し、ジャケットの胸ポケットにしまう。


    「死ぬときは、本当に死ぬんだぞ」


    　彰吾は微動だにしない。


    　美保を睨にらんでいる。


    　唇は結んだまま。


    　眼光に強い力が宿る。


    　美み保ほも何かに魅み入いられたかのように、動きを止めた。


    「ごちそうさまでしたー」


    　ザムのあっけらかんとした声が響いた。ゼリーを食べ終えたらしい。それにしても、相変わらず空気を読まない奴だな、と俺は思った。


    「携帯電話くん、それ、僕のこと褒ほめてるの？」とザムがきく。


    　ある意味ではな、と俺は答える。


    「ザムくん、美お味いしかった？」


    　美保が肩の力を緩ゆるめる。表情を和やわらげて身を屈かがめ、飼育ケースのザムに顔を近づける。


    「うん！　美保ちゃん、ありがとう！」とザムが嬉うれしそうに礼を言う。「ところで美保ちゃんと兄上は、今、何を話していたの？」


    「別に何でもないよ。ザムくんとは関係ない話」と美保が手を振って明るく言う。


    「ふうん」とザムが呟つぶやく。「まあいいか」


    「……俺を兄上と呼ぶのはやめろ、ザム」


    　彰しよう吾ごはサングラスをかけ直し、再び小さな溜ため息いきをついた。


    「あ、そうだ、兄上。ちょっとお願いしたいことがあるのですがよろしいでしょうか？」とザムが彰吾のほうを向く。


    「……人の話を聞く気ないな」


    　彰吾が腰に手を当ててうなだれた。彰吾には同情を禁じえない。


    「僕ね、株かぶ式しき投とう資しを始めようと思うんだよね」


    「へええ！　ザムくん、すごーい！　チャレンジャーだねえ」と美保がはやしたてる。


    「ほう」と彰吾が顎あごに手を当てる。「例の本に影響されたか」


    「まあね」とザムが言う。「とはいっても、実は、あの本の内容はよくわからなかったんだけどね。本の世界の中に入ってみたけど、知らない言葉ばっかり喋しやべられて、ちんぷんかんぷんです」


    「『初心者にもわかる』ってタイトルだったのに？」


    「あのタイトルは噓うそっぱちだよ！」美保の言葉に、ザムが答えた。「でも、株式投資の『株』が、野菜の『カブ』とは関係ないことはわかったよ」


    　今までわかっていなかったところが怖いな。


    



    　ザムは、今はカブトムシの姿をしているが、元々はある小説の中のひとりの人間だった。彼は家族を養う使命を背負っていたが、体が虫になってしまい、それができなくなった。つい最近まで、少しでも家計の足しにするためにと、ザムは小こ銭ぜに拾いを日課にしていた。


    　彼は自分のツノを押し当てることで、本の世界と現実世界を行き来することができる。この力で、拾ったお金を家族のもとへ、毎日毎日届けていたのだ。


    　そんなザムだから、お金を稼かせごうという意欲は人一倍強い。株かぶ式しき投とう資しのことを知ったザムが、それに手を出すのは必然的な流れのように思える。


    　しかし、そのザムの決意に、非常に大きな不安を感じているのは果たして俺だけなのだろうか。


    「何が不安なのさ？」ザムが俺のほうに向き直って尋たずねる。


    「株は儲もうかるとは限らないからな」と彰しよう吾ごが俺の気持ちを代弁する。代弁せずとも俺の心の声は筒つつ抜ぬけなのだが。


    「え、そうなの？」とザムがきょとんとする。「僕、マリアの説明聞いて、てっきり簡単に儲かるものだと思ってたんだけど、違うの？」


    　やれやれ、危ないところだったな、と思った。


    「携帯電話くんは、株に詳しいの？」


    　詳しくはないし、株式投資なんてしたこともないが、一応、経済学部の学生だ。株がどういうものなのかくらいは知っているつもりだ。


    　株の価格は、上がったり下がったりするものだ。持っている株の価値が上がれば儲けになるが、反対に、株価が下がれば、当然、損をすることになる。


    「質問していい？」ザムが挙手するようにツノを上げた。「どうして価値が上がったり下がったりするの？」


    「需じゆ要ようと供きよう給きゆうのバランスだな」と彰吾が答える。「需要が多ければ、株価は上がり、需要が少なければ株価は下がる。市し場じようの原理だ」


    「えーと、兄上、『需要』って何ですか？　言葉の意味がわからないんだ。『供給』はマリアから教わったから知っているけど」


    「やれやれ」と彰吾が首を振った。


    



    　その後、三十分ほど、ザムは株について彰吾と俺を質問責めにした。その結果、ザムは株価がなぜ変動するのか、何をどうしたら儲かるのかを理解したようだった。


    　株価は、人々の期待によって変動する。業績が好調な企業の株は、皆が欲しがる。だから、株価が高くなる。そうでない企業の株価は下がる。これが、彰吾の言った「需要と供給のバランス」だ。


    　株価は絶え間なく変化する。この変化をうまく利用すれば、儲けることができるかもしれない。


    「つまり、安いときに株を買って、高いときに売ればいいんだね」


    「それだけわかれば充分だ」と彰吾は言った。


    「やった！　免めん許きよ皆かい伝でん？」とザムが飼育ケースの中でぴょんと跳はねた。


    「わたしも勉強になったよ、兄上」と美み保ほが彰吾の顔を見上げる。「兄上ってどこでそんな勉強をしてるの？　大学に行ってないのに」


    「特別な勉強はしてないが」


    「ああ、やっぱり新聞を読んでるから、かな？」


    「そうかもしれん」と彰しよう吾ごが頷うなずく。「美み保ほも読んだらどうだ？」


    「げ」と美保が大おお袈げ裟さに飛び退のく。「あんなに字ばっかりのものを読むなんて、想像を絶するよ」


    「何はともあれ、どうもありがとう、兄上」とザムが彰吾にお辞じ儀ぎする。ツノがゆっくりと上下した。


    「ところで、ザムは本気で株かぶ式しき投とう資しを始めるつもりなのか？」


    「うん。まあ、そうだけど、何で？」


    「資金はどうするんだ？」と彰吾がきく。「株を買うためには、ある程度まとまった額の金が要いる。お前はその資金を用意できるのか？」


    　当然、無理だろうなと俺は思った。そんなお金を簡単に用意できるのであれば、ザムは小こ銭ぜに拾いなどしていないだろう。


    「ああ、問題ないよ。マリアから借りる約束をしたから」


    「ほう」と彰吾がやや驚く。「額はいかほどだ？」


    「必要なだけ貸してあげるわよ」


    　突とつ如じよ、画面の外から、ザムの飼い主であるマリアの声が聞こえた。部屋のドアが開いて閉じる。


    　マリアの姿が俺の視界の中に現れた。白と黒の細かいボーダーのシャツと、色の濃いブラックジーンズ。ファッションはモノトーンだが、そのせいか、背中までかかる金色の髪と、自信に満ちた青い瞳が一層鮮やかに見える。


    「邪じや魔まするわよ」とマリアが言った。


    「あれ、マリア、研究は？」とザムが驚いて声を上げる。


    「一段落したから、休きゆう憩けいよ」


    「何か用か」と彰吾が短く尋たずねる。


    「ええ、そうね。雇やとい主ぬしから労働者への命令です」とマリアが彰吾を見上げて言う。「ザムの株式投資を手伝ってやって」


    「どういうことだ？」


    「現代の人間社会では、カブトムシは証券会社に口座を開設したり、株券を売買したりできないでしょう？　そのあたりのことをやってあげて」


    「それだけでいいんだな」彰吾が念を押す。「株の売買についてアドバイスを求められたり、損失の責任を負わされたりはしないだろうな」


    「ええ。ザムの好きなようにやらせてあげて。むしろ、アドバイスはしないように気をつけて頂ちよう戴だい。ザムにとっては、自分で稼かせぐことに意味があるみたいだから」


    「ザッツ・レフトであります」とザムが言った。


    「なるほど。わかった」


    「お願いね」


    　彰しよう吾ごもマリアも、ザムに何も指摘せずに話を続ける。


    「しかし、マリア。ひとつ確認したいのだが、こんな雑用を命じるために俺たちを雇やとったのか？」


    「不満？」とマリアがきく。


    「いや、俺は構わないのだが」


    「わたしは結構退屈してるんだよねー」と美み保ほが伸びをしながら言う。「魔術師らしい仕事はないの？」


    「まだないわね」とマリアが言う。「美保は力を持て余しているのかしら」


    「うん、まさにそんな感じ。刺激が欲しいんだよね。ねえマリアさん、もう一回わたしと戦わない？　リベンジマッチ！」


    「面白い申し出だけど、やめとくわ。研究の時間をあまり削りたくないし」


    「ちぇー」美保が腑ふ抜ぬけた声を出した。「腑抜けてて悪かったわね」と美保が俺に向かってちくりと言った。


    「美保には練習相手が必要のようね。彰吾、あなたはどう？　戦ってあげたら？」


    「遠慮したいな」と彰吾が表情を変えずに言う。「間違いなく俺が怪け我がをする。美保は加減を知らない」


    「兄上がもう少し強かったらいいのに」と美保が言う。


    「兄上って美保ちゃんよりも弱いの？」とザムが尋たずねる。


    「悪かったな」彰吾は顔を背そむけた。


    　彰吾が弱いというよりは、美保が強すぎるのだろうな、と俺は思った。魔力で強化した美保の身体能力は、一流のスポーツ選手を軽く超える。小さな体の少女が、自分の背せ丈たけの数倍の高さまで垂すい直ちよく跳びする姿には度ど肝ぎもを抜かれた。


    　対する彰吾は、物体を静止させる魔術の使い手だ。勢い良く飛んでいく矢も、彰吾の魔術にかかれば、ビデオの一時停止のようにその場で止まる。この魔術で彰吾が美保をサポートするのが、風かぜ崎さき兄きよう妹だいの戦闘のスタイルだ。


    「ゼノンのパラドックスみたいな光景だったわね」とマリアが微笑して呟つぶやく。


    　しかし、彰吾の魔術には限界があり、強い魔力が宿ったものを静止させることができない。したがって、力ある魔術師の体の動きを止められない。美保の動きを止めることも当然できないので、ふたりが戦えば美保が有利なのは目に見えている。


    「そういうことだな」と彰吾が俺の考えを肯こう定ていする。「理解力の高い人工知能だな、ダイチは」


    「ダイチは人工知能じゃないわよ」とマリアが彰吾に指摘する。「本当の人間なのよ。この世に実際に生きて、そして死んだ人間」


    「………」


    　なぜか彰しよう吾ごは、マリアの言葉に応えずに黙った。


    



    　彰吾は俺のことをマリアの手による人工知能だと思っている。しかし、俺には自分が藪やぶ沢さわ大だい地ちという人間として生きてきた記憶がある。普通の人間には俄にわかに信じがたいことだろうが、この携帯電話の中に、俺という本物の人間の精神が生きているのだ。


    　俺は自分が死んだ現場には居合わせなかったが、藪沢大地が死亡したことを報じるニュース画面だけは見た。俺は、藪沢大地は、事故で電車に轢ひかれて死んだのだ。


    　死んだにもかかわらず俺がここにいるのは、マリアの実験のおかげだ。マリアは、近々死にゆく運命にある人間の中から、無む作さく為いに俺を選び、そして俺の精神構造を携帯電話に宿した。俺はマリアの実験の貴重なサンプルとなった。


    



    　死んだのに生きているというこの状況を作ったマリアには、感謝するべきなのかもしれない。いや、感謝しなければならないのだろう。


    　しかし、俺はそう感じるのと同時に、マリアに対して不満を抱いている。なぜこんな不完全な形で生かしておいたのか。なぜ俺はこんなにも不自由なのか、と。


    　失ってはじめて、自由の価値に気づかされる。


    　マリアは確かに「あなたに人間の体を与えてあげる」と言った。俺はその日を心待ちにしている。


    



    　何にもとらわれず、テニスコートの上を思い切り駆け回りたい。


    　家族に会いに行って、二十年間育ててくれてありがとうと言いたい。


    　そして、友人たち、悟さとるや冴さえ子こや亜あ矢やと会って話したい。


    　その感情は、日に日に強くなっている。


    



    「もう少しの辛しん抱ぼうよ、ダイチ」


    　マリアが俺に近づく。


    　顔を寄せ、俺の体の表面に、指で優しく触れる。


    「約束は守るわ。あなたのためにも、自分のためにも」


    「嬉うれしそうな携帯電話くん」とザムが言った。


    　自覚はなかったが、そのとおりかもしれない、と思った。


    



    「じゃあ、研究室に戻ろうかしら」


    　マリアは俺から離れて背を向ける。ドアに手をかけたところで、振り向いて彰しよう吾ごのほうを見た。


    「彰吾、株かぶ式しき投とう資しの件、お願いね。あと、美み保ほの練習相手のことも考えておくわ。もしかしたら、ドクター砂さ原はらに心当たりがあるかもしれないし」


    「本当？　ありがとう、マリアさん！」美保は早速シャドー・ボクシングを開始し、全身で期待を表明する。


    「ザムの株の件、了りよう解かいした」と彰吾は頷うなずき、立て続けにマリアに言う。「それとは別件で話したいことがあるのだが」


    「何？　すぐ終わるのなら今聞くわよ」とマリアが意外そうに彰吾を見る。彰吾のほうから話を切り出すのは珍しい。


    「いや、ここでは話したくない。長くかかるかもしれんし」


    「兄上どうしたの？」


    「兄上どうしたの？」


    　美保とザムが同じことを言った。


    「これからわたしは研究に戻るわ。夜に時間を作るから、午後十一時六分にわたしの部屋に来なさい。それでいいかしら？」とマリアがきく。設定時刻が細かいな。


    「ああ、わかった」と彰吾は言った。


    



    　　　　＊


    



    　午後になった。風かぜ崎さき美保は砂さ原はら研究所の地下二階にいた。物が置かれていない、コンクリートの打ちっ放しの広い部屋。床や壁はところどころ汚れている。車輪のようなもので擦こすった跡が散在している。


    「ここは何のための部屋なんですか？」と美保は部屋の様子を見回しながら質問した。彼女は動きやすいＴシャツとスパッツに着替えていた。


    「少し前まで倉庫として使っていたんだ」この研究所の主あるじ、砂原知とも樹きが答えた。砂原の服装はワイシャツにチノパン。実験室から出てきたままの格好である。「最近片付けたから、今はご覧のとおり、空き部屋になっている。研究所のスタッフも、滅めつ多たにここには来ない」


    　砂原は後ろ手に部屋のドアを閉め、中からロックを掛ける。部屋の中には美保と砂原のふたりだけ。他の人間はいない。


    「これで、誰にも見られることなく魔術を使える、というわけです」と砂原は言った。


    「それにしても、まさか砂原さんが相手してくれるとは思わなかったよ」と美保は率直な感想を口にした。


    「それはまた、どうして？」砂さ原はらは笑顔のままで美み保ほに尋たずねる。


    「だって、砂原さん、研究に忙いそがしそうだし、それに……」


    　美保はそこで口を噤つぐんだ。


    「それに？」と砂原が続きを促す。


    「……正直に言っていい？」


    「どうぞ」


    「だって、砂原さん、そんなに強くないじゃない？　わたしの攻撃を防御しきれるの？」


    「その点については、僕も少し心配なんですけどね」と砂原が頭を搔かいた。「でも、僕は弱いからこそ、模擬戦をしておくべきなんだ。僕も強くなる必要がある」


    「なかなかの向上心！」美保は両腕を前後に回して、体を解ほぐしながら言う。「でも、砂原さんが怪け我がしないように、ちゃんと手加減しないとね」


    「まあ、腕や脚の骨折程度なら、治ち癒ゆ魔術で何とかしますけど、脳への影響が怖いので、頭部への攻撃はなしでお願いしますよ」


    「顔面セーフってやつですね？」


    「懐かしい言葉だなあ」と言いながら砂原は美保と距離を取って立ち、手を胸の高さまで上げて構えた。


    「もう始めていいの？」


    「どうぞ」


    「では」


    　そう言うと同時に、美保は地面を蹴った。銃口から飛び出た弾丸のように、一直線に砂原に向かう。


    　美保は滑り込むようにして、地面すれすれに体を沈める。


    　その体勢のまま、左のローキック。


    　砂原は咄とつ嗟さに足を上げて、靴の部分で受け止める。


    　何かが炸さく裂れつしたような音が響き渡る。


    「痛いね」砂原が距離を取りながら言う。


    「まだまだっ」


    　美保は息をつかせる暇ひまもなく砂原を追う。


    　瞬まばたきのうちに距離を詰め、次の瞬間には蹴りを繰り出す。


    　右のミドル。


    　砂原がガードする。


    　右脚が戻り切るよりも前に、再び左のロー。


    　今度は対応できない。向こう脛ずねにまともに入る。


    「ぐっ！」


    　砂さ原はらが痛がるが、美み保ほは容よう赦しやなく追撃。


    　美保の右脚が地面に着くまでに、左脚でもう一発、今度は砂原の右膝ひざを蹴った。


    　砂原がぐらついた。


    　さらなる攻撃を覚悟した砂原。


    　しかし、美保は攻撃しないで後ろに跳び退のいた。


    「どうかしましたか？」と砂原が尋たずねる。


    「これが本当の戦闘で、顔面セーフルールがなかったら、左のハイキックをお見舞いするのがコンビネーションの完成形だったんだけど」美保はつまらなさそうに明後日あさっての方角を見て言う。「砂原さん、このまま砂原さんを蹴ってても面白くないから、炎の魔術を使ってきていいよ」


    「ほう……」と砂原が細い目をほんの少し広げて美保を見る。「火傷やけどしても知りませんよ」


    「火傷しませんし、そもそも、攻撃を当てさせませんし」


    「そこまで言うのなら、いいでしょう」


    　砂原の周辺の空間に、無数の炎の矢が現れ浮ふ遊ゆうした。


    　矢の形状をした炎。


    　当然、一ひと筋すじ一筋に魔力が宿っている。


    　高温を発し、空気を歪ゆがめる。


    「いきますよ」


    「どこからでも」


    　美保が身構える。


    「では」


    　砂原が矢を放つ。


    　ある矢は真っ直ぐに美保の心臓に向かって飛んでいき、またある矢はやや山なりに弧こを描きながら飛ぶ。


    　横への移動では回避し切れないと見た美保は、垂すい直ちよくに飛んだ。人間離れした跳ちよう躍やく力。高い天てん井じように手をつく。滞空時間が長い。


    「危ない危ない」と美保が砂原を見下ろしながら言う。


    「まだまだ」と砂原が少し笑った。


    　砂原は再び矢を生成する。


    　跳躍した美保が落下してくるのに合わせ、落下地点に向けて一いつ斉せいに射いる。


    　美保は着地と同時に地面を蹴り右へ跳ぶ。


    　矢はすべて空くうを切った。


    　壁かべ際ぎわまで跳んだ美保は、その壁を蹴って砂原へ。


    　砂原は真っ向から矢を投じるが、生成が間に合わず、放たれたのは数本。美保は持ち前の動体視力で軽々かわす。美み保ほが砂さ原はらのところまでたどり着くまで二秒もかからない。


    　その寸前で、砂原が別の魔術を展開する。


    　美保の視界が、突とつ如じよとして炎で覆おおい尽くされた。


    「熱っ！」


    　彼女は慌あわてて後退する。


    　炎の壁だった。


    　炎の壁は円形に砂原を取り囲んで護っていた。一いち分ぶの隙すきもない筒状の防御壁。


    「この前は見せなかったけど、火炎魔術の使い方はひとつじゃない」


    「それ、ずるくない？　攻撃できないじゃん！」


    「いかに美保さんでも、打つ手なしですか」


    「当たり前じゃん！　近づけないもん！」


    「このまま僕が体当たりしたら、美保さんはどうします？」


    「避よけるよ当然」


    「そうですね、避けられます。僕の運動能力では、美保さんに攻撃を命中させることはできそうにありません」


    　炎を挟んで砂原が答える。


    「ということで、つまり引き分けですね」


    「せこい……」


    「まあ、僕の魔力が尽きるのを待てば、美保さんは攻撃できますが」


    「もういいや、別に。戦闘終了」


    　美保は床に座り込んで、脚を伸ばした。


    「久々に運動できたのは良かったけど、何だかちょっとフラストレーション」


    「火炎術師の僕が言うのも何ですけど、頭を冷やしたほうがいいですよ。魔術師の生活は、楽しい戦闘ばかりではないということです」


    　砂原が炎の壁を取り去り、美保を真っ直ぐ見み据すえて言った。娘に対する父親のような、生徒に対する教師のような、砂原が込めた感情を、美保は理解しただろうか。


    　立ち上がってドアを開けて去る美保の背中を、砂原は遠くから見送った。


    



    　　　　＊


    



    　日常生活は、我慢ならないことの連続だった。


    



    　生まれつき魔術を使う才能に恵まれた風かぜ崎さき美保だったが、その力を発揮することができる場は限られていた。両親からは、魔術をむやみやたらに人に見せびらかしてはならないと厳しく戒いましめられた。両親が事故で死んでからは、その戒めは兄の彰しよう吾ごから延々と聞かされることとなった。魔術の存在の隠いん匿とくのため、それは当然のことだった。美み保ほはそれに渋しぶ々しぶ従っていた。


    　美保は優れた運動神経を持っていた。それを発はつ揮きすべく、彼女は陸上部に入部し活躍したが、中学校の体育での成績は女子生徒の中で常に二番手だった。同級生にずば抜けて速く走る陸上部員がいたためだ。全国大会に出るほどの実力者。賞賛は美保ではなく、常に彼女に集まった。それを見せられる美保は、皆に聞こえないように舌打ちをする。


    



    　魔術さえ使えば、あんたなんかぶっちぎりで負かせられるのに。


    



    　本当は自分のほうが優れている。それは、確かなことだった。密ひそかな優越感に浸ひたる。しかし、それをわかってくれる人は誰もいない。誰も認めてくれない。


    　魔術なしの身体能力だけでは、美保は勝てなかった。表出する結果が美保の望んだとおりになることは決してなかった。中学二年生のある日、馬鹿らしくなった彼女は、突然陸上部を辞やめた。


    　美保は自分の本来の身体能力を活かすために、彰吾の仕事の手伝いを始めた。彰吾はその頃からすでに、自身と美保を養うために、魔術にまつわる品々の取引を行っていた。彰吾が魔術で他人から物を奪っていることは知っていた。自分ならその手伝いができる。総合的な戦闘能力において、美保は彰吾よりも上なのだ。


    　彰吾は最初嫌な顔を見せたが、ふて腐れる美保を不ふ憫びんに思ったのか、やがて少しずつ仕事での外出に美保を連れて歩くようになった。


    　彰吾の仕事を手伝うのは楽しかった。魔術を含めた身体能力をフルに活用することができた。品物を奪い逃走するのはスリルにも溢あふれていた。


    　彰吾の強い指示で高校に進学した美保だったが、大学まで行く必要はないと考えている。高校卒業後は進学でも就職でもなく、彰吾を手伝って暮らしていければ良い。それが美保の希望だった。


    



    「魔術師の生活は、楽しい戦闘ばかりではないということです」


    　砂さ原はらの言葉にうんざりする。


    　砂原の戦法の前に、美保は負けなかったものの、勝てなかった。実力は圧倒的に自分のほうが上なのに。陸上部にいたときに感じたあの気持ちを再び抱く。


    　もどかしい。


    　自己中心的なのは、自分でもわかっている。


    　世の中、すべてが思いどおりにいくわけではない。そんなことは頭では理解している。しかし、感情がそれを許容しない。


    　部屋に戻った美み保ほは、彰しよう吾ごとザムを無視してシャワールームに入る。ぶっきらぼうに、わざと激しく音を立ててドアを閉めた。


    　頭を冷やせ？


    　知ったことか。


    　水流を最大にした、思い切り熱いシャワーを頭から浴びることにする。
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    　午後十一時、実験を切り上げたマリアは、砂さ原はらから借りている部屋へ戻った。研究所の地上三階。カードキーをスロットに通してドアを開けると、高級ホテルと見み紛まがうような内装の部屋が現れる。


    「おかえりなさいませ、マリアお嬢様」とミワ・ミエがお辞じ儀ぎをしてマリアを迎える。「お疲れ様でございました」


    「マリア、おかえりー！」とザムがケースの中から呼びかける。


    「ただいま」とマリアは微笑ほほえんで言った。「ミエ、紅茶を淹いれて。ふたり分」


    「かしこまりました」とミエが再び頭を下げる。


    　ミエはマリアの使用人である。年中変わらぬ黒と白のエプロンドレスを、今日も身につけている。彼女は淀よどみのない動作で居い間まからキッチンへと移動した。


    「ふたり分ってのは、誰と誰の分？　僕とマリア？」とザムがマリアにきいた。


    「違うわよ」


    「じゃあ、ミエさんと僕の分？」


    「ぶっとばすわよ？」マリアが満面の笑みを浮かべる。


    「あわわわわ」とザムはケースの中で後ずさりした。


    「ところで、ザム。株のことは理解できてきた？」


    　マリアはテーブルに備え付けてある椅い子すに座りながら言った。テーブルは円形で、四人掛け。木製だが、表面が磨き上げられ、周りの風景が映り込むほどだ。


    「ああ、うん。それはばっちり！」とザムが元気良く答える。「兄上や携帯電話くんに、手取り足取り教わったからね。もうすでに準備万ばん端たんだよ」


    「例えば、何を教わったのかしら？」


    「とりあえず、安いときに買って、高いときに売ればいいってことだけ」


    「それだけ？」


    「それだけ」


    「そう……」とマリアが顎あごに指を当てて考え込む。「先は長そうね」


    　マリアがそう言うと同時に部屋の外から誰かがチャイムを押したらしく、呼び出し音が鳴った。


    「ただいま参ります」とミエがキッチンから出てきたが、マリアがそれを制した。


    「いいわ。わたしが出るから」とマリアが立ち上がる。「ミエは紅茶を淹いれていて」


    「かしこまりました」


    　ミエは回れ右してキッチンに戻った。


    　マリアはドアに近づき、「誰？」と部屋の外に向かって尋たずねる。


    「風かぜ崎さきだ」と男の声が答えた。


    「どっちの風崎さん？」とマリアがまた尋ねる。


    「彰しよう吾ごのほうだが」


    「冗じよう談だんよ」とマリアは笑ってドアを開けた。


    　風崎彰吾は赤いシャツの上に黒のジャケットを羽は織おって立っていた。部屋の明かりがサングラスに反射した。


    「言われたとおり、午後十一時六分に来たのだが」


    「ええ、わかってるわよ。入って」とマリアは彰吾を招き入れる。


    　彰吾は部屋に入り、ドアを閉める。彰吾がこの部屋に足を踏み入れるのは初めてのことである。自分たちの部屋との違いに、彰吾は少し戸と惑まどった素そ振ぶりを見せたが、表情には出ない。部屋の中を進むマリアの後ろを、彰吾はついていく。
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    「ザムに株のことを教えるのに苦労しているみたいね」とマリアは後ろを一瞬振り返って尋ねた。


    「まあな」と彰しよう吾ごが言う。「人間の常識がそもそも通用しにくい相手だからな」


    「それは言えてるかもしれないわね」とマリアがくすりと笑い、そしてザムに呼びかけた。「ザム、あなたに物事を教えるのは大変なことみたいよ」


    「教え方が悪いってことはないのかな？」とザムがきく。


    　彰吾は無言で肩をすくめる。


    「ザム、言うじゃない」とマリアは楽しそうに飼育ケースに軽くタッチした。


    「褒ほめられちゃった」とザムが照れる。


    「お待たせいたしました」とミエがトレイにカップをふたつ載せて現れた。


    「座っていいわよ、彰吾」


    　マリアが彰吾を席に誘導する。彰吾はそれに従い、何も言わず座った。


    　彰吾は部屋を見渡す。テーブルの向こうに低いパーテーションがあり、さらにその向こうにベッドがふたつ並んでいる。マリアとミエのためのものなのだろうが、それぞれがダブルベッドよりも大きい。行き届いたベッドメイクは、やはりミエの手によるものなのだろうか、と彰吾は思った。


    　彰吾のすぐ右が簡かん易いキッチンの出入り口になっている。ミエは先ほどここから出てきた。


    「どうぞ」とミエがふたりの前に紅茶のカップを音もなく置いた。マリアはすぐにそれに口をつけたが、彰吾は一礼しただけで、飲まない。


    「それで、話って何かしら？」とマリアがカップをソーサに置いて彰吾に尋たずねた。「もし、ミエとザムが邪じや魔まなら外させるけど」


    「なにー？　僕が邪魔だとう？」とザムが憤いきどおる。


    　ミエは無言で、マリアの背後霊のように、後ろでじっと立っている。


    「いや、問題ない」と彰吾が言う。「話そう」


    「ようし、さあ兄上、全部吐け」とザムが一瞬で機き嫌げんを直した。


    「ひとつ確認したいのだが、今、ダイチはいったい何人になったんだ？」と彰吾がマリアに尋ねた。


    「どういう意味かしら？」


    「お前は、あの人工知能を複製しているだろう？　いくつに増やしたのか、ときいている」


    「それを教える義理はないわね」とマリアが冷たく言う。


    「四十九人の小人！」とザムが叫んだ。


    「ザム、七倍になってるわ」マリアは指摘する。「それに、彰吾。言ったはずよ。あれは人工知能とはまったくの別物。本物の人間の精神の複製なのよ。わたしが作り上げた人格じゃないわ」


    「今日は、そのことについて話しに来たんだ」と彰吾は静かに言った。


    「どういうことかしら？」とマリアは優ゆう雅がに首を傾かしげる。


    「藪やぶ沢さわ大だい地ち、と言ったかな、本名は」


    「そうよ」


    「どんな人間だったのかを教えてくれ」


    「何よ。ここ何週間か、ずっとダイチのそばにいたのならわかるんじゃない？　ごく普通の大学生よ。趣味はテニス。力仕事が得意。勉強はやや苦手。ほかに何が知りたい？」


    「死んだときの状況は」


    「電車の事故。車両から隣となりの線路に転落して、走ってきた電車に轢ひかれ即死」マリアは淡たん々たんと述べ、そして、「でも、こんなことはあなたも知っていることでしょう？　だって、あなたは、その場にいたじゃない」


    　風かぜ崎さき彰しよう吾ごは、息を呑んだ。


    「なぜ……、それを知っている？」


    「ミエの遠えん隔かく透とう視しで見ていたもの」とマリアは事も無げに言う。ミエがほんの少しだけ頭を動かし頷うなずいた。
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    　その日、風崎彰吾はヘッドホンで音楽を聴きながら、朝の満員電車に揺られていた。通勤ラッシュの時間帯に彰吾が電車に乗るのは久しぶりのことである。定職に就いていない彰吾には、毎朝どこかに通勤するという習慣がない。このときは朝の早い時間帯に取引の約束があり、そこに向かっている途中だった。


    　魔術にまつわる品物の売買で生計を立てる彰吾。この日受け渡しする品は、魔力の宿った小さなペンダントだったので、荷物にはならないのが救いだった。


    　もちろん、通勤ラッシュを避けてタクシーを利用することも可能だった。しかし、彼の性格がそれを許さなかった。取引に必要な金は惜しまず出費するが、出さずに済ませられるのなら出さないというのが彰吾の財ざい政せい方針である。


    　中ほどの車両に乗ったが、車内ではすでに乗客がひしめいており、吊り革のあるところまでたどり着けない。彰吾は仕方なくドアの近くに立った。


    　電車が進み、駅に停車するたびに、少数の乗客が降り、それよりも多くの乗客が新たに乗ってきた。次第に人口密度が上がり、彰吾が乗車して五駅目ほどになると、隣に立つ乗客とほとんど密着する状態になった。


    　彰吾はドアのほうを向いて、ドアとの間に乗客をひとり挟んでいた。自分よりも若い、大学生風の男だ。手に大きめのバッグを持ち、ドアにもたれかかっている。彼はポケットからたびたび携帯電話を取り出し、何かを打ち込んでいた。どうやら誰かとメールをしているらしい。この狭い空間の中で、男は携帯電話を操作できる体勢を作っている。器用だな、と彰しよう吾ごは思った。


    　頭を動かせる範囲で車内を見回すと、同じように携帯電話を操作している乗客が多くいる。


    　一昔前まで、電車の中ですることと言えば、新聞や文庫本を読むことが一般的だった。もちろん、電車の中で紙媒ばい体たいの活字を読む人間は現在でも多いが、その割合は携帯端末の普及によって確実に少なくなっている。紙媒体よりも持ち運びがしやすいので、当然の流れなのかもしれない。


    　彰吾としては携帯電話の画面上で閲えつ覧らんできるコンテンツは、紙媒体のそれと比べまだまだ貧弱に感じられる。しかし、いずれ、新聞、出版各社も電子媒体に移行してゆき、その差は縮ちぢまるだろう。紙の大量生産による地球環境への影響を考えれば、この傾向は良いことだと言える、と彰吾は思った。


    　大音量のヘッドホンで聴く曲の向こうから、車内アナウンスが微かすかに彰吾の耳に届く。アナウンスの内容を聞かなくとも、ドア上部の画面にスクロールする文章を見れば、同じ情報が得られる。次の停車駅で開くのは、彰吾がいるほうと反対側のドアだ。


    



    　電車は緩ゆるやかに減速しながら駅のホームに進入し、所定の位置で停車した。


    　それとほぼ同時に、彰吾とドアの間にいる男がまた携帯電話を取り出して画面を見る。


    　電車の扉とびらが開いた。


    　開いたのはなぜか、開くはずのない、彰吾の側のドアだった。


    　彰吾の目の前で、男がバランスを崩し、ドアから落下した。


    　男は倒れ込んで地面に両手をつく。


    　落下地点は、隣となりの線路の上だった。


    　その線路に急行電車が突っ込んでくる。


    　この駅を通過するはずだった電車。


    　急ブレーキの音が、ヘッドホンを突き抜け彰吾の耳に飛び込む。


    　しかし、運転士の努力が何の役にも立たないことは明らかだった。


    　電車は、倒れた男の体を通過した。


    　男を見下ろしていた彰吾は、急行電車の壁面を目まの当あたりにした。


    　動いている。


    　ブレーキをかけながらではあるが、動いている。


    　おそらく、下敷きになった男の体を擂すり潰つぶしながら、動いている。


    　彰吾はサングラスの下の目を見開いた。


    　そうしたからといって、倒れた男の姿はもう見えない。


    　目の前にあるのは、電車の壁。


    　そして、やがて電車が止まる。


    　男が落ちたのを見たのは彰しよう吾ごだけではなかった。


    　近くに立っていた女の乗客が、歯を震わせ、そして大声で悲鳴を上げた。


    　彰吾はその悲鳴が終わるのを待ってから、自分のヘッドホンを外した。


    　乗客はざわめいている。


    「人が落ちた！」と誰かが叫んだ。「駅員を呼んでくれ！」


    　タクシーにするべきだった。彰吾は舌打ちした。


    



    　　　　＊


    



    「知っていたのか」と彰吾は言った。


    「ええ」と頷うなずくマリア。


    「あそこで死んだ藪やぶ沢さわ大だい地ちが、今、お前の実験台になっている、ということなのか？」


    「そういうことね」


    「何てことだ……」彰吾が手に顔を伏せる。「そんなことが……」


    「あなたの考えていることはよくわかるわ」とマリアが言う。「あなたは、藪沢大地を救たすけられなかったことについて罪ざい悪あく感を抱いている。間違ったドアが開いたときに、彼の体を摑つかめば、落ちることはなかった。落ちてからだって、あなたの魔術なら救うことは不可能じゃなかった。物体静止の魔術。急行電車を止めることだってできたはず。そうよね、彰吾？」


    「やったことはないが、やろうと思えばできたはずだ」と彰吾は顔を伏せたまま答える。


    「でも、それをしなかった」とマリアが無感情に言う。


    「あまりにも、突然すぎたんだ」と彰吾。


    「マリア、ちょっと兄上が可哀想かわいそうだよ」とザムが言った。


    「そして、その藪沢大地が肉体を失ってまだ生きているとなれば、合わせる顔がないというのもわかるわ。その時点では見ず知らず同士だったわけだから、あなたには救ける義理はなかった。でも、それであなたの心の中で罪悪感が消えるわけではない。そんなところかしら？」


    「そんなところだ」彰吾がようやく顔を上げた。


    「でも、気に病やむ必要はないのよ」とマリアが言う。「藪沢大地は、数週間以内に死ぬ運命だった。それを事前に読み取ったからこそ、わたしは彼を被ひ験けん者しやに選んだのよ。あなたがあのとき彼の命を救ったからと言って、いずれ別のところで死んでいたわ」


    「運命を読めるのか？」と彰吾が驚いて尋たずねる。


    「ええ。彰吾はできないの？　普通に魔術を学んでいれば、誰でもできるものだと思っていたけど」


    「生あい憎にく、俺や美み保ほの魔術は我が流りゆうだ。正規のカリキュラムに沿って学んだわけではない」


    「あら、そう」


    「マリアは、例えば俺の今後や、マリア自身の運命を読み取れたりするのか？」


    「確実なところまでは読めないわ。そもそも、魔術師の運命は常に不安定。戦いを前にしている魔術師は、なおさらね」


    「なるほど」と彰しよう吾ごは頷うなずく。マリアの言う戦いとは、おそらく、近いうちにやってくるであろう協会から派は遣けんされる魔術師との戦いを指すのだろう、と彰吾は推測した。


    「話が逸それたけど、彰吾は藪やぶ沢さわ大だい地ちの死について責任はないわ。楽に考えなさい」


    「お前はそうやって割り切れるのか？」と彰吾は言う。


    「割り切れないの？」とマリアが目を丸くして彰吾を見る。「意外ね。あなたなら割り切って考えるだろうと思っていたのに」


    「目の前で他人が死ぬのを見て、冷静でいられるほど人間ができていないんだよ、俺は」


    「そう。それならそれで、止めやしないけど」とマリアが目を閉じた。「それで、あなたの用件は何だったの？」


    「確かめたかったんだ。あのダイチが何者なのかを、な」


    「じゃあ、目的は達せられたわけね？」


    「まあ、半分は」


    「まだ何かあるのかしら？」


    「もうひとつ、きいておきたいことがある」と彰吾が言った。「俺たちふたりを、いつまで雇やとう予定だ？」


    「協会から逃のがれられるまでのつもりだけど？」


    「どうやって逃れるつもりなんだ？」


    「うーん、協会が諦あきらめてくれれば一番早いんだけど」とマリアは言う。「ところで、どうして期間を気にしているの？」


    「俺はいつまででも構わないが、美み保ほはそうもいかない。高校を休学するにも限度がある。俺たちも単独でいると協会から狙い撃ちにされるから、保身のためにマリアのそばにいるわけだが、あまりこう着状態が長引くと困る」


    「高校なんて退学させちゃったら？」


    「それは、ないな」と彰吾はマリアの言葉を拒絶する。「美保には高校が必要だと俺は思う」


    「どうして？」


    「あいつは、魔術だけで生きていく厳しさを理解していない。普通に学校に行って、普通に就職して生きていくほうが安全だし、簡単だ。できれば、美保にはその道を選択してほしい」


    「余計なお世話かもしれないけど、大学を出ていない彰吾に言われても説得力がないわよ？」とマリアがずばり指摘する。


    「俺も大学に行きたかったが」と彰吾が言う。「俺の高校卒業時には、金がなかった。親もいないし、自分で稼かせぐしかなかったから、魔術の世界に足を踏み入れた。だが今は、金はあるんだ。美み保ほが高校を卒業して、大学四年間の学費を払って普通に暮らせるくらいの額の金がある。あとは美保がその気にさえなってくれればいいんだが」


    「彰しよう吾ごも大学に行ったら？」


    「俺が今さら進学して学問を修おさめてどうする？」


    「だって、彰吾は学問に興味があるんでしょう？　学ぶのに遅すぎることなんてないわ」


    「そうかもしれんが」


    「でもさあ、美保ちゃんの性格を考えると、学校に行かせるの難しいんじゃなーい？」とザムが軽い調子で彰吾に尋たずねる。「危なっかしいことが好きじゃない？　常に刺激を追い求める感じ？」


    「そうね」マリアは頷うなずいた。「彰吾の言ってることはもっともだと思うけど、美保に理解させるのには難なん儀ぎするわよ？」


    　ザムがマリアを見て首を傾かしげる。


    「ナンギ？　あの、踏むと臭くさいやつ？」


    「何それ？」とマリアも首を傾けた。


    「銀ぎん杏なんのことでは？」ミエが久々に口を開いた。


    「さて」と彰吾が立ち上がった。「俺から話したいことは以上だ。わざわざ時間を割さいてもらって、すまなかったな」


    「いえいえ」マリアはゆったりと首を横に振る。金色の髪がやさしくなびく。「彰吾の話を聞くのは、興味深かったわ。あなた、普段無口だから、何を考えているのかわからないもの」


    「本当だね」とザムが言う。「口数が圧倒的に違うよね。携帯電話くんと兄上を足すべきだと思うよ」


    「ザム様、二で割らないのですか」とミエ。


    「邪じや魔ましたな」


    　そう言って、彰吾はマリアの部屋から出ていった。


    



    「さて、今の会話を聞いてどう思ったのかしらね、ダイチは？」


    　マリアはそう言いながら、戸棚の中に置いてある携帯電話を眺めた。


    「そういえば、マリア、あの携帯電話くんはいやに静かだね？　天てん変ぺん地ち異いか何か？」


    「音声機能をオフにしてあるからよ」


    　ザムの質問に、マリアは穏やかに答えた。


    



    　　　　＊


    



    「四十九人の小人！」とザムが叫んだとき、俺は戸棚の中で黙っていた。砂さ原はらの複製法を洗練させたマリアは、俺を大量に生産した。四十九など、軽く超えているだろう。


    



    　俺は藪やぶ沢さわ大だい地ちだ。


    　しかし、藪沢大地ではない。


    　俺は藪沢大地の精神の複製だ。


    　複製の複製のそのまた複製の……。


    　いや、考えるのはよそう。


    　頭が痛くなってくる。


    　頭が痛い？


    　俺は考える。


    　俺の頭はどこに行った？


    　俺は、


    　どこに、


    　行った？


    



    　俺の体は車輪の下にいた。そして、その場に風かぜ崎さき彰しよう吾ごが居合わせたらしい。彰吾は、藪沢大地が生きている姿の、最後の目撃者だった。この俺はその場にいなかったので、彰吾の姿を覚えていないのだが、しかし、何か運命めいたものを感じる。


    　彰吾は俺を救えなくて罪ざい悪あく感かんを抱いた、と言った。


    　たぶん、俺の前でそんなことを言うつもりはなかったのだろうが、残念ながら俺はここにいたのだった。マリアが俺の心の声が外部に聞こえないように設定していたため、彰吾は俺の存在に気づかなかったようだ。


    　こんな盗み聞きのようなことをしてしまっては、逆に俺のほうが後ろめたくなるじゃないか。マリアはきっと、それをすべてわかった上で俺の音声設定を変えたまま、彰吾に話を促したのだ。徹底して性格の悪い奴だ、と思う。


    



    　さて、俺はというと、彰吾に対して恨うらみ辛つらみを抱いていないし、なぜ救ってくれなかったのかとも思わなかった。


    　マリアから藪沢大地死亡の事実を知らされたときとは大違いだ。あのときの俺は、自分の中で渦うず巻まく怒いかり、疑問、嫉しつ妬と、不安、その他もろもろの感情をマリアに対してぶつけにいっていた。


    　それを思えば、自分でも驚くほどの変化だ。俺は極めて平静だった。波のない水みな面ものように。人の来ない夜の公園のように。ただ静かに、ただ淡たん々たんと、俺は彰吾とマリアの会話を聞いていた。


    



    　彰しよう吾ごを知ってまだ一ひと月つき足らずだが、彰吾の性格傾向が摑つかめてきた。彰吾は、感情を表に出さない。特に、美み保ほの前では、どんなに辛つらくてもそれを微み塵じんも感じさせはしない。妹がいるところでは、強い兄を演じているのが風かぜ崎さき彰吾だ。


    　だから、彰吾が藪やぶ沢さわ大だい地ちのことで抱いていた不安や罪ざい悪あく感かんについて、美保はまったく知らないし、彰吾も知らせるつもりはないだろう。


    　しかし、今、俺は知ってしまった。となれば、外部への音声機能とやらがオンになった状態で美保に会うと、自動的に会話の内容が美保に伝わってしまうことになる。彰吾の意思を尊重するのであれば、俺はもう美保と会うべきではないという結論に達する。そう考えると、ほんの少しだけ寂しくなる。


    　もちろん、彰吾の意思を尊重しないという選択もできなくはないが、極力避けたいと俺は思う。俺自身も弟をひとり持つ兄だった。弱いところを見せたくないという彰吾の気持ちはよくわかる。何だか、他人に思えなくなってきた。


    



    　彰吾は美保を高校へ戻そうとしている。それは、彰吾の親心ならぬ兄心と言ったところか。しかし、話を聞く限り、美保はそれに反発しているらしい。まあ、無理からぬことかもしれない。魔術という特殊な能力を持ってしまった人間にとって、普通の人間と歩調を合わせなければならない学校生活ほど居い心ごご地ちの悪いものはないのかもしれない。


    　だが、俺は彰吾の意向に賛成する。俺は、誰かと誰かが戦うところをできる限り見たくない。好戦的な美保がこのまま魔術の世界の人間として生きていくと、刺激には事欠かない人生が送れるだろうが、見ていて危なっかしいし、何より、美保が死んだり、逆に誰かを殺したりする結果になったとき、美保も含めた俺たちは絶対に悔くやむことになるだろう。


    



    「そもそも、魔術師の運命は常に不安定。戦いを前にしている魔術師は、なおさらね」とマリアは言った。


    　戦ってほしくないという点で言えば、美保もマリアも変わらないが、マリアは徹底して協会と戦うつもりでいるらしい。


    　俺は今までマリアの戦いを二回見たが、見慣れることはない。魔術師は戦うのが当たり前、場合によっては命を懸かけるとマリアは言っていた。一般人には立ち入ることのできない世界だ。


    　美保もマリアと同じ世界で生きていくのか。自分の身の安全が保証されない。自分の身は自分で守らなければならない。何か大きな目的がなくては、そんな世界に身を置くことなどできないだろう。


    　マリアには、研究を完成させるという目的があるが、美み保ほにはそんな目的はあるのだろうか。ないと、おそらく、続かない。身も心ももたないだろう。


    



    「ところでマリア」彰しよう吾ごが去った後で、ザムがマリアに呼びかける。「兄上も言ってたけど、協会の魔術師がまたここに来るの？」


    「可能性は高いわね」


    「もしかして、またエリスさん？」


    「可能性はゼロじゃないわ」


    「できれば、エリス様と争うのはやめていただきたいですが」とミエがぼそりと言った。


    「うーん、でもわたしの見込みでは、エリスはもう襲ってこないと思うわ。エリスはわたしに対して甘くなった」


    「良かったね、ミエさん」と嬉うれしそうなザム。


    　ミエは何も言わない。


    「どうしたの、ミエさん？」


    「マリアお嬢様、もしや、エリス様ではなく……」


    「そうね、ミエ。その可能性が高い」


    「え？　何、何？　テレパシーでも使ってるの？　話がまったく見えないよう！」


    　俺もザムとまったく同じことを思う。誰が来るのか、ミエとマリアには共通認識があるらしいが、魔術師社会について無知な俺には何もわからない。


    「おそらく、トーマスがここに来る」とマリアはきっぱりと言った。


    　……トーマスって誰さ？

  


  
    [image: ]

  


  
    　魔術協会の任務で、エリス・ポイントナーは日本に留とどまっていた。クリスマス前後の出来事について協会に報告したところ、後発隊の来日を待つように命じられた。長くかかりそうだな、と彼女は感じた。


    　彼女は、長期化に備えて経けい費ひ節せつ減げんを考え始めた。宿泊するだけでも、かなりの金額が消費される。もちろん、協会の経費で宿泊できるので、エリスが自分の財布を痛めることはないのだが、協会から出る予算も有限である。最善の努力をしようと彼女は決めた。


    　その一環として、まずはネットカフェでの宿泊を試こころみた。個室席に入れば、ホテルより遥はるかに安く泊まれる。この利点は魅力的だったが、一晩試ためしてみてやめた。寝付けなかったためだ。エリスは寝相が悪く、ベッドで寝ても朝には床に落ちていることが少なくない。その習性をいかんなく発はつ揮きしたエリスは、一晩のうちに五回ほど個室の壁に頭をぶつけて目が覚めた。壁の固さが身に染しみた。起きて歩くと、頭の片側だけが痛んだ。


    　ネットカフェを諦あきらめたあとで、彼女は究極の経費節減策を思いつく。ラウムの空間内で過ごせば良いのでは？


    　ラウムとは、エリスが持つ魔術道具である。剣の形状をしており、柄つかが十字になっている。実際に物を切断する剣としても使用できるが、その真価は別のところにある。


    　魔術師が意志と魔力を込めて振るった時、ラウムは空間に細い裂け目を作る。この裂け目は現実世界と位置が重ちよう複ふくする異空間に繫つながっている。異空間の中に入れば、現実世界から姿を消すことができ、戦闘や偵察に絶大な効力を発揮する。この剣を発掘したのは、エリスにとって途方もない幸運と言える。エリスの持つもの以外で同じものは確認されていない。おそらくは、世界に一振りしか存在しない剣である。


    　このラウムの異空間の中で寝泊まりすれば、宿泊費はゼロではないか。なぜもっと早く思いつかなかったのだろう、とエリスは思った。


    



    　そして実際に実行に移したところ、いくつかの問題が露ろ呈ていした。


    　まず、場所をどうするか、である。異空間の中には物体が存在しないため、横になろうと思えばどこででも横にはなれる。しかしながら、異空間にいながらも、風景や音声は現実世界のものを知覚することになる。どこでも良いからといって、まさか、道路の真ん中や他人の寝ね床どこのそばで眠るわけにはいかない。それでは、エリスも落ち着かない。


    　この点については、静かな公園を見つけることで妥だ協きようした。人が来ないとは断言できないが、一度眠ってしまえば、人が来ようが来るまいが関係ない。


    　次の問題にエリスは意外に手こずった。それは、ホテルの部屋と違い、異空間にはシャワーがないことである。


    　布ふ団とんは寝袋を持ち込めば解決するが、シャワーはそうはいかない。もちろん、体を洗うのがおあずけになるのが任務中の一日や二日くらいなら、エリスは文句を言わない。しかし、この任務は長期化が予測される。事実、もうすでに長期化してしまった。


    　任務が完了しないのは彼女自身のせいである。彼女が上層部の意向を忠実に実行していれば、決着は二か月前についていた。年越しを日本で迎えることもなく、協会から新たに派は遣けんされる魔術師との合流を命じられることもなく、シャワーをどうしようかと思い悩むこともなかっただろう。


    　しかし、そうは言っても仕方がない。長期化してしまった以上、シャワーの問題は何とかしなくてはならない。打開策を見みい出だそうと、彼女は今度は宿泊ではなく、調査目的でネットカフェに入った。インターネットで検索すること数時間、彼女が日本の銭せん湯とうというものについて知ったのは、夜も更ふけ、近隣の銭湯が例外なく終業した後だった。


    　しかし、銭湯のことがわかったのだから、これで今後の心配はない。我慢するのは今日一日だけで良いのだ。


    　安心したエリスは、静かな公園でラウムを振るい、異空間に入った。ラウムをそばに置き、寝袋にくるまった。


    　誰もいない、闇の中。遠くに街灯がひとつだけ点ともっている。エリスは目を閉じる。瞼まぶたの裏に焼き付いた光の残像が、徐々にその形を失い、やがて彼女は眠りに就いた。


    　これにてすべての問題が解決したかに見えたが、そうではなかった。最後にして最大と言っても過言ではない問題が、起き抜けのエリスに襲いかかった。エリスが目覚めて周囲を見回すと、そこは公園ではなく道路だった。


    　彼女は寝ている間に寝袋ごと大移動していた。障害物がまったくない異空間の特性と、エリスの寝相とが相あい俟まって、とんでもない効力が発揮されたのだ。


    　ラウムもまた、どこかに浮ふ遊ゆうしていったので、エリスはラウムを探すのに朝の二時間程度を費ついやすこととなった。


    　もうこれっきりにしよう。おとなしくホテルに泊まろう。彼女はそう決意した。


    



    　エリスの努力が無む為いに終わったあとで、彼女に対して協会が指示を送ってきた。その内容は、ポイントナー家所有の洋館で後発隊の合流を待つように、とのことだった。エリスは洋館の存在をこの指示でようやく思い出した。


    　研究所から離れること数十キロ、深い森の中にその洋館はあった。エリス来日当初は、エリスの捕ほ獲かく目標であり、妹でもあるマリア・ポイントナーが使用していたが、マリアが出ていったあとで使用する人間はいなくなった。


    　最初からここを使えば良かったのだ、とエリスは思った。ひとりで住むには広すぎて落ち着かないが、これは贅ぜい沢たくな悩みだ、と彼女は自覚する。


    



    　こうして、エリスは洋館で暮らしている。宿泊費を気にする必要はなく、立派なベッドもシャワーもある。エリスの寝相をカバーして余りあるサイズのベッドが心地よかった。


    　ここしばらく、任務は「待機」のみ。マリアを説得するのでも、偵察するのでも、襲撃するのでもなく、援軍をただ待つこと。エリスは肉体と精神がなまらないよう、午前中を読書に充あて、午後は周辺の森をランニングし、夕食後に筋トレとストレッチ。午後十一時には就寝し、朝は五時に起きるという生活を続けていた。


    　一月の森は、昼間でも寒い。常緑樹がほとんどで、葉が陽を覆おおい隠す。おまけに、大木の太い根が地面に凸おう凹とつを作り、足場も悪い。明らかに悪条件であるがしかし、エリスはあえてこの森で走った。この森で走りたかった。マリアについて思考を巡らすのに、この森の中が彼女にとって最適な環境だった。


    　白い息を吐きながら走る彼女は、やがて円形に開かれたスペースに到達する。大木が一本、根元から折られて、円周から中心に向けて倒れている。マリア・ポイントナーの魔術によるものである。


    　二か月前、彼女はここで妹のマリアと戦った。戦闘に勝利したのはエリス。しかし、エリスは勝ち切ることができず、任務は完了しなかった。マリアの研究を止めさせるのが彼女の仕事だったが、エリスはマリアを見み逃のがした。


    　エリスはそれを決して後悔してはいない。しかし、何かしこりが残っている。このままではいけない。マリアを見逃したのは間違っていないが、見逃し続けていてはいけないのだ。


    　倒れた木の一部が黒く汚れている。マリアの体から流れた血の跡だ。エリスは、あの日の戦闘を思い起こす。そして、その続きを思い描く。


    



    　マリアの表情。


    　倒れた体。


    　肉に刺さった剣の感触。


    　たとえどんなに残酷な結末になろうとも、


    　どんなに痛みを伴う幕切れになろうとも、


    　それを避けられなくなるときが必ず来る。


    　だから、ここで覚悟をしておく。


    　エリスは背負っていたラウムを抜いて、自分の目の前に倒れている妹を斬り伏せるつもりで、縦たて一いつ閃せんに振り抜いた。


    



    　協会から派は遣けんされた後発隊が到着したのは、エリスが洋館に暮らすようになって七日目の午前中だった。


    　派は遣けんされた魔術師はふたり。トーマスと、シャド・シュナイダー。


    「久しぶりだな」洋館に入ってきたトーマスが、エリスを見下ろしてドイツ語で言う。エリスよりも頭ひとつ分背が高い。


    「お待ちしていました」エリスが姿勢を正し、緊張した動作で礼をする。


    　トーマスはエリスの上じよう司しにあたる人物だ。大柄で、四十歳代の男。精せい悍かんな顔つきと、それに見合った頑健な体格。よく絞られている。エリスと同様金きん髪ぱつ碧へき眼がんである。


    　彼ら三人はダイニングに入り、テーブルについた。


    「その後、変わりはないか」


    「はい。何も」


    　トーマスとエリスのやりとりを横目に、シャド・シュナイダーが大おお袈げ裟さにあくびをする。


    「シュナイダー」とトーマスが諫いさめる。


    「いや、申し訳ない。あまりに眠かったものでね。長旅は疲れたわ」シャド・シュナイダーは反省の色を見せない。「しかし、エリス・ポイントナーともあろう方が、この程度の任務を遂すい行こうできないとはどうしたことか。ちゃっちゃと片付けてくれれば、わざわざ俺が日本まで来る必要はなかったのによ。たるいなあ」


    「シュナイダー、口が過ぎるぞ」トーマスがシャドを睨にらむ。


    「おっと、これは失礼」シャドは言葉と裏腹にへらへらと笑っている。


    　シャド・シュナイダーの体格はトーマスとは違い、[image: ]やせ型だ。肩幅は狭く、手足も細い。背せ丈たけも女性であるエリスと同じくらい。顔も精悍と言うよりは[image: ]せぎすで、一見して貧弱に見える。しかし、それでもトーマスが連れてきたということは、有能な魔術師には違いない。


    　エリスはシャド・シュナイダーとは面識がなく、これが初対面である。すでに、エリスの中でシャドの第一印象は固まった。先ほどのトーマスとの会話を聞いただけで、シャドとは信頼関係を結ぶことができないことが、彼女にはよくわかった。


    　エリスは平静を装よそおう。


    「待機の任務は終わりました。次の指令を頂いただきたいのですが」 エリスはシャドを無視し、トーマスのほうを向いた。


    「その前に、いくつか質問をしたい」トーマスが鋭するどい目を光らせる。


    「何でしょうか？」とエリスは背筋を伸ばした。


    「なぜ、マリアをむざむざ見み逃のがした？」


    　エリスは目を見開き、トーマスを見た。


    　エリスは協会に対して「マリアを見失った」と報告していた。決して見逃したことは伝えていない。それにもかかわらず、目の前の直属の上司はエリスの心を見み透すかしたように言い当てた。


    「図星のようだな」


    「さすがですね」


    「それで、理由は？」


    「答えたくありませんね」


    「これはお前だけでなく、わたしの責任問題にもなる」とトーマスは言った。「わたしが推測するに、妹に対する甘さが顔を出したのだろう？　任務と私情を割り切れなかった。お前らしくもないが、そういうことだろう？」


    　ほとんど正解だ、とエリスは思った。厳密には妹への甘さというよりは、使用人のミエへの配慮のほうが大きかったが、いずれにせよ私情には違いない。彼女はトーマスに言い返すことができず、黙って俯うつむいた。


    「情けねえの」とシャドがせせら笑う。「そんなに妹が可愛かわいいか？　呑のん気きなもんだぜ。そうこうしているうちに、例の研究は進んでるんだぜ？　こうしている今もな」


    　エリスは口答えしたくなるが、シャドの言っていることの後半部分は正しい。


    　魔術協会としては、マリアの研究を止めねばならない。魔術が一般人に影響を与え、人権を侵害している現状は放置できない。そして、マリアの研究が完成してしまうと、ヒトのクローンどころの騒ぎではない。


    　人間の記憶を丸ごと複製し、その人格を我が物にする。この技術は断固阻そ止ししなければならない。自分の精神の複製が他人に弄もてあそばれている状況を想像すれば、その結論は自明だ。そんなことを許してはならない。

  


  [image: ]


  
    「指揮を執とる身としては、任務より私情を優先する者は使えない。わかるな」とトーマスが言う。


    「はい」とエリスが唇を嚙かむ。


    「マリアの身柄を拘こう束そくするのは、わたしとシュナイダーのふたりで行う。報告のあった風かぜ崎さき彰しよう吾ごと美み保ほも同様。お前にはしばらく戦闘の任務は与えん」


    「了りよう解かいしました」


    　エリスは逆らわない。トーマスの言葉に言い返すことはできない。


    「さて。わたしがマリアを拘束するために、ラウムを借りて良いか？」とトーマスが尋たずねた。


    「あれは便利だ。あれがあれば楽に済む」


    「お言葉ですが、ラウムは役に立ちませんよ」とエリスが答える。「マリアは研究所の敷地に結けつ界かいを張っています。ラウムでの侵入は、結界によって阻はばまれます」


    「ふむ」とトーマスが言う。「対策が早いな」


    　マリア・ポイントナーは研究者として超一級の存在だが、結界術師としての素質も極めて高い。研究を放ほう棄きして術を磨くことに専念すれば、世界一の術師にもなれただろう。ラウムを一度振るっただけでその性質を理解し、それを無力化する結界を作る。並の才能ではとても不可能だ。トーマスは、戦闘能力においてはマリアを遥はるかに上回っていると自負しているが、結界魔術では勝てないだろう、と考える。


    「ところで、マリアの研究のサンプルを入手したという報告だったが」トーマスは話題を転換した。


    「お見せしましょう」


    　エリスはポケットから重じゆう厚こうな形状の黒い携帯電話を取り出した。彼女はそれを丁てい重ちようにトーマスに手渡す。トーマスは眉を上げて、片手で受け取った。


    「本当に、この携帯電話に人間の精神が記録されているのか？　こうして見ている限り、何も感じないが」


    　トーマスが携帯電話をつまむようにして持ち、顔に近づけてしげしげと眺める。シャドも席から立ち上がり、興味深げにそれを見つめた。


    「今は電源を切ってありますが、電源を入れると人格が目覚めます」


    「なるほど」


    　トーマスはエリスの言葉に頷うなずく。携帯電話のボディを開き、電源ボタンを押した。


    「日本人です。日本語でなら会話ができます」


    「日本語を使うのは久々だな」とトーマスが言った。


    「俺は仲間外れってことか」三人の中で唯ゆい一いつ日本語を話せないシャド・シュナイダーが愚ぐ痴ちり、エリスの肩を叩く。「通つう訳やくをお願いするぜ」


    「気安く触らないで」エリスはシャドを睨にらみつけながら、その手を払った。


    



    　　　　＊


    



    　クリスマスにマリア・ポイントナーのそばにいたはずの俺は、いつの間にかエリスの手の中にあった。どうやら、マリアが俺を複製し、エリスにメールで送りつけたらしい。


    　当初、俺も驚いたが、エリスも同じくらい驚いていた。


    　エリスが俺の存在に気づいて発した第一声はドイツ語だったので俺には理解できなかった。エリス・ポイントナーとは一度会って話したときに日本語が流りゆう暢ちようだった印象が強かったため、ドイツ語を話すエリスの姿は俺にとって新鮮だった。


    「まったく、マリアの奴め。クリスマスプレゼントのつもりか？」やや落ち着きを取り戻したエリスが、俺にもわかるように日本語で吐き捨てた。


    　クリスマスは祝わないと言っていたマリアに、そのような意図があったとは思えないのだが、時期が時期だけにそう解釈したくなるのが自然かもしれない。


    　しかし、マリアの目的は計りかねる。複製に成功したからおすそ分けでもしようか、などと考えたとは思えない。藪やぶ沢さわ大だい地ちは、田舎いなかから山のように送られた果物ではない。おすそ分けなんて、されてたまるか。


    「藪沢くん、君の言うことはもっともだ。その主張は正しい」とエリスが言う。「何はともあれ、こうしてちゃんと話すのは久しぶりだな」


    　そうだな、と俺は同意する。


    　初めてエリスと話をしたとき、彼女は俺を抹まつ殺さつしようとした。それが彼女の任務であり、彼女自身の思想に沿うものでもあったようだ。


    　彼女は人間の複製を認めない。俺はまさに人間の複製そのものである。だから、彼女は俺を消す。


    　つまり、彼女がその考えを変えていなければ、俺はこの瞬間にも叩たたき潰つぶされることになるだろう。前回と違い、俺はマリアの防御魔術とやらで守られていない。彼女の邪じや魔まをするものは何もない。俺の二十年あまりの人生はここで終わることになる。エリスが考えを変えていますように、と俺は神に祈りを捧ささげた。


    「神も信じてない人間が祈ったところで、何か変わるのかい？」


    　画面の中で、彼女は表情を変えない。


    　絶体絶命。


    「そうは言っても、君を今すぐ破壊するわけにもいくまい」


    　エリスは意外な言葉を口にした。俺は、まだ死なないのか。どうやら安心して良さそうである。少なくとも、今は。


    「君を破壊しない理由は三つある。まず、マリアの研究についての情報を君から得られるだろうから。次に、本部への報告に使えるかもしれない。最後のひとつは」そう言いながら、エリスは人差し指を伸ばして、俺の画面の上あたりに、つんと触れた。


    　それで、理由の最後のひとつは？


    「せっかくだから、久々に君と話したい」とエリスは微笑ほほえんだ。


    



    　　　　＊


    



    「これがそうか」と画面の中に現れた男が言った。四十歳くらいだろうか。金髪の白人だ。


    　電源を入れられるなり、知らない男から「これがそうか」と言われて、どんなリアクションを取れというのか。まあ、そもそも、リアクションなど期待してはいないだろうけれど。


    　俺が見える範囲の外で、別の男と女がドイツ語らしき言語で話している。おそらく、エリスが会話を通つう訳やくしているのだろう、と推測できる。


    「状況の理解の早い人間だな」と目の前の男が言う。「エリスのことは知っているんだったな。わたしは彼女の上じよう司しだ。我々の目的については知っていたかな」


    　エリスの上司ということは、こいつも協会の魔術師か。こいつらは、マリア・ポイントナーの研究を止めに来た。そして、死んだ藪やぶ沢さわ大だい地ちの人格をこの世から消滅させに来た。そうだろう？


    「そのとおりだ」と男が頷うなずく。


    　やれやれ。俺はマリアに延えん命めいされて以来、常に命の危険にさらされているな。マリアは俺を人間にすると確約したが、果たして間に合うかどうか。


    　それにしても、次から次へと協会とやらの魔術師に狙われて、マリアも大変だな。


    「我々のほうが大変なのだが」


    　それもそうか。


    　こいつらはわざわざ日本に遠征してきているのだ。確かに、大仕事であることは間違いない。そうするだけの価値がある仕事であるらしい。


    「藪沢大地と言ったかな。お前は自分がこの世にいてはならない存在だと、きちんと認識しているか？」


    　男が俺を責めるような言葉を投げかけてくる。


    　同じことを、前にエリスから聞かされた。人間はいつか必ず死ぬ生き物。一度死んだ者は死んでいなくてはならない。死んでしまった藪沢大地の人生は、きちんと終わらせないといけない。彼女はそう言った。


    　それはもっともらしく聞こえる。しかし、俺は生きていたいと思う。マリアの研究の完成を待って、人間として社会に復帰したいと願っている。生きようとすることは、人間として自然だろう？


    「そこだよな」と男が溜ため息いきをつく。「お前は人間のようでいて、実は人間ではない。データだ。お前に人間を名乗る資格はない。その点をはっきりさせておきたい」


    　痛いところを突いてこられた。


    　この男は俺を人間扱いするつもりはないらしい。


    「お前もわかっているんだろう？　お前は複製に過ぎない。どんなにオリジナルに似ていても、お前は本物ではない。人格を持っただけの贋がん作さくだ」


    　しかしだな、と俺は反論を試こころみる。贋作だろうと人格はある。人間のときの記憶もあるし、性格だってほぼ完全に受け継いでいる。もう少し人間扱いしてくれてもいいんじゃないか？


    「堂々巡りになるな」と男が頭を振った。


    　日本語を話せない[image: ]やせぎすの男が、エリスの通つう訳やくを聞いて俺に蔑さげすみの視線を寄よ越こす。口元を歪ゆがめて笑い、何かを口走る。見下されたような気分になる。彼の口から出たドイツ語の内容は理解できないが、それはある意味幸せだったかもしれない。


    「まあ、そのとおりだな。お前の悪口を言っている。彼もエリスと同じく、わたしの部下だ。シャド・シュナイダー」


    　シャド・シュナイダー、と俺は復唱する。


    　そういえば、目の前にいるこの男の名前をまだ聞いていなかった。こいつは自己紹介をしていない。


    「トーマス・ポイントナーだ」と男は言った。


    



    　　　　＊


    



    「あれがわたしの父だ」


    　トーマスとの対話が終わり、ふたりの男が去ったあとで、エリスは俺を見み据すえて言った。


    　結局、俺は引き続きエリスの管理下に置かれることとなった。あの男よりは、エリスのほうがまだ俺に対する態度が温かいので、助かった。


    　俺はマリアやエリスの家族についてはほとんど何も知らない。ザムや風かぜ崎さき兄きよう妹だいの会話から、魔術の世界では有名な、実力のある家系であるらしいということだけ、辛かろうじて知っているくらいだ。


    　そうか。あれがマリアとエリスの父親か。姉の次にマリアの研究を阻そ止ししに来たのは、父親のトーマス。どうやら、末の娘の不始末は、家族内で片をつけるつもりらしい。


    「父も協会の命令に従っているだけに過ぎないんだけどな。まあ、しかし、父にそういう意図がないとも言えない」


    　マリアが姉のエリスに続いて、父のトーマスからも逃げ切ったら、次は誰だ？　母親が来るのか？


    「……母はないな」とエリスが伏し目がちに言う。「母は動ける体ではないんだ。長いこと意識も戻っていない。治る見込みはない」


    



    　マリアとエリスの母の名はグレース・ポイントナーという。彼女もまた優れた魔術師だった。グレースは優等な成績で魔術学校を卒業し、そのままその学校に就職して教きよう鞭べんを執とり始めた。物事の理解が早く、しかも、その内容を口こう頭とうで表現し、他人が理解できるように話すことにも長たけていたグレースにとって、教師は天職だった。


    　トーマスとは学生時代の同級生で、卒業して五年目で結婚した。トーマスは名門ポイントナー家出身。協会所属の魔術師で、若き取締官として将来を嘱しよく望ぼうされていた。当時から彼の戦闘能力は高く評価されており、掟おきてに触れた魔術師たちの取り締まりにより実績を残していた。


    　グレースの家系は無名だったが、ポイントナー家にあっても、ふたりの結婚に反対する者はいなかった。お互いにとって幸せな結婚だった。


    　しかし、やがてふたつの不幸がトーマス・ポイントナーに訪れる。ポイントナー家の跡継ぎとして頑健な男子を望んでいたトーマスだったが、生まれてきた子どもは両方とも娘だった。それがひとつめ。もうひとつは、次女マリアを出産して四年目に、グレースが原因不明の病魔に冒おかされたことだ。


    



    「母は戦闘には縁のない職場にいたけど、魔術のレベルは父に引けを取らなかった。魔術師として優れていたのは間違いない。それに、母親としてもね。名門というプレッシャーの中で、わたしやマリアを育て上げてくれた」


    　エリスはしみじみと過去を振り返りながら語る。


    　俺はグレースを見たことがあった。エリスとマリアが戦ったときに、俺はザムに連れられて過去のポイントナー家を見に行った。公園のようなところに集つどった一家。あのときのマリアは、四歳から五歳くらいだろう。出産後四年目に病気になったということは、俺が見たのは病気になる直前のグレースだったのだろうか。


    「そうだな」とエリスは頷うなずく。「病気になって以来、母は寝たきりだから、元気な姿を見られるのは病気の前しかない」


    　俺はあのとき撮影した動画を、エリスの携帯電話に送った。そして今、俺はエリスの携帯電話の中にいる。俺が送った動画は、今もまだ残っている。


    「……消すわけはないだろう」とエリスが目を背そむけてぼそりと言った。彼女は俺を手に取り、ボタンを操作してその動画を再生した。


    　ブランコ遊びに興じるふたりの少女。


    　背中を押す、笑顔の父親。


    　ベンチでそれを見守る、優しい顔の母親。


    　動画の中のグレースは、病気の気配などまったく感じさせない。俺の目には元気そのものに見える。


    「本当にな」エリスが俺に同意した。


    「改めて見ると、本当にこんな時代があったってのが噓うそみたいだ。母が元気でいる姿もそうだが、父が笑っているところを、最近まったく見ない」


    　確かに、あの男が笑う顔はちょっと想像できない。第一印象が悪すぎるせいだ。トーマスは何もしていない俺を睨にらみつけ、俺を人間として扱う気がまったくなかった。


    「気を悪くさせてすまない。しかし、昔はあそこまで冷徹な人ではなかったんだ。マリアが日本へ逃亡してから、父は一層厳しくなった」


    　なるほど、と俺は納得する。一家が問題を抱え、精神的に余裕がなくなったということか。


    「まあ、そうかもしれない」とエリスが言う。「マリアが自分を曲げていられればいんだが」


    　マリアが研究をやめて家族のもとに戻れば、ポイントナー家の問題は解決する。トーマスの気もきっと楽になるだろう。しかし、それは同時に俺が人間に戻る術すべを失うということを意味する。俺としては承知できない。


    「………」


    　エリスは何も言わない。何を考えているのだろうか。


    「いや、ちょっとな」


    　ちょっとな、ではわからないぞ。俺の心の声はエリスに筒つつ抜ぬけだが、エリスの考えていることは言葉にしてくれないとわからないし、伝わらない。


    「人間には言語化したくないこともあるんだよ」


    　エリスは至し極ごくもっともなことを言って、俺を手に取った。


    「しばらくひとりにさせてくれ」


    　電源を切られた。


    



    　　　　＊


    



    「えーと、それは売り。利益確定ね」


    「ザム、手数料の発生を忘れている」


    「あ、ほんとだ。ごめん。じゃあもうちょっと待つ」


    「了りよう解かい」


    「それで、あ、その下をクリックして。うん、それ。それは買いで」


    「了解。取引時間終了間近だが」


    「うん。あと、一覧を見せて。うーんと、あ、やばい！　それは売りで！　これは、手数料差し引いても利益になるよね？」


    「了りよう解かい。ああ、問題ない」


    　俺は、ザムと彰しよう吾ごが交互に会話するのを聞いている。彼らはモニタを見ながら株取引をしている最中だ。インターネット上で、短期間のうちに頻ひん繁ぱんな取引。所謂いわゆる、デイトレードというやつだ。企業の業績や成長性といったトレンドを見る長期の投資とは異なり、分単位、秒単位での株価の変動をつぶさに観察して、売買を日に何度も繰り返す。やり方によっては、短期間のうちに大きな利益を得ることができる。


    　しかし、本当に稼かせげるのは一握りの人間である。綿めん密みつな調査と経験に裏打ちされたセンスが必要だ。簡単に稼げるほど、世の中甘くはない。俺はそう思っていた。


    「終わりだ」


    「お疲れ様！　いやあ、兄上ありがとう！　いい勉強になったよ」


    　午後三時でその日の株かぶ式しき市し場じようは終了する。ザムの株デビューの日が終わった。


    「邪じや魔まするわよ」とそれを待っていたかのようにマリアが部屋に入ってくる。研究の合間の息抜きのついでに、ザムの戦果を確認しに来たというところだろうか。


    「そんなところね」とマリアが俺に答えて言った。


    「驚くぞ」と彰吾が報告する。「十万円のゲイン」


    「ありがとうございまーす」とザムがまた礼を言う。


    「やるじゃない」とマリアが嬉うれしそうに言った。「一日で一パーセントも増やせるなんて」


    　元手が一千万円で、十万円の利益ということは、マリアの言ったとおり、一パーセント増やしたことになる。


    「それって、そんなに凄すごいことなの？」と美み保ほが訝いぶかしげに言う。「一パーセントって、何かしょぼく聞こえるんですけど」


    　美保はわかってないなあ。と俺は思う。


    　ザムはビギナーなのに利益を得たってだけでも上出来なのに、十万円だぞ？


    　株式市場が開いているのは平日だけとしても、月額に計算し直すと二百万円にもなる。


    「美保、お前はもう少し算数を勉強しろ。一日で一パーセントということは、十日もすれば一割以上増えるってことだ」と彰吾が俺の思考とほぼ同時に美保に指摘をする。


    「あ、それはちょっと凄いかも」と美保は言った。


    「もちろん、このペースが続けば、の話だけど」とマリアが付け加えた。


    「それで、マリアは何の用だ？」と彰吾がきく。


    「ダイチの言ったとおり、休きゆう憩けいがてら確認に来ただけよ」


    「マリアさんって、実は結構暇ひま？」今度は美保が質問した。


    「そうでもないけど……、何で？」


    「だって、ちょくちょくわたしたちのところに来るじゃない？　研究で大おお忙いそがしだったら、そんな暇ひまはないでしょう？」


    「これでも研究中よ。目を休めているだけで、頭の中では計算が続いているの」


    「そ、それは失礼しました」と美み保ほの驚き呆あきれた声が聞こえた。


    　マリアほどの頭脳が経済の世界に来たら凄すごいことになるだろうな、と俺は想像する。ザムの結果も圧倒的だが、マリアが本気出して株をすれば、それ以上の結果が得られそうな気がする。


    「たぶん無理ね」と彼女は言った。「興味のないことに能力は発はつ揮きされないものよ。企業の分析をしている暇があれば、魔術を極めたいし、研究を先に進めたい」


    　なるほど、と俺は思った。それはもっともなことかもしれない。


    「そういうダイチこそどうなの？　経済学部なんでしょう？」


    　経済学部の教授は、株で儲もうける方法なんて教えてくれない。学生に教えられるほど、株取引は単純なものではない。仮に、もし教えられるだけのノウハウがあったとしても、それは学生には伝わらないだろう。教授は教授なんてせずに、そのノウハウで株取引をしているはずだ。そのほうが稼かせげるだろうから。


    「もっともな話だな」と彰しよう吾ごの相あい槌づち。


    「じゃあ、経済学は何の役に立つの？」


    　美保が素そ朴ぼくな、しかし大きな疑問を投げかけてきた。


    　しかし、俺にきかれてもなあ、と困こん惑わくする。


    　俺は経済学部生だが、講義に極力出ずに単位を取ることを目的にした、一般的な学生だ。経済学の存在意義について語れるほどの知識や教養はない。


    　かつてのクラスメートなら、こういうときにすぐに回答を捻ひねり出せるのかもしれない。俺はそいつの顔を思い浮かべた。


    



    　　　　＊


    



    「エッジワースの……、何だっけ？」


    「エッジワースのボックス・ダイアグラム」仲なか村むら悟さとるが答える。「瀧たき村むらさん、大丈夫？　これ春学期の試験で出たところだけど」


    「ナカムー、あたしが半年も前のことを覚えてると思ったのかい？」と瀧村亜あ矢やが胸を張って言う。亜矢は悟のことをナカムーと、苗みよう字じに由来したあだ名で呼ぶ。


    「そんなに自信満々に開き直られてもなあ……」悟が溜ため息いきをつきながら眼鏡めがねを押さえた。


    　瀧村亜矢と仲村悟のふたりは、大学の近くのファストフード店にいた。午後三時。昼食には遅く、夕食には早すぎる中途半はん端ぱな時間帯ではあるが、店内は試験前の大学生たちで賑にぎわい、ほぼ満席である。ある者はひとりで手書きのレポートを黙々と作成し、ある者たちはノートやレジュメのコピーをテーブルいっぱいに広げ、試験についての情報を交換している。


    　亜あ矢やと悟さとるはどちらかと言えば後者に属する。テーブルの上にはノートとレジュメ。もちろん、後期学期末試験対策である。


    　ただし、情報交換ではないことは断言できる。亜矢が悟から一方的に教わっており、悟が直接的に得ているものは何もない。個人授業に近い。


    「ぎゃー、しかし試験範囲が広いー！」亜矢が頭を抱えて叫んだ。「気分転換！　ミクロはちょっとやめよう。別なのを先にしようよナカムー」


    　ちなみに、亜矢の言う「ミクロ」は、経済学部二年生必修課目の「ミクロ経済学初級」の略である。


    「わかった、わかった。じゃあ、統計学にしよう」と悟はバッグから新しいバインダーを取り出した。「しかし、もう少しちゃんと講義に出てさえいればこんなに慌あわてなくて済むのに」


    「ちゃんと講義に出てても、あたしは寝ちゃうと思うけど」


    「それは『ちゃんと』とは言わないと思う」


    「手厳しいなあ、ナカムー」


    「普通だと思う」


    　悟の言葉は、ときに冷たい。しかし、悟は亜矢を嫌っているわけではない。知り合って二年近くになる友人だ。そのくらいはわかる。亜矢はそれをわかっているので、怒らない。


    「だって、教授の話は退屈なんだもん」と亜矢はむくれてみせる。


    「面白いと思うけどなあ」


    「どの辺が？」


    「全部」


    「どんな風に面白いの？　社会に出ても役に立ちそうもない数式ばかりでさあ」


    「応用すれば、社会の本質が見えてくるよ」と悟は言う。


    「かーっ、優等生は違うなあ！」と亜矢が嘆なげきに似た声を上げた。


    



    　瀧たき村むら亜矢が、所属サークルもクラスも同じ仲なか村むら悟から教えを請こうのは、試験前やレポート提出締め切り前の恒こう例れいとなっている。悟は税ぜい理り士し試験対策のための専門予備校に通いながら、大学の講義にもきちんと出席しており、ノートもよくまとまっている。テニスと遊びが生活の大半を占しめる亜矢とは大違いである。それは、亜矢も自覚している。


    　これまでは悟の生徒は亜矢だけではなかった。本来なら藪やぶ沢さわ大だい地ちもここにいて、悟から講義内容について教わっているはずだった。


    「瀧村さん、この小テストのときは出てた？」


    　悟が亜矢にプリントを一枚差し出す。学期中に実施された小テストの問題が印刷されている。


    「小テスト？」亜矢はプリントを受け取りながら眉をひそめた。


    「抜き打ちだったんだけど」と悟さとるが言う。


    「統計学で？　受けた覚えがないや。いつの？」


    「えっと……、いつだっけ？　日付書いてない？」


    　悟の言葉を聞いて、亜あ矢やはプリントの隅に印字されている日付に気がついた。亜矢は思わずその日付に見入る。


    



    　十一月の、その日。


    



    「瀧たき村むらさん？」悟が亜矢を見つめる。


    　亜矢は固まった。プリントの日付を見たまま、意識が遠くへ飛ばされてしまった、と一瞬遅れて自覚する。


    「えっと……、あ、そうか」亜矢の手からプリントを取って、日付を確認するなり、悟はばつの悪い顔をした。


    「この日だったとはね」


    　藪やぶ沢さわ大だい地ちの死んだ日だった。


    



    　　　　＊


    



    　藪沢大地が電車の事故で死亡した日、彼が最後にメールをしていた相手がまさに瀧村亜矢だった。亜矢は報道を見る前に、大地の死をほぼ確信してしまった。


    



    　大地からのメールが、車両ドアの誤作動を境に途絶えた。駅員から事情を聞けば、若い男の乗客が線路に転落して轢ひかれたと言う。そして、大地は駅から出てこない。


    　噓うそだ、と彼女は心の中で叫んだ。


    　大地が死んだなんて、そんな馬鹿な。


    　そうだ、駅員さんだって、死んだのが大地だなんて言ってないじゃないか。


    　きっと別人だ。


    　大地が降りてこないのはたまたまで、メールの返信がないのもただの偶然で、


    　電話が繫つながらないのは単に電波が悪いだけ。


    　大地じゃない。大地じゃない。


    　亜矢はそう繰り返しながらも、心の底ではわかっていた。


    　死んだのは大地なのだ。


    　藪沢大地は、もういないのだ、と。


    　わかっていたからこそ、亜矢は否定したかったのだ。


    



    　大学に行く途中だった亜あ矢やは、自宅に帰ることにした。とても大学になど行ける精神状態ではなかった。脳の一部が固く縛られて、そこだけが麻ま痺ひしている。心臓を持ち去られて、胸の真ん中に穴が貫通し、風がそこを通り抜けている。彼女はたった今出てきた改札に戻り、ふらつく足取りで通過した。


    　ホームまでたどり着き、ベンチに腰掛けうなだれる。構内アナウンスが、人身事故のためダイヤが乱れていることを伝える。あたしの精神状態のほうがよっぽど乱されてるぞ、と亜矢は誰にも聞こえないように口走った。


    　乗り込んだ電車は比較的空いていた。亜矢は座席に座り、窓の外の景色をぼんやりと眺めた。


    　午前九時半、晴れ。


    　何の変へん哲てつもない街。変わらない朝。人がひとり死んだくらいでは、世界はまったく変わらない。この人身事故は、亜矢にとってはとてつもなく大きな事件だが、世界の中ではほんの些さ細さいな出来事に過ぎない。よくあることとして片付けられてしまう。


    



    　電車があの駅に停車した。車両の反対側のドアが開いて、亜矢が足留めを食った駅。ここが、大だい地ちの死んだ場所。


    　こんなことで、と亜矢は思う。こんなことで死んでしまうなんて、人間はなんて弱いんだ。大地はなんて弱いんだ。そして、あたしもめちゃくちゃ弱い。亜矢は下を向いた。震える膝ひざを両手で押さえつけたが、その手も震えていた。


    　大地を喪うしなったショックと、大地の命を奪ったのと同じ乗り物に乗っていることに対する恐怖。


    　大地ではなく、亜矢が死んでいたとしてもおかしくはなかった。そのことに気づいた亜矢は、電車から一刻も早く降りたくなった。座席に座っている限りは、車両から落下することなどありえないのだが、彼女はそんな当たり前の事実を見落とすほどに冷静さを欠いていた。


    



    　そこから家まで戻った記憶が亜矢にはない。どこをどう歩いたのか覚えていない。玄関口で「ただいま」と言ったかどうかも、そのとき家にいたはずの母親がどんな反応をしたのかもわからない。亜矢は電車の中で泣いた次の瞬間、自分の部屋の床にバッグを叩きつけ、ベッドでうつ伏せになっていた。


    　そのまま数時間を過ごし、午後になって亜矢の携帯電話が振動した。しばらく放っておいたが、震え続けているので、メールではなく電話らしいとわかる。電話などに出られる気分ではないが、ジーンズのポケットから電話を気け怠だるそうに取り出す。ディスプレーには同じサークルの友人である光みつ山やま冴さえ子この名が表示されていた。


    「何？」亜矢はうつ伏せの体勢のまま、ぶっきらぼうに電話に出た。


    「あ、亜矢？」と電話の向こうから冴子の声。「今、大丈夫？」


    「全然大丈夫じゃないけど、何？」


    「あの……、もしかして、もう知ってる？」


    「何を？」


    　冴さえ子こが気遣いながら話しているところを、亜あ矢やはわざと突き放すように問う。いや、質問したわけではない。もう、用件はわかっている。


    「藪やぶ沢さわくんのこと」と冴子は言った。悲痛な声。


    　亜矢は黙る。やはり別人じゃなかった。わかっていたことではあるが、わかりたくなかった。


    「もしもし？　亜矢、もしもし？」


    「もしもし」亜矢の声が投げやりになる。「大だい地ちがどうしたって？」


    「あの……、落ち着いて聞いてね。実は、藪沢くん、今け朝さ事故に遭あって……」冴子はそこで言葉を切る。すでに涙声だ。「亡くなった……、らしいの」


    



    　沈ちん黙もく。


    　極めて長い数秒間。


    　亜矢はただ電話を耳に当てたまま動かない。


    



    「亜矢、もしもし？」冴子が沈黙を破る。
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    「聞こえてるよ」と亜あ矢やが応答する。


    「もしかして、知ってた？」


    「うん、まあ」亜矢は曖あい昧まいに答えた。「電車に轢ひかれたって聞いたんだけど」


    「……うん」冴さえ子こが肯こう定ていする。


    「それで？」亜矢はわざと意地の悪い声を出して先を促す。


    「お通つ夜やとか、お葬そう式しきなんだけど……」


    「あたし行かない」


    　冴子の言葉の途中で、亜矢が鋭く言い放つ。


    「え、亜矢……？」


    「行かないから。行きたくないから」


    「亜矢、最後なんだよ？　藪やぶ沢さわくんとお別れなんだよ？」冴子が語気を強める。


    「冴子」


    　亜矢は自分でも驚くほど低く凄すごみの利きいた声を出した。


    「放っておいてよ」


    「あ、や……」


    　冴子の声は完全に力を失った。


    「わかった……。また、気が変わったら、いつでも電話してね。待ってるから」


    「ああ、それじゃね」


    　亜矢のほうから電話を切った。


    



    「ああ、もう！」


    　電話を閉じて、ベッドから床に投げ下ろした。二、三回弾はずんで離れていった。やっぱり電話に出るべきじゃなかったのだ。つい、冴子に辛つらく当たってしまった。冴子だって辛いだろうに。


    　しかし、そう思う一方で、一番辛いのはあたしだという思いも強い。


    　好きだったのに。


    　二年近くも一緒にいたのに。


    　どうして告白できなかったのだろう。


    　どうしてよりによって大だい地ちだったんだろう。


    　亜矢は頭から布ふ団とんをかぶって顔を伏せ、夜までその体勢でじっとしていた。


    



    　結局、亜矢は藪沢大地の葬そう儀ぎに出席せず、家に閉じこもり続けた。冴子から再び電話がかかってくることもなく、亜矢からかけ直すこともしなかった。冴子以外にも何人かから電話やメールを受けたが、亜矢はそのすべてを黙もく殺さつした。数日もすると、誰も電話をかけてこなくなり、メールも寄よ越こさなくなった。


    　亜あ矢やは大学を休むことにした。休まざるをえなかった。大だい地ちが死んだと知ってから始まった頭痛がやまず、時おり吐き気を覚える。腹の中で粘ねん性せいの高い何かが渦うずになって蠢うごめいているような、そしてそれがぞわぞわと音を立てて内部から亜矢の体を食い破ろうとしているような、そんな感覚。立って歩くのが辛つらい。


    　鏡の中の自分は顔色が悪く、目は腫はれぼったい。食べる量も激減した。食事中の母親の呼び掛けにも、何か答えなきゃと思うのだが、返事はほとんど「うん」か「いや」のふたつにひとつ、暗い声で返すのが精一杯である。


    　昼前に目覚め、朦もう朧ろうとした意識のまま、ほとんどの時間を二階の自分の部屋か一階のリビングで過ごし、何をするでもなく夜を迎える。そのまま一週間が経過した。


    　ぼんやりと眺めるテレビで、大地が死んだ事故について扱う番組がいくつかあった。鉄道会社のミスを糾きゆう弾だんする内容がほとんどである。鉄道会社の謝罪記者会見の様子を放映したり、大地の父親にコメントを求めてみたり。ワンパターンだ、と亜矢は思う。


    　やはり、この事件は「よくあること」なのだ、と再認識する。マスコミが意味もなく騒ぎ、関係者が謝罪し、被害者の遺族や友人が涙する。今回は、単に自分がその中に入ってしまっただけのこと。それ以外には何の変へん哲てつもないことなのだ。


    　今までにこの類たぐいの番組を見たときには、何も感じなかった。遠い世界の他ひ人と事ごと。自分には何の関係もない。そう思っていた。「ああ、またやってるよ。物ぶつ騒そうだなあ」くらいの感想しか持てなかった。


    　今回、あまりにも亜矢に近い人間がいなくなった。そして、亜矢自身が死んでいてもおかしくない状況だった。


    　そのことが自分の心にこんなにも大きなダメージを与えるとは。


    　事件のたびに、何人の人が怒いかり、悲しみ、泣き叫んだのか、想像したこともなかった。自分が今までどれだけ鈍どん感かんだったのか、どれだけ無関心だったのかを思い知る。


    



    　大地を喪うしなった。


    　そのことを思い出すだけで、亜矢は何度でも泣けた。


    



    　当然、同居している両親は、家から出ない亜矢を心配した。医者に行くようにも勧めたが、亜矢は力なく首を振るだけだった。


    　そろそろ何か手を打たないとまずいだろうと両親が話し合いを始めた。カウンセラーを自宅に呼んではどうかと、母親が提案した。瀧たき村むら家の経済状況には余よ裕ゆうがあり、専属のカウンセラーをつけるくらいのことは、充分にできる。いや、余裕がなかったとしても、していただろう。父親もその案に同意した。


    　しかし、その案は実現することなく立ち消えた。母親が亜矢にカウンセラーの話を切りだそうとした日の朝、亜あ矢やは大学に行った。


    



    　　　　＊


    



    【送信者】仲村悟


    【宛　先】瀧村亜矢


    【時　刻】PM 10：54


    【件　名】non title


    【本　文】瀧村さん、こんばんは。元気ですか？


    



    【送信者】瀧村亜矢


    【宛　先】仲村悟


    【時　刻】PM 11：06


    【件　名】RE:


    【本　文】久しぶり。何か用？


    



    【送信者】仲村悟


    【宛　先】瀧村亜矢


    【時　刻】PM 11：10


    【件　名】RE:RE:


    【本　文】明日、大学に来ない？


    　　　　　最近ひとりで講義を受けてて、寂しいよ。


    　　　　　久しぶりに、瀧村さんと話したいし。


    



    【送信者】瀧村亜矢


    【宛　先】仲村悟


    【時　刻】PM 11：18


    【件　名】RE:RE:RE:


    【本　文】ちょっと行けるかどうかわからないな……。


    　　　　　大地がいなくなってから、体調が良くなくてさ。


    　　　　　ひとりで電車に乗るのも怖いし。


    　　　　　学校に行かなきゃな、とは思うんだけど、体が言うこときかないんだ。


    



    【送信者】仲村悟


    【宛　先】瀧村亜矢


    【時　刻】PM 11：25


    【件　名】RE:RE:RE:RE:


    【本　文】やっぱりそうなんだ。


    　　　　　瀧村さんが大地を好きだったのは知ってたから、


    　　　　　無理もないことだな、と思うよ。


    　　　　　ただ、瀧村さんはひとりで抱え込みすぎているような気がする。


    　　　　　僕も結構辛いんだけど、サークルの皆も同じだから、


    　　　　　辛さを共有できて、何とかやっていけています。


    　　　　　矛盾するかもしれないけど、体調が良くないのは、


    　　　　　大学に来て皆と話せば治るかもしれないよ。


    



    【送信者】瀧村亜矢


    【宛　先】仲村悟


    【時　刻】PM 11：38


    【件　名】RE:RE:RE:RE:RE:


    【本　文】私が大地のことが好きだったこと知ってたんだね……。


    　　　　　ナカムーまで知ってたとは、ちょっと意外（笑）


    　　　　　結局、告白できないままだったんだよね。


    　　　　　何で先延ばしにしてたんだろう、もっと早く言えなかったんだろう、


    　　　　　って、この何日かそればっかり考えてた。


    　　　　　そういや、サークルの誰とも連絡とってないから、様子が全然わからないや。


    　　　　　冴子からの電話も、乱暴に切っちゃったし。


    　　　　　冴子、怒ってなかった？


    



    【送信者】仲村悟


    【宛　先】瀧村亜矢


    【時　刻】PM 11：43


    【件　名】RE:RE:RE:RE:RE:RE:


    【本　文】光山さんは瀧村さんのこと心配してたよ。


    　　　　　瀧村さんに気を遣ってるみたいだった。


    　　　　　「放っておいて」て言われたから、連絡しづらいって言ってたよ。


    



    【送信者】瀧村亜矢


    【宛　先】仲村悟


    【時　刻】PM 11：47


    【件　名】RE:RE:RE:RE:RE:RE:RE:


    【本　文】そっか……。


    　　　　　いや、冴子には悪いことしたな、と思ってるんだよね。


    　　　　　やっぱりちゃんと謝らないと駄目だな。


    　　　　　明日、行ければ行くよ。


    　　　　　ナカムーの言うように、皆に会えば体調が戻るかもしれないし。


    　　　　　そうは言っても、朝起きられればの話だけど（苦笑）


    



    【送信者】仲村悟


    【宛　先】瀧村亜矢


    【時　刻】PM 11：50


    【件　名】RE:RE:RE:RE:RE:RE:RE:RE:


    【本　文】その気になってくれて良かった。


    　　　　　でも明日が一限からなのがネックだね。


    　　　　　モーニングコール必要？（笑）


    



    【送信者】瀧村亜矢


    【宛　先】仲村悟


    【時　刻】PM 11：52


    【件　名】RE:RE:RE:RE:RE:RE:RE:RE:RE:


    【本　文】ああ、お願いするよ。


    　　　　　じゃ、明日に備えてそろそろ寝ようかな。


    



    【送信者】仲村悟


    【宛　先】瀧村亜矢


    【時　刻】PM 11：55


    【件　名】RE:RE:RE:RE:RE:RE:RE:RE:RE:RE:


    【本　文】了解。


    　　　　　それじゃあ、おやすみ。


    



    　　　　＊


    



    　悟さとるとのメールのやりとりを終えた亜あ矢やは、携帯電話を充電器にセットし、部屋の電気を消した。メールを受信したのも、返信したのも、久しぶりだった。


    　仲なか村むら悟が自分からメールを書いて寄よ越こすのは珍しいことだった。基本的に、彼は率先して何かをするタイプではない。サークル活動でも、どこかに遊びに行くのでも、他の誰かが決めたことに追つい従じゆうするのが常である。


    　その悟が自みずから亜矢にメールを送ってきた。その事実からも、悟がどれだけ心配していたかがよくわかる。亜矢としては、返信をせずにはいられなかった。


    



    　明日、行けるだろうか。


    　体調は徐々に良くなってはいるが、それでも本調子には遠い。全身のだるさと頭痛は抜けない。


    　しかし、それを言い訳にはできない。家に閉じこもっていては、いつまでもこのままだ。体調が悪いから大学に行けないのではなく、大学に行かないから体調が悪いのだ。彼女は自分に言い聞かせた。


    



    　翌朝、彼女は自然に目を覚ました。時計を見れば、七時前。ゆっくり身み支じ度たくをしても、悠ゆう々ゆう一限目に間に合う時間である。ベッドから身を起こす。二度寝の誘惑に駆られるが、重力に抗あらがうようにして立ち上がって、着替えた。外出するための服を着るのも懐かしい。


    　一階に下りると、専業主婦の母はもちろん、出勤前の父もまだリビングにいた。ふたりとも、起きてきた亜矢を見て驚いている。これまでの起床時間よりも数時間早いとあれば、当然と言えば当然か。


    　亜矢は大学に行くつもりであることを両親に伝えた。母も父も喜んでいる。特に、母は泣きそうになりながら亜矢に抱きついてきた。大おお袈げ裟さだなあ、と亜矢は思ったが、一方では嬉うれしかったし、申し訳なくも思った。


    「心配かけてごめんね」と亜矢は言った。


    「くれぐれも無理はするんじゃないぞ」父親はそう言って出勤していった。


    　朝食を摂る。食欲も回復してきた。


    　母親が嬉しそうに亜矢の前の皿を眺める。


    　亜矢はその母親の顔を眺める。


    　とりあえず、両親を安心させることができて良かった。


    　彼女はそう思った。


    



    　朝食を終え、部屋に戻った。充電しておいた携帯電話を見ると、着信が一件。朝食中に悟からの電話があったようだ。約束のモーニングコールだ。取れなくて申し訳ないな、と思った。おそらく、悟さとるは亜あ矢やが目覚めなかったと思っているだろう。学校に着いてからびっくりさせてやろう、と亜矢は企たくらんだ。


    　身み支じ度たくをする。化粧をするのも久しぶりだ。鏡の中の自分の顔が、少しやつれたような気もするが、顔色はそれほど悪くない。立っているのもさほど辛つらくはない。ほんの少し体が重い。それだけだ。これなら行ける。そう確信した。


    　しかし、玄関で靴を履き、これから外へ出ようというときになって、亜矢の体が震えだした。


    　ひとりで電車に乗るのが、怖い。


    　藪やぶ沢さわ大だい地ちは、電車から落下した。


    　無論、ドア付近に立たないようにすれば、問題はない。


    　そもそも、ドアの開閉ミスなど滅めつ多たに起こらない。


    　だから怖がる必要はない。


    　わかっているのに、体の震えが止まらない。


    　冷や汗。呼吸の乱れ。


    「亜矢、大丈夫？」


    　異常に気がついたのか、靴を履くために屈かがんだ亜矢の背中に母親が呼びかける。


    「ごめん、ちょっと忘れ物した！」


    　亜矢は慌あわてて二階への階段を上る。部屋に戻り、ドアを閉める。落ち着け、落ち着け、と自分に念じる。


    　今さら大学に行かないことにはしたくない。しかし、この動揺を押し止とどめないことには、電車に乗ることはできない。


    　やはり駄目なのだろうか。


    　そう思った刹せつ那な、亜矢の携帯電話が震え始めた。


    　着信。悟からだ。


    「もしもし」亜矢は即座に応答した。


    「瀧たき村むらさん、おはよう。起きてる？」


    「起きてるけど……」


    「もしかして、もう電車に乗っちゃった？」


    「いや、まだ家……」亜矢は力なく答える。「ナカムー、実はさ、体調はそこそこなんだけど……」


    「どうしたの？」悟が先を促す。


    「昨日、メールにも書いたけど、電車にひとりで乗るのが怖い」


    「ああ、やっぱり？」と悟が言う。さほど意外ではないとでも言いたげだ。


    「何だよナカムー、やっぱりって」亜矢が苛いら立だって声を上げる。「ナカムー、どれだけ深刻かわかってないだろ？　大地が死んだ電車と、あたし、同じ電車に乗ってたんだよ！　あたしが死んでいてもおかしくなかったんだ！」


    　電話の向こうの悟は何も言わない。亜あ矢やは続ける。


    「あたしは怖いんだよ、ナカムー……」


    「ひとりで乗るのが怖い、って言ったよね？」


    「え……、うん、そう言ったけど……？　どういう意味？」亜矢は悟さとるの質問の意味を捉えられず、きき返した。


    「ふたりなら大丈夫そう？　あるいは、三人とか」


    「ナカムー、どういうこと？」


    「一緒に行こうよ。待ってるから」


    　まさか、と亜矢は部屋の窓を開けて外を見た。


    　電話を持っている仲なか村むら悟と、光みつ山やま冴さえ子こが家の門の前に立っていた。冴子が手を振っている。


    「無理はしなくていいけど、行けるなら一緒に行こう」


    「……うん！」


    　いつの間にか、亜矢の体の震えは止まっていた。


    　悟にお礼を言おう。


    　冴子に謝ろう。


    　亜矢は軽い足取りで階段を再び駆け下りた。


    



    　　　　＊


    



    【送信者】瀧村亜矢


    【宛　先】仲村悟


    【時　刻】PM 9：32


    【件　名】RE:RE:RE:RE:RE:RE:RE:RE:RE:RE:RE:


    【本　文】今日はわざわざありがとう。


    　　　　　ナカムーのおかげで、何とか大学に行けたよ。


    　　　　　久々にサークルの皆と話せて良かった。


    　　　　　皆に心配かけてたんだなー、って申し訳なくなったよ。


    　　　　　明日はひとりで行けると思う。


    　　　　　完全復活までもう一歩だね。


    



    　　　　＊


    



    　藪やぶ沢さわ大だい地ちが──つまり俺が──事故で死んでから二週間ほど、亜矢は大学に行かなかった。行かなくなった原因は、俺が死んだと知って受けたショックが大きすぎたかららしい。それは、これまでに聞いた冴さえ子こたちの会話から推測できたことだ。そして、その推測はたぶん正しい。


    　だが、亜あ矢やがまた大学に行き始めた理由というものを、俺は理解していなかった。てっきり、時間が解決したものなのだと思っていた。もちろん、時間の経過に依よるところがあったことは間違いないが、実はそれ以上に大きな要素があった。俺は仲なか村むら悟さとるの携帯電話の中に入って、はじめてそれを知った。


    　どうして俺が悟の携帯電話に送られてきたのかが不可解だが、それをどうこう言っても仕方がない。マリア・ポイントナーの考えていることを理解しようとしても無駄なのだ。


    



    　仲村悟は、俺が大学生だった頃の友人だ。同じテニスサークルのメンバーだったが、俺とは違い、真面目まじめにこつこつ勉強する、模範的な学生である。試験前には決まって俺は悟の世話になった。俺ほどではないがテニスの腕も立つ、文ぶん武ぶ両りよう道どうタイプ。


    　口数が少なく、大勢で騒ぐのは苦手で、どちらかといえば影が薄い。しかし、話してみればいい奴だということがわかる、そんな友人だった。


    



    　だが、俺は悟をきちんと理解していなかったことを今思い知る。悟は亜矢のことが好きだ。俺は二年近くも一緒にいて、それにまったく気づかなかった。


    



    　亜矢は悟のおかげで、どうにか大学に行けた。何往復かのメール交換が亜矢を後押ししたことは間違いない。その一連のメールのやりとりの直前に作成され、未送信状態のまま放置されているメールが一通ある。


    



    



    【送信者】　　　　


    【宛　先】


    【時　刻】_ _ _ _


    【件　名】non title


    【本　文】瀧村さん、こんばんは。元気ですか？


    　　　　　瀧村さんが大学に来なくなって、ひとりで講義を受けることが増えたよ。


    　　　　　大地がいなくなって、辛い思いをしているんだろうな。


    　　　　　瀧村さんが大地を好きだったことは知ってるから、辛いのはわかるよ。


    



    　　　　　こんなメールで言うのも何だけど、僕は瀧村さんのことが好きだったんだよね。


    　　　　　だから、正直、大地が羨ましかった。


    　　　　　今、瀧村さんが休んでいるところから、


    　　　　　大地はこれほどまでに好かれていたんだな、と感じて、


    　　　　　また羨ましさが倍増したりして。


    



    　　　　　悲しみに暮れているかもしれない瀧村さんにつけ込むようで、


    　　　　　何だか申し訳ない感じだけど、僕が大地の代わりにはなれないかな？


    



    　　　　　何はともあれ、久々に会いたいよ。


    　　　　　皆も心配しているし。


    　　　　　大学で待ってます。


    



    　ここまで書いて、悟さとるは「やめよう」と判断したのだろう。きっと、いきなり告白したのでは亜あ矢やにとって重すぎると思ったに違いない。その判断は正しいと思うが、よく押し留とどめたものだな、と感心する。このメールを送るのを中止して、実際に一通目に送ったのは「こんばんは。元気ですか？」の一行だけ。よく我慢したな。


    　この後にも先にも、亜矢に告白するメールは作成されていない。俺のいないところで、悟が亜矢に直接言ったのだろうか。あるいは、まだ言わないままなのだろうか。


    



    　何だか心苦しい気持ちになる。俺は飲み会で酔よい潰つぶれた亜矢を、家が近いからという理由でよく家まで送っていったものだが、もし悟の気持ちを知っていたら、その役を喜んで譲ってやったのに。


    



    「この日だったとはね」と悟が言った。


    　試験対策の学生たちが集つどうファストフード店で、俺は悟のポケットの中からそれを聞いている。当然、何も見えない。視界はただただ黒い。


    「瀧たき村むらさん……、大丈夫？」悟が心配そうに亜矢に呼びかける。


    「え？　あ、うん、大丈夫」と亜矢が我われに返った。「ちょっと思い出しちゃっただけ、大だい地ちのこと」


    　悟が亜矢に見せた抜き打ちの小テストの実施日は、俺が死んだ日だったらしい。よりによってその日を選ぶとは、まったく、意地の悪い教授だな、と思う。もちろん、日が重なったのは意地の悪さのせいではなく、偶然だってことはわかっているけれど。


    「ナカムー、ありがとね。改めて言っとく」


    「別に、お礼なんて……」


    「だって、ナカムーがあのときメールくれなかったら、あたし立ち直ってなかったかもしれないし」


    「……瀧たき村むらさんは自分の力で学校に戻ったんだよ。僕たちはそれを後押ししただけだし」


    　悟さとるの口調はぎこちない。お礼を言われて照れているのか、珍しく亜あ矢やがしんみりとしていることに戸と惑まどっているのか。


    「勉強に戻ろうか」と悟が言う。


    「あ、そっか！　そうだよね」と亜矢。「しっかし、試験対策と言い、この間の件と言い、ナカムーにはお世話になりっぱなしだねえ。試験終わったら何かおごるよ」


    「別にいいよ、気にしないで」


    「そう言うなって！」と亜矢が明るく悟を説得する。


    　まったく、悟は素直じゃないな。


    　亜矢は、完全に立ち直って、おそらく今は、悟のことが好きだ。顔を見ないでも、聞こえる声の調子だけでわかる。


    　このふたりは、両想いだ。


    　マリアの研究が完成して、俺が人間に戻ったら、真っ先に悟の背中を押してやろう。後押しが必要なのは、亜矢だけの話ではないのだ。

  


  
    [image: ]

  


  
    　トーマス・ポイントナーから与えられたエリスの任務は光みつ山やま冴さえ子ことの接触だった。


    　光山冴子は、マリアの実験の被ひ験けん者しやである藪やぶ沢さわ大だい地ちの友人である。彼女は先月、風かぜ崎さき兄きよう妹だいの魔術によって意識を失った。幸さいわいにして、風崎兄妹の目的は彼女の命ではなく、あくまで所持品を奪うことだったため、冴子に対する害意はなかった。このため、冴子の怪け我がは軽傷で済んだ。


    　しかし、後こう遺い症しようが残っていないとは限らない。特に、魔術によって引き起こされる症状には、一般の医い療りようでは察知できないものがあり、その種のものは魔術師が確認しなければならない。


    　くわえて、冴子が何かを目撃している可能性が僅わずかながらあった。魔術という奇き蹟せきは、一般人には知られてはならない。冴子が万一何かを覚えているようであれば、記憶を操作し忘ぼう却きゃくさせる必要がある。


    　すでに冴子と風崎兄妹の事件から一か月近くが経つ。本来であれば、このような仕事はとっくに終わっていてもおかしくはない。エリスは待機中にこの仕事を済ませてしまっても良かったし、実際にそうするのが合理的だった。エリスは報告の際にそう進言したが、今はまだ必要ないというのが協会上層部の回答だった。


    　そのようなわけで、光山冴子は一か月放置された。ないとは思うが、万一何かを目撃しているのであれば、他人に話して噂うわさになるには充分すぎる時間である。まあ、そうなっても自分の責任ではない、不可解な指令を出した上層部のせいだ、とエリスは考えている。


    　上層部の権限が強く、現場の声が組織運営に反映されることはほとんどない。旧きゆう態たい依い然ぜんとしたピラミッド型の組織。意思決定が遅く、消極的。それだけ慎しん重ちようであるという評価もできるが、機動性を放ほう棄きした構造であると言わざるを得ない。


    



    　今、エリスの目の前には光山冴子が座っている。


    　電話とメールで冴子と連絡を取り、大学の近くのファストフード店で待ち合わせた。フロアの隅の席で、エリスは話を切り出す。


    「光山さん、電話でもお願いいたしましたが、いくつかお尋たずねしたいことがあるのです。ご協力頂いただければ助かるのですが」


    「えっと、ちょっとよろしいですか？　その前に、ポイントナーさんのことを聞きたいのですけど……」と冴子が躊躇ためらいがちに言う。エリスの視線を直視するのを避け、上うわ目め遣づかいで様子を窺うかがっている。


    「エリスで結構ですよ」エリス・ポイントナーは意識的に微笑ほほえみを作った。


    　光山冴子が初対面のエリスを警戒しているのは明らかだった。無理もない。知らない人間が電話をしてきて「クリスマスにあなたが倒れた事件についてお伺うかがいしたい」と言い出したら、誰だって警戒する。こうして時間を割さいてくれているだけでも、ありがたいと思わなければならない。


    「電話でも申し上げましたが、わたしは探偵です」とエリスは冴さえ子こから話を引き出すために噓うそをつく。「詳しくはお教えできませんが、ある方からの依頼で、あの日の事件について調査をしています。できれば、当事者である光みつ山やまさんのお話を直じかに聞きたかった。今回はそのために光山さんに連絡させて頂いただきました。もちろん、お話を聞かせて頂けるなら、謝礼をお支払いします」


    「あの……、わたしの電話番号やメールアドレスはどこで知ったのですか？」


    「探偵ですからね。情報源は明かせません」


    「そうですか」冴子は依い然ぜん警戒している様子だ。


    「実は、こうしてお願いしているのは、光山さんが倒れた付近で似たような事件が何件か起きているからなんです」


    「本当ですか？」冴子が目を丸くする。


    「本当です」噓である。「複数の若い女性が気絶しているところを発見されています。どの女性も怪け我がは軽く、持っていた現金や金目の物も持ち去られていませんので、被害届はゼロ。連続しているのは、単なる偶然なのかもしれませんが、この事に興味をお持ちの方がいらっしゃって、わたしに依頼したのです」


    「そうだったんですか」冴子の目にあった猜さい疑ぎと不安の色が薄らいだ。


    「もし何者かの手によるものであれば、阻そ止ししなくてはなりません。手掛かりとなるのは、やはり当事者の皆様です」エリスは冴子を見つめる。「ご協力頂けますか？」


    「そういうことなら」冴子は頷うなずいた。自分の口からよくここまで淀よどみなく噓が出たものだ、とエリスは内心呆あきれた。


    



    　それにしても、冴子は見れば見るほどミエに似ている。黒目がちの目。きめ細かな肌。柔やわらかそうなストレートの黒髪。思わず「ミエ」と呼びかけたくなる。ミエ、いつまでマリアのところにいるんだ、戻ってこないのか、と。


    　エリスは自分を抑える。目の前にいるのはミエではない。幼少の頃からともに過ごしたミエではない。周囲からマリアと比較されることが多く、そのことでよく愚ぐ痴ちを零こぼしたが、嫌な顔ひとつ見せず聞いてくれたミエではない。これは初対面の光山冴子なのだ。


    



    　　　　＊


    



    　佐さ久く京きよう子こもまた、試験対策について仲なか村むら悟さとるの恩恵を受けている学生のひとりだった。彼女は悟さとるとは違い商学部だが、商学部のカリキュラムは経済学部と何課目か重ちよう複ふくしている。そのため、商学部生と経済学部生の間でのノートの貸し借りは珍しくない。


    　京きよう子こは講義への出席率は高く、ノートも丁てい寧ねいにつけているほうではあるが、それでも、数回の欠席分を他人のノートを借りて補う必要があった。


    　彼女は悟からノートを借り、今日返す約束をしていた。コピーを終えたノートを持って、亜あ矢やと悟がいるというファストフード店に入った。店内は案あんの定じよう学生ばかりだった。


    　ブランド物で固めた佐さ久くの格好は、ファストフードには似つかわしくないと自覚してはいるが、特に抵抗なく店に入る。踵かかとの高いブーツを鳴らしながら、レジには並ばずにテーブルのほうに歩く。席を見渡し、亜あ矢やと悟の顔を探した。


    　すると、悟でも亜矢でもなく、光みつ山やま冴さえ子こが見つかった。冴子は壁かべ際ぎわの席に座っていた。偶然だな、と京子は思った。声をかけようと思い、手を挙げかけた。しかし、冴子と向かい合って座っている人物の顔を見てその手を下ろした。


    　見知らぬ人物だ。外国人。白人で、ミディアムのブロンドヘアが一際目立つ。切れ長の青い目。すらりと長い手足には黒のタイトなジャケットとパンツがよく似合った。ネクタイはしていない。


    　京子は思わずその姿に見み惚ほれた。冴子に気づかれないように物陰に隠れ、冴子の顔と、白人の顔を交互に見やる。
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    　ほとんどが試験対策中の学生か、試験対策から逃とう避ひ中の学生で占しめられる店内で、このふたりだけがそのどちらでもない空気を発している。無論、冴さえ子こだって試験前の学生である。しかし、テーブルの上にはレジュメもノートもない。紙コップのコーヒーがふたつ、トレイに載っているのみである。


    　冴子と白人は何かを話している。話の内容は聞き取れないが、談笑という風ではない。両者とも、表情は硬い。


    　しばらくふたりの様子を観察したあと、京きよう子こは再び亜あ矢やと悟さとるを捜すためにその場を離れた。


    



    「よう、さくちゃん！」


    　京子が見つけるよりも先に、亜矢が手を振って合図した。


    「こっちこっち！」


    「あ、亜矢ー！」京子が小走りで亜矢に近づく。ヒールの高い靴ならではの不器用な走り方。


    「亜矢もナカムーもお疲れ様ー！」


    「いやあ、本当にお疲れですよう！」と亜矢が伸びをする。「学問は疲れるわあ。テニスの三倍疲れる」


    「よしよし、そんな亜矢ちゃんの肩を揉もんでやろう」


    「佐さ久くさん、とりあえず座ったら？　瀧たき村むらさんの隣となり」と悟が言った。壁沿いの席は椅い子すではなくソファーになっており、亜矢がソファー、悟が椅子に座っていた。


    「いや、いいよ、すぐ行くから」京子は立ったままだ。


    「えー、肩揉んでくれないのー？」


    「ナカムー、これ借りてたノートね。ありがとう。ホント助かった」


    　京子が頭を下げながら悟にノートを差し出す。


    「どういたしまして」と悟。


    「さくちゃんの用事はそれだけ？　寂しいよう」


    「これだけの予定だったんだけどさ」京子は不意に声を潜ひそめた。


    「佐久さん、どうしたの？」


    「何、何？　内緒話？」


    「あっち見てよ」と京子は冴子たちの席を指差した。席はかなり離れているが、座っているのが冴子であることは何とか視認できる。


    「あれ？　冴子じゃん」


    　亜矢は冴子に「おーい」と呼びかけようとしたが、口が「お」の形になったところで京子に遮さえぎられた。


    「馬鹿！　亜矢、しーっ」京子は唇に人差し指を当て、逆の手で亜矢を押し止とどめる。


    「な……、何だよ、さくちゃん」


    「よく見ろよ」


    「一緒に座ってる人、見たことないね」と悟さとるが言う。


    　悟の言葉を聞いた亜あ矢やは、冴さえ子この向かいの人物に目をやった。


    「うわっ、美形の異国の人！」亜矢が大おお袈げ裟さに驚く。「えー？　何で何で？」


    「こっちが聞きたいよ」と京きよう子こ。


    「もしかして……」亜矢が嬉うれしそうに京子と悟の顔を見る。声が少し高くなった。「冴子の彼氏？」


    「だよね？　そう思うよね？」


    「思う思う！　うわあ、国際的ぃ！」


    「よーし、ついに秘密主義者の冴子の恋愛が明らかになるときが来たか！　スクープだあ！」


    「明日の一面は決まりだな！」


    　亜矢と京子は声のボリュームを限界まで絞ってはしゃいでいる。ちなみに、ふたりとも新聞記者ではない。


    「もう少し近くに行けないかな。何話してるんだろ？」


    「勉強しようよ」悟は冷静だった。


    



    　　　　＊


    



    「……それで、もうすぐ家に着くところだったのですが、わたしの記憶はそこまでなんです。そこで意識を失ったみたいです」


    　冴子が件くだんの夜の出来事を、順を追って説明した。


    「倒れる前に、何かを見たり聞いたりしませんでしたか？　周りにいた人とか、物音とか、何でもいいのですが」


    「さあ……。特に何も……」冴子は視線を宙に泳がせる。「あ、そういえば、近くに誰か立っていたような気がします。たぶん女の子だったと思うんですが……」


    「見覚えのある人でしたか？」


    「わかりません。顔を見たわけじゃないので」


    　冴子の証言はエリスが観察したことと一致している。エリスは冴子が倒れるところを、ラウムの空間の中から見ていた。冴子のそばには風かぜ崎さき美み保ほがいた。魔術で冴子の意識を奪ったのは美保だ。冴子はその姿を一瞬だけ捉えていた。


    　しかし、記憶を操作しなければならないような事例ではない。冴子に魔術の存在は漏れていない。


    「事件の後、何か変わったことはありませんでしたか？」


    　エリスは念には念を入れる。


    「変わったこと、と言うと……？」


    「例えば、体調不良とか」


    「それはないですね。元気ですよ」冴さえ子こが微笑ほほえんだ。冬の寒さの中にあって、見ているだけで温かくなる、ホットミルクのような笑顔。最近のミエにはない表情だ。似ているようでいて、冴子とミエは感情表出においては徹底的に違う。


    「例えばと言うと、他には？」と冴子がきき返した。


    「そうですね……」エリスは一瞬思し案あんする。「わたしのように、光みつ山やまさんに突然接触しに来た人間はいませんでしたか？」


    　ないとは思うが、風かぜ崎さき兄きよう妹だいが再度冴子の前に現れるという可能性を考こう慮りよしての質問だった。


    「うーん、いたかしら、そんな人……？」冴子は軽く拳こぶしを握り、顎あごに当てて考え始めた。「あ、そういえば」


    「いましたか？」


    「突然と言うよりは、二度目なんですけど」


    「どんな人です？」


    「わたしが倒れたときに、携帯電話を落としたんですけど、それを届けに来てくださったんです。ちょうど、この店でした。女性の方で……、そうですね、顔はわたしによく似てました」


    　冴子は照れて笑った。


    



    　よく似ていた？


    　携帯電話を届けに来た？


    　ミエだ。


    　マリアが差し向けたであろうミエに、冴子は会っている。


    



    「あの……、エリスさん、わたし、何かまずいことを言いましたか？」


    　冴子に動揺を覚さとられたらしい。彼女は心配そうにエリスを見ていた。エリスはそれを察知し、瞬時に表情を切り替える。


    「いえ、何でもありません」


    　エリスは頭を働かせる。


    　ミエが冴子の前に現れた？


    　携帯電話を渡した？


    　何のために？


    「その、渡された携帯電話は、今も使っているのですか？」


    「いいえ」と冴子が首を振る。「機種変更したので、前の携帯電話はもう使えなくなっちゃったんですよね。だから、部屋の引き出しに入れてしまってあります」


    「使えなくなったのに、ですか？」


    「ええ。通話やメールができなくなっただけで、他の機能は生きてますから。その携帯で撮った写真を見たりとか」


    「なるほど」


    「それに、持ってきてくれた人、ミワさんって言うんですけど、その人が言ったんです。『きっとこの電話が必要になるから、保管しておいてください』って」


    　ミエの苗みよう字じはミワと言う。


    　間違いない。ミエだ。


    　ミエは冴さえ子こと会ったときに本名を名乗っていたようだ。


    　そして、保管するように依頼した。


    　依頼したからには、何かの意図があることは確実だ。


    　おそらく、その携帯電話には、藪やぶ沢さわ大だい地ちの人格が宿っている。しかし、なぜそれを再び他人の手に預ける必要があるのかが、エリスには理解できない。オリジナルが自分の手元にあるとしても、複製を他人に預ける意図がわからない。


    　そもそも、エリスのところに藪沢大地が送られてきたことからして変なのだ。送りつけてきたのは他ならぬマリアである。複製を入手すれば、そこから研究の進しん捗ちよく状況やマリアの生活ぶりについての情報を得ることができる。マリアにとって損ではないか。風かぜ崎さき兄きよう妹だいと戦うことになったのは、それが原因ではなかったのか。


    　まさかとは思うが、自分の手の中にある藪沢大地が言った、意味のないおすそ分けという説が正解なのではないだろうか。エリスはそう思い始めてきた。


    「その携帯電話、どこかおかしなところはありませんでしたか？」


    「いえ、特にはないですが……」冴子が言い淀よどむ。何か言いたそうにしているようにエリスには映った。


    「何か？」とエリスが促す。


    「あの、いや、何でもないんです」


    「どんな些さ細さいなことでもいいんです。その人物が一連の事件に関係している可能性は大いにありますし、もしかすると、その携帯電話に何か大きな手掛かりがあるのかもしれません」


    　エリスは噓うそ設定を貫つらぬき通す。これを盾たてにして冴子の義務感を煽あおり立てようという作戦。ここまではすこぶる順調である。咄とつ嗟さに作り上げたにしては上出来だ、とエリスは自己評価する。自慢できる相手がいないのが悔くやしいところだ。


    「その携帯電話に関係があるかどうかはわからないのですが、ミワさんから受け取って、引き出しの中にしまってから、夜眠るときに夢を見るようになったんです。変な夢を」


    　冴子は躊躇ためらいがちに、エリスの表情を窺うかがいながら語る。


    「変な、夢？」エリスは鸚おう鵡む返しをした。


    



    　　　　＊


    



    　携帯電話を受け取った日の夜、光みつ山やま冴さえ子こは自宅にいた。


    「おかしなこともあるものねえ」


    　光山家のリビングルーム。風呂上がりの冴子の話を聞いた母親は、不思議そうに言った。手元では婦人雑誌を捲めくっていた。テーブルの上には、帰りが遅い冴子の父のための夕食だけが残っている。


    「たまたま拾ったってことかしら？」


    「でも、変じゃん。携帯電話の中を見れば、住所はわかるかもしれないけど、姉あね貴きがたまたまいた店に持ってきたんだろう？　何で姉貴の居場所がわかったのさ？」冴子の弟の陽あき大ひろが、マグカップを持ち上げながら首を捻ひねった。


    「お知り合いだったの？」と母親。


    「うーん、そのような、そうでないような……」


    「微妙？」と陽大。マグカップからコーヒーを一口だけ飲んで、テーブルに置く。


    　冴子は今日会った女性についてほとんど知らない。名前はミワ・ミエ。友人である藪やぶ沢さわ大だい地ちの葬そう儀ぎに来ていたから、彼と何か関係がある人なのかもしれない。冴子が持っている情報はそれだけだ。


    「会ったのは二回目」とだけ答えた。


    「男？　女？」


    「女性よ」


    「なら、ストーカーという線は薄いな」と陽大は安心した様子で小刻みに頷うなずく。


    「でも、わざわざ渡しに来てくださるなんて親切じゃない、その人。今どき珍しい、殊しゆ勝しような心がけよね」母親がしみじみと呟つぶやく。


    「母さんはもうちょっと人を疑ったほうがいいと思う」と陽大が言った。


    「陽大は疑り深くなっちゃったわねえ。そんな風に育てた覚えはありませんよ」


    「ありませんよ」と冴子が母親の口調を真ま似ねた。


    「まったく、姉貴まで」陽大は苦笑した。


    「冗じよう談だんよ」と母親も笑った。


    



    　幸せな家庭だ、と冴子は思う。父と母と弟と自分の四人家族。今日のように、父の帰りは遅いことが多いが、会話は決して少なくない。一緒に暮らしているのに、一か月ほど父親と会話をした覚えがないという友人もいるが、冴子からすれば考えられない状況である。


    　決して親離れしていないわけではない。でも、自然に楽しく話せる。家族ってそういうものだよね、というのが冴さえ子この変わらぬ認識だった。


    　それだけに、家族を喪うしなうところを思い浮かべると途端に辛つらくなる。家族全員健康そのものであるが、時に冴子は家族の誰かが死んでしまうという空想に囚とらわれる。


    　万一、父さんが通勤中に事故に遭あったら。


    　母さんが急病で倒れたら。


    　陽あき大ひろが原付バイクの運転を誤ったら。


    　それに、わたしだって、急に死ぬことは、あり得る。


    　なぜそんなことを考えてしまうのかは、自分でもわからない。理由もなく、まだ起きてもいない、起きる可能性が極めて低い最悪の事態を思い描いてしまう。冴子が子どもの頃から持っている悲観的な性た質ちである。


    　ミエに会ったことで、冴子のその癖くせが頭をもたげてきた。ミエからの連想で、冴子が思い浮かべるのは何を措おいても藪やぶ沢さわ大だい地ちである。


    　冴子が初めてミエに会ったのは、大地の葬そう儀ぎ会場だった。そこには、長男を喪うしなって悲しむ家族の姿があった。自分と同じ四人家族。父と、母と、弟。それを見て、死というものを彼女は実感する。


    　冴子はよく死を思い浮かべていたとはいえ、ここまで自分に身近な人が実際に、それも突然死んでしまうのは初めての出来事だった。空想ではない、本当の死。もう会えない。話したかったことは、話せないまま。渡したかったものは、こちらに残ったまま。手を伸ばせば触れられる場所から、もう決して届かない場所へ。


    　冴子にも、後こう悔かいに似た気持ちが残った。大地の死から日が経ち、心の中でそれを整理できたつもりではあったが、ミエを見てまた思い出してしまった。


    



    　失くした携帯電話はどうだって良かった。


    　結果的には、ミエと会ったことは冴子の精神にとってマイナスでしかなかったのだ。


    



    「戻ってきた携帯はどうするの？　もう、その、契けい約やくは切っちゃったんでしょう？」と母親がきいた。


    「とっとくよ。机の中にしまっておく」と冴子。


    「ショップに持っていけば、リサイクルになるのにな」陽大が席から立ち上がりながら言った。


    「そんな制度があるの？」と母親がまた尋たずねる。彼女は機械に疎うとく、自分の携帯電話を持っていない。


    「そうそう。部品とかをばらして洗って、また使えるようにするんだって。新しい携帯電話を作る部品になるんだ」


    「へーえ。凄すごいわねえ。環境に優しい」と母親は感心した。


    「姉あね貴きも俺を見習いたまえ」と陽あき大ひろがふざけて言う。


    「リサイクルを考えるよりも、大量消費を改めるのが先じゃない？　陽大くんは機種変更をしすぎだと思うわよ」と冴さえ子こもふざける。


    「リデュースを心がけましょう、ってことね」と母親が納得した。


    「リデュース？　何それ？」と言いながら陽大がドアを開けて部屋を出る。


    「自分で調べなさい」と母親が言った。


    「そうそう、調べなさい」得意気に言った冴子も席を立った。「わたしも上に行くね」


    「おやすみなさい」母は冴子に笑顔を向けた。


    



    　もちろん、部屋に戻った冴子はまだ休まない。パソコンを起動し、レポート作成に取り組んだ。


    　彼女が在ざい籍せきするＳ大学文学部心理学科は、学期末試験のある課目が少ない分、レポートの提出を課す課目が多い。締め切りが一月中ちゆう旬じゆんの試験前の時期に集中していてハードだが、それさえ乗り切ってしまえば楽なものである。春休みは他の学部の学生よりも早く始まると考えて良い。それだけに、今が頑張りどきである。


    　数時間取り組み、目め処どがついたところで時計を見ると、間もなく午前一時になるところだった。父親が帰宅したことにも気づかなかった。しまった、「おかえり」を言えなかった。それだけ集中していたということか、と冴子は思った。


    　パソコンの電源をシャットダウンし、歯磨きも済ませた彼女はベッドに入ろうとした。部屋の照明を落とし、豆球だけ点ともす。そのとき、どこからか小さな物音が聞こえ始めた。人の話し声が漏れ聞こえているような印象。くぐもった音声だ。


    　隣となりの部屋の陽大がラジオでもつけているのか。あるいは、家の外で誰かが話し込んでいるのか。音の発生源はそう遠くないようではあるが、どこから聞こえてくるのか、正確にはわからない。


    　気にはなるものの、音の正体を確かめようとは思わなかった。少し耳につくが、眠りを妨さまたげるほどの音量ではない。冴子はそのまま布ふ団とんをかぶり、目を閉じた。


    　しかし、目を閉じたあとで、その音の存在感がさらに増大した。何も見えないという状況がそうさせるのか。ぼそぼそと聞こえてくるだけの「音」に過ぎなかったそれは、今や意味内容を携たずさえた「声」になっていた。


    　聞き覚えのある、男の声。


    　ひょっとして、化けて出たのかな、と冴子はちらりと思ったが、すぐに打ち消す。


    　死んだ藪やぶ沢さわ大だい地ちの声が聞こえるだなんて、そんなことがあるわけがないのだ。声は別人のもので、大地に似ているのはたまたまなのだろう。冴子はそう思おうとする。


    　あるいは、声そのものが、冴子自身の幻げん聴ちようなのかもしれない。大地を思い出してしまったために、彼女の心が作り上げた、存在しない音声。こちらのほうが、どちらかと言うとあり得る話だ。


    　声は誰かと話しているわけではなく、ひとりで呟つぶやき続けている。どうやら「彼」は冴さえ子この携帯電話の内部のデータを読み上げているようだ。


    「彼」は思い出に浸ひたっているらしい。一年以上前のデータを思い返し、そうか、こんなことがあったっけ、などと感かん慨がいにふけっているようだ。


    「彼」は冴子が引き出しにしまった古い携帯電話を勝手に覗のぞき見ている。冴子は強い嫌けん悪お感と恐怖を抱く。いつの間に「彼」は部屋に侵入したのか。その気配はまったくなかった。


    　冴子は横になったまま恐る恐る薄目を開けた。そっと頭を動かし、思い切って机のほうを見る。


    　誰もいない。声だけは聞こえるが、姿は見えない。机の引き出しは閉まったままである。


    　形のない侵入者の呟きは止まらない。


    　いったい何なの？


    　わたしはいったいどうしちゃったの？


    　冴子は「彼」の声を聞きながら、ベッドに入ったまま起きていた。そして、釈しやく然ぜんとしない思いを抱きつつ、数時間後にようやく眠った。
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    「その声を聞きながら寝てるせいなのか、死んだ友人、藪やぶ沢さわくんという名前なんですけど、その人の夢を頻ひん繁ぱんに見るようになりました」と冴子が言った。


    　エリスは再び愕がく然ぜんとする。


    　冴子には藪沢大だい地ちの声が聞こえている。


    　携帯電話に宿った大地の声は、魔術を使える人間にしか聞き取れないはずだった。この状況は明らかにおかしい。何らかの変化があったと見るべきである。


    　可能性として考えられるのはふたつ。


    　まず、冴子の携帯電話に宿った大地の声に限っては、一般人にも聞こえるように設定されていたのかもしれない。マリアの技術をもってすれば可能だろう。研究を実用段階に移行する際に、一般人にアピールするのであればきっとそうするに違いない。しかし、まだその段階ではない。そうする理由がないし、何より、もしそんな設定になっていたら、冴子以外の人間が必ず気がつく。


    　そうなると、結論はこうなる。可能性のふたつめ。


    　──光みつ山やま冴子は、魔術を使えるようになっている。


    



    　魔術師と一般人の差異は、魔力の生成ができるかどうかと、体内の神経構造の違いにある。


    　魔力生成のメカニズムについては明らかになっていないところが多いが、煉ねられた魔力を活用するには特殊な神経回路が必要であることがわかっている。一般人の神経が伝えるのは電気信号だけであるが、魔術師の神経は魔力を全身に行き渡らせる働きも持っている。魔術師同士の間に生まれた子どもには、ほとんどの場合、この種の回路が備わっている。


    　エリスもマリアも、当然この特殊な神経を持っている。ふたりとも掌てのひらに魔力を集めて放出する魔術を得意としているが、これは母親であるグレースから受け継いだものである。神経回路が似ているのであろう。魔力を掌から発するのに適した作りになっている。


    　風かぜ崎さき美み保ほの場合、エリスが観察した限りでは、魔術を体の外に出すのが苦手であるが、魔力によって筋力を強化することに長たけている。美保の神経回路は、体内で閉じたものになっているのだろう、とエリスは推測する。


    　このように、魔術師の中でも神経回路の構造には個人差があり、そしてそれがそのまま能力の得意不得意に影響する。


    　通常、この神経を持てるのは魔術師の子孫だけであるが、一般人の中にも、魔力を運ぶための神経を備えた人間は存在する。隔かく世せい遺い伝でんか突然変異か、低確率だが発生することが魔術協会の調査で判明している。


    　しかし、その場合でも、その人物が直ただちに魔術師になれるわけではない。体内で魔力を生成できなければ、いくら魔力を運ぶ神経があったところで役には立たない。


    



    　冴子の神経回路は、おそらく生まれつき魔術師仕様のものだった。そして、これも憶おく測そくの域を出ないが、風崎美保の攻撃を受けたことがきっかけで、魔力を生成できるようになっていたのだ。


    　光山冴子は、自覚がないままに魔術師になってしまった。


    　冴子が大地の声を聞くことができたのは、魔術師になってしまったからだ。


    



    「どんな夢なのですか？」エリスは平静を装よそおって尋たずねる。


    「えっと……、これはちょっと恥ずかしいから言いたくないです。ごめんなさい」


    「謝る必要はありません。言いたくないことは、言わなくて構いません」


    　エリスは間まを取るために、コーヒーを喉のどに流し込む。飲まずに放置していたために、温ぬるくなっていたが、心を落ち着かせるという目的には適した温度かもしれない。


    「その部屋で聞こえた声は、今、ここでも聞こえるのですか？」


    「今は聞こえません。聞こえるのは自分の部屋にいるときだけ、それも夜だけですね」と冴子は答えた。


    　夜にだけ魔力を生成する。エリスは似たような例に心当たりがないが、それが冴子の魔術師としての特性なのかもしれなかった。


    「あの……、ちょっとお手洗いに行ってきても良いですか？」と冴さえ子こが申し出た。


    「どうぞ」


    「失礼します」


    　冴子はハンドバッグを持って席を立った。


    　エリスは冴子の後ろ姿を目で追う。華きや奢しやな体格までミエに似ている。


    　ふと別の方向に目をやると、遠くのテーブルからふたりの人間が、こちらの様子を窺うかがっている。エリスが視線を向けるや否いなや、そのふたりは慌あわてて目を逸そらした。


    　……尾び行こうされているのか？


    　エリスは一瞬だけそちらを見やり、彼女たちの顔を瞳に焼き付け記憶する。同じテーブルに三人座っており、そのうちふたりがこちらを見ていた。ひとりは女性。もうひとりは性別不明。一緒に座っている眼鏡めがねの男は最初からこちらを見ていなかった。


    　念のため、この三人の正体はあとで確認するべきだろうか、とエリスは一瞬考えるが、さすがに慎重すぎるか。視線をエリスに向けていたとはいえ、そこに敵意は感じられなかった。おそらく、彼らは敵ではない。単に外国人であるエリスを珍しがって眺めていただけなのだろう。日本滞在中、幾いく度どかその種の視線を感じたことがある。日本人は敏感だな、と思った。


    　冴子はまだ戻ってこない。丁ちよう度ど良い。父に報告を入れて、今後の方針を仰ごう。エリスは電話を取り出す。宿っている藪やぶ沢さわ大だい地ちの呟つぶやきは無視し、アドレス帳を呼び出す。


    「何かあったか」トーマスはすぐに電話に出た。ドイツ語だ。


    「光みつ山やま冴子が魔術師になっている可能性があります」エリスもドイツ語で返した。


    　エリスは簡かん潔けつに要点だけを話した。冴子にミエが携帯電話を渡した。その中にもおそらく藪沢大地の複製が入っている。冴子はその声を聞き取っている。


    「由ゆ々ゆしき事態だな」トーマスはたいして驚きもせずに言った。


    「どうしますか？」とエリスが尋たずねる。「光山冴子に魔術のことを説明するべきかと思うのですが。彼女が魔術師だという自覚がないままに、自分の能力について他人に話される危険があります。協会としてきちんと説明して、魔術の隠いん匿とくを徹底しなければ……」


    「わかった。それはこちらで手を打つ。正式な調査隊を編成しよう。まずは光山冴子が本当に魔術を使えるようになったのかを見極めないとな。未確認情報であることだし、お前から説明する必要はない。我々の任務はあくまでマリアの研究の阻そ止しだ。そちらに集中しろ」


    「了りよう解かいしました」


    「次に、ミエから光山冴子に渡った携帯電話についてだが……」


    「はい」


    「複製の人格が宿っているかどうかをお前が確認しろ。もし宿っていれば破壊することだ」


    「破壊……、ですか？」エリスは予想外の指示に戸と惑まどう。


    「そうだ」とトーマスが言う。「マリアの意図は複製人格の保存だ。我々が研究所を攻め落としたとしても、外部にあるものまでは破壊できない。リスク回避のために、保存場所を分散させようということなのだろう」


    　そうか、そういう目的だったのか、とエリスは感心した。


    「我々は藪やぶ沢さわ大だい地ちの人格をこの世から消してやらなければならない。ひとつ残らず」


    「複製が外部保存されているとなると、難なん儀ぎしますね」


    「いかに難しくとも、やるしかない。マリアのためにも、藪沢大地のためにもな」


    



    　トーマスとの通話を終えたのとほぼ同時に、冴さえ子こが戻ってきた。冴子の部屋にあるという携帯電話を見せてもらうために、話をどう展開させようか、エリスは検討し始める。


    



    　　　　＊


    



    　トーマス・ポイントナーは後部座席に座っていた。


    「いかに難しくとも、やるしかない。マリアのためにも、藪沢大地のためにもな」と彼は電話の相手に言った。


    　運転しているのはシャド・シュナイダー。ドイツ人である。ドイツ国内の運転免許は、当然、日本では通用しない。シャドは今回の任務のために、わざわざ日本国内の教習所で試験を受けて免許を取得した。学課試験をドイツ語で受験できなかったのは痛手であったが、英語を選択して何とか合格できた。


    　森の中の道を走る。木々が窓の外を流れる。単調だ、とシャドは思う。


    「眠くなる景色ですね」


    「お前はいつも眠たそうだが」


    「はは！　言われちゃいましたね！」


    「まったく」とトーマスが溜ため息いきをつく。


    　そうは言うものの、今回の任務で、シャド・シュナイダーの能力は交こう渉しようにおける切り札となる。性格に問題があるのは重じゆう々じゆう承しよう知ち。それを補って余りある威力が彼の魔術にはある。


    　シャド・シュナイダーは、魔術師の神経構造を無力化する力を持っている。


    　魔術師には、魔力を運ぶための特別な神経回路が備わっているが、シャドにかかれば、その回路が力を失い一般人のものと同じものになる。そうなった魔術師は、魔力を体に通わせることができなくなり、当然、魔術を使うこともできない。もはや、魔術師ではなくなる。


    　シャド・シュナイダーはれっきとした協会所属の魔術師だが、協会内部でも彼の能力を知る者は上層部に限られている。掟おきてに触れた魔術を密ひそかに葬ほうむるための秘密兵器として、シャドは上層部に重ちよう宝ほうされていた。


    　トーマス・ポイントナーはシャドを従える立場にあるが、協会の待たい遇ぐうはシャドのほうが上だ。トーマスは高い戦闘能力を誇る優秀な魔術師だが、戦うだけなら代わりはいくらでもいる。対して、シャドには代わりがいない。彼と同じ能力を持つ魔術師は、世界中を探してもシャドだけであり、同じ能力を身につける方法も不明であるためだ。


    　もし、何かの間違いでシャドがその力をトーマスに向けたとしたら、トーマスの魔術師としての人生は終わる。シャドの造ぞう反はんにはくれぐれも注意しなくてはならない。部下とはいえ、隙すきを見せることはできない。


    「その光みつ山やま冴さえ子ことかいう女も、俺が処理したほうが良いかもしれんですね」


    　ハンドルを握るシャドが、前を向いたまま後部座席のトーマスに言った。


    「まだわからんが」トーマスが低い声で語る。「彼女が本当に魔術師になっていて、協会からの通達を受けて魔術について知り、その上で、魔術師としての力を放ほう棄きしたいと望んだときは、お前の出番だ」


    「二十歳ですよね。そんな年齢で今さら魔術師になったって戸と惑まどうばかりでしょうよ。俺なら放棄しますね」


    「我々が考える必要はない」


    「ま、そりゃそうですけど」


    　カーブに差しかかり、シャドがハンドルを切る。


    「ちょっと確認しても良いですか？」とシャドは尋たずねた。


    「何だ？」


    「あんたの娘、マリア・ポイントナーが説得に応じなかった場合、そして、ちゃんと生きたまま捕ほ獲かくできた場合は、本当に俺が処理してしまっていいんですね？」


    「構わん」とトーマスは即座に言い切った。
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    「信じられんな」と風かぜ崎さき彰しよう吾ごはパソコンのモニタを見て言った。「平均株価が上がっているわけではないのに、信じられん」


    「何でさ」とザムが言う。「兄上、現実に目を向けるんだ」


    　ザムが彰吾の手を借りて株かぶ式しき投とう資しを開始して数日が経ち、早くもふたりの様子に変化が現れている。俺は、彰吾の口から驚くべき結果を耳にする。


    「まさか、こんな短期間で、一千万円あった元手を倍にするとは……」


    　ちょっと前まで小こ銭ぜにを拾っていたカブトムシには、投とう機き家としての才能が眠っていた。そんなこと、彰吾でなくても予測できるはずがない。圧倒的な結果に、ただただ畏おそれ入るばかりの俺と彰吾。


    「一日一パーセントどころの話ではないぞ……」


    「どのくらい凄すごいことなの？」と風かぜ崎さき美み保ほがまた真ま面じ目めに尋たずねてくる。


    「大おお雑ざつ把ぱに言えば、ザムに金を預ければ、一週間で金利百パーセントがついて返ってくる、ってことだ。闇やみ金きん融ゆうから借りて運用しても元が取れる」


    「あ、それはちょっと凄すごいかも。わたしも、マリアさんから貰もらえるお給料、ザムくんに預けていい？」


    　美保はようやく少し理解したらしい。本当は、一日一パーセントの実績を叩き出した初日に預けるべきだったのだ。


    「美保ちゃんが預けるのは別に構わないけど……。そんなに驚くことなの、これ？　兄上に教わったとおりにやってるだけなんだけど」


    　当の本人のザムはあっけらかんとしている。


    「俺はそんなことを教えた覚えはない」と彰しよう吾ごは言った。


    「いやいや、兄上のおかげですよお」とザムが思い切り甘えた声を出す。


    　株取引で本当に稼かせげるのはほんの一握りの人間である。綿めん密みつな調査と経験に裏打ちされたセンスが必要だ。簡単に稼げるほど、世の中甘くはない。俺はそう思っていた。ザムが一日で十万円を手にしたあとも、俺はそう思い続けていた。


    　目の前のザムは、それを平然と覆くつがえしてくれやがった。


    「携帯電話くん、もしかして、僕に怒ってる？」とザムは恐る恐る尋たずねる。


    　いや、怒っているわけではない。単に呆あきれているだけというのが正しいか。学生時代に汗水たらしてバイトで稼いでいたのが馬鹿らしくなった、ってところだな。


    「俺も同じ気持ちだ」と彰吾が言う。「俺の仕事では、糧かてを得るために魔術師同士で命がけで争うこともあるってのに、こいつはそんな危険も冒おかさずにこれだけの稼ぎを得ているんだ」


    「いいなあ、ザムくん。何かコツがあるの？」と美保がきく。


    「別に……。折れ線グラフを見てたら、次に上がるか下がるかくらいは自然にわかるから、上がるものを買って、下がるものを売るだけだよ」


    「羨うらやましい限りだな」と彰吾が言う。俺もまったく同意見だ。


    「兄上や携帯電話くんにはわからないの？」などと言いやがるザム。


    「お前をマリアから奪って売ろうとしていた俺は馬鹿だった」と彰吾は天を仰ぐ。「こんなにも稼げるのであれば、手元に置いておくべきだよな」


    「一千万円も稼げば充分だね。兄上、本当にありがとう！　兄上のおかげだよ。僕、もうこれで満足」


    「やめるのか？　まだまだ稼げそうなのに」


    「もうその必要もないよ。元手はマリアに返して、稼いだ一千万円は家族のところに持って行く。充分な親孝行だよ。あ、美保ちゃんのお金を運用してくれって話は、受けてもいいけど」


    　あっさりしているな。ザムには私欲というものはないのか。ないのだろうな。カブトムシがお金を持っていたところで、何も買うことはできないし、買う必要もない。店で売られているものなど、ザムは必要としないのだ。ザムが金を稼かせいでいるのは自分のためではなく、家族の生活のためだった。


    「そんなわけで兄上、口座のお金を下ろしてきてくれる？　僕の家族のところに持って行くから」


    「わかった」と彰しよう吾ごが言う。


    　ザムは自分で証券会社に口座を作れないので、口座の名義は風かぜ崎さき彰吾である。


    「魔術なしで生活するのなら、こんな風がいいなあ。面倒くさくなくて、いっぱいお金が入るの」と美み保ほが言う。


    「甘く見るんじゃない。誰にでも真ま似ねできる方法じゃないぞ」


    「わかってるけどさあ」


    



    　　　　＊


    



    　口座から金を下ろすために、彰吾は車で外出した。興味本位で美保も同乗している。仕事がまったくないとはいえ、一応は護衛として雇やとわれたふたりが同時に研究所を離れるのはいかがなものかと彰吾は思ったが、マリアに確認に行くと、「構わないわよ」と言われてしまった。薄々気づいていたが、俺たちはやはり護衛ではないなと、彰吾は再認識する。


    　とすれば、いったい何のためなのか？


    　何のためにマリアに雇われたのか？


    　風崎兄きよう妹だいは研究所に身を寄せることで、協会から追われる危険を多少は軽減することができる。おまけに、報ほう酬しゆうまで貰もらえる。彼らには、小さくないメリットがある。


    　マリアのメリットは何だ？


    　彰吾の頭を疑問が過よぎるが、答えは出るはずもない。


    「でもちょっち意外だったなー」と美保が助手席で言う。用を済ませ、研究所に向かう帰り道である。


    「何がだ」と彰吾が運転しながら尋たずねる。


    「二千万円ってもっと多いものだと思ってた」


    「何の話か」


    「だーかーらあ、札束の話！　ほら、ドラマとかではよくスーツケースいっぱいの札束用意するじゃん！　誘ゆう拐かい犯との取引のための身みの代しろ金きんとかさ」


    「ああ、そういうことか」と彰吾が言う。


    　二千万円が入った鞄かばんが後部座席に置いてある。何の変へん哲てつもない、黒の手提げ鞄である。はちきれんばかりに膨ふくらんでないし、手に持ったからといってたいして重くもない。美み保ほの想像図とはかなりの距離があると言わざるをえない。


    「一億円くらいないとああはならないだろうな」


    「ちょっと拍ひよう子し抜けしたなあ。今まで、兄上の仕事でも取引額が一回で一千万円以上になったことってちょくちょくあったじゃん？　そのたびに凄すごいなあ、巨額だなあ、って思ってたんだけど、札束にすると意外とたいしたことないんだよね」


    「いちいちかさばったら面倒だろう」


    「うーん、まあ、そうかもしんないけど、寂しいなあ」


    「結局、貨か幣へいは記号にすぎないからな」


    「記号？」と美保が彰しよう吾ごを見る。


    「そう、記号」


    「記号って、プラスとかマイナスとかの記号？」


    「いや、その記号じゃない」


    「えっ？　どういうこと？　その記号じゃない記号があるの、兄上？」


    「そりゃあるさ」


    「何それ？　全然知らない！　それも新聞読んでたらわかるの？」


    「本を読むことだな。または、大学で勉強するか。記号としての貨幣について学ぶなら経済思想史だろうな。記号そのものとなると……、記号論は何学部だったかな？」


    「あーあ、兄上ありがとう」美保は棒読みで言った。


    「学費は出してやるぞ」


    「わー、兄上の太ふとっ腹ぱらー」棒読み再び。


    　彰吾は生活に最低限必要な額の何倍もの金額を得ているが、その主な目的は美保の学費を作ることである。


    　一方で、美保には大学に行く気などさらさらない。美保はまだ高校一年生だが、すでに自分の進路について確固たる信念を持っている。


    「別に学費なんて要いらないから、兄上はもっと楽に生きるべきだよ。働いてばかりじゃ辛つらいでしょ？」


    「別に辛くはない。気にしないで美保は大学に行け」


    「でも、兄上は大学に行かなくても稼かせげてるじゃん。説得力ないよ。ザムくんだって、株の銘めい柄がら選びのセンスは勉強したわけじゃないでしょ？　そういうの見てると、わざわざ大学なんて行かなくても良いって思うんだよね」


    　彰吾は黙った。森に挟まれた道を疾走する。木に隠れていた太陽が現れて、車を照らした。彰吾のサングラスが、光を反射する。


    「兄上？」美保は顔に当たる光を手で遮さえぎりながらきく。目にかかる前髪の上からでも眩まぶしい。


    「行かなくても良いというのは正しい」と彰しよう吾ごが言う。「だが、行ったほうが楽しいと俺は思う」


    「大学って楽しいの？」


    「無知よりは、知っているほうが楽しい」


    「勉強ってつまんないけどなあ」と美保がぼやいた。「兄上が大学生になるのなら考えてもいいかも」


    「俺に何の関係があるんだ？」


    「一緒に通学できるじゃん」


    　彰吾はまた黙った。


    「あ！　兄上、もしかして照れてる？　かっわいー……、ぎゃっ！」


    　彰吾が急ブレーキを踏んだために、美み保ほの悪いた戯ずらっぽい微笑ほほえみは吹き飛んだ。タイヤと路面が激しく擦こすれ、車体は前につんのめって止まる。前方に弾はじけ飛ばんばかりの勢いがついたふたりの体は、シートベルトによって座席に押し戻された。


    「兄上、何？　どうしたのよ、いったい？」


    　美保が自分の鼻を手で押さえながら尋たずねた。


    「待ち伏せされている」


    「誰に？」


    「誰なのかは不明だが、魔術師なのは間違いない」彰吾は表情を変えずに言う。「機械なしでも気配を感じるだろう？」


    「え？　本当に？」


    「こんなことで噓うそは言わん」


    「わかってるよ」美保は真顔だ。前方から目を逸そらさない。


    「わかっているのなら、きくな」と彰吾が言った。


    「マリアさんとか砂さ原はらさんとかじゃないの？」


    「だと良いんだが、協会の魔術師である可能性が高い」


    「マリアさんの研究を邪じや魔ましに来たってこと？」


    「……どうやら、俺たちを捕まえるのが先らしい」


    「え？」


    「来たぞ」


    　彰吾は素早くシートベルトを外す。美保もそれに倣ならった。


    　緩ゆるやかなカーブの向こうから、ふたりの黒服の男が歩いて近づいてきた。彼ひ我がの距離はまだ遠く、その姿は小さい。美保は彼らを凝ぎよう視しする。堂々と正面から歩み寄る。ひとりは壮年で体格が良い。もうひとりは[image: ]やせた青年。両方とも外国人である。


    　歩み寄りながら、体格の良いほうの男が右手を前方に伸ばした。掌てのひらを彰吾たちの車のほうに翳かざす。


    「げ！　もしかして攻撃してくるんじゃない？」と美み保ほが慌あわてる。


    　彰しよう吾ごは黙って男の動作を観察していた。


    　男はその姿勢のまま歩く。[image: ]やせた男はそれに続くが、目立った動きはない。


    　不意に、美保は自分の近くで何かの音が鳴ったのを聞いた。短く、低い音。


    「雨……？」と美保が言う。フロントガラスに水が一滴当たり滴したたり落ちるのを彼女は見た。「さっきまであんなに晴れてたのに」


    「今も晴れてるが」


    　ふたりは空を見上げる。高い木に挟まれた青い空が見える。雨雲はない。日が差している。直視はしないが、確かにそこに太陽はある。


    「雨じゃない……？」美保が言った。「天気雨？」


    　またひとつ水滴がフロントガラスに当たる。


    　さらにひとつ、もうひとつ。


    　数秒間かん隔かくで大粒の水滴が車に落ちる。


    　そして、その間隔はどんどん狭せばまっている。


    　彰吾はワイパーのスイッチを入れた。


    「あいつか」


    　雨は空からではなく、掌をこちらに向けている男の手から水平方向に降っていた。糸を引いたように真っ直ぐな軌き道どう。男の体はうっすらと邪悪な色の雨雲で覆おおわれている。


    「あの人の魔術？」


    「おそらく」


    「天気を操あやつるんだ？」


    「初めて会うタイプだな」


    「強そうだね？」


    「不安なら逃げるが」


    「まさか」美保が微笑ほほえんで言った。「兄上と一緒なら負けるわけがない」


    「さっきから雨粒を静止させようと努力しているが、無理らしい。たかが水滴の一滴一滴に、相当な量の魔力を込めている。直接受けるとおそらくダメージになる」


    「マリアさんの光弾とどっちが強い？」


    　彰吾は少し考える。自分の経験を呼び起こし、目の前の手て応ごたえと比較する。


    「単純な破壊力なら、マリアのほうが上だろう。だが、まだわからん。あいつはまだ手の内を見せていない」


    



    　　　　＊


    



    「ご名答」とトーマス・ポイントナーが言った。


    　シャド・シュナイダーは大おお袈げ裟さな身振りであくびをした。


    



    　　　　＊


    



    「痛っ！」美み保ほが目を閉じて叫んだ。


    「どうした」彰しよう吾ごが美保を見ずに言う。


    「何か当たった」


    「……貫通してきたか」


    　美保が目を上げると、フロントガラスに穴が穿あいていた。小さな円形の穴の周囲が、細かくひび割れている。雨粒の威力は徐々に上がり、もはや弾丸となっていた。


    「車の中にいると逆に危険だ。出るぞ」


    「了りよう解かい」


    　ふたりはドアを開けて車から降りた。


    　雲を纏まとっている男が手を下ろした。雨粒による攻撃がやんだ。


    　彰吾と美保は車の前に並んで立つ。かなり離れた距離で黒服の男たちと向かい合った。

  


  [image: ]


  
    「風かぜ崎さき彰しよう吾ごくんと美み保ほさん、だな」


    　先ほどまで雨を降らしていた体格の良い男が尋たずねる。


    　彰吾と美保は無言で頷うなずいた。


    「こちらの自己紹介は必要かな？」


    「協会の魔術師さんでしょう？」と美保が一歩前に出る。


    「そのとおり」


    「わたしたちを捕まえに来た？」


    「そうだ。抵抗しなければ痛くせずに済ませるが」


    「見み逃のがしてくれない？」


    「それはできな……」


    　男が言いかけて首を振ろうとしたとき、車の前から美保の姿が忽こつ然ぜんと消えた。


    　美保は舗ほ装そうされた道路を滑るように移動し、一瞬で男の懐ふところに潜り込む。


    　男の反応は遅れた。


    　美保は男に三発のボディーブローを食らわせ、ローキックで膝ひざを崩し、最後にハイキックを叩き込む。ハイキックは手でガードされたが、男は痛みに顔をしかめる。美保は軸じく足あしで地面を蹴って後退。男が体勢を崩しながら反撃に拳こぶしを繰り出したときにはすでに、彼女は十メートルも距離をとっていた。


    「見逃してくれない？」


    　美保が小首を傾かしげて同じ質問をする。


    　微笑ほほえみながら、準備運動がてら肘ひじから先をくるくる回す。可動域を広げるためか、腕まくりを始めた。


    「見逃してくれたら、これ以上痛い思いをしなくて済むよ？」そう言う美保はやる気満々である。


    　男のそばに控えていた[image: ]せた青年が何事かを囁ささやく。日本語ではなく、ドイツ語のようである。それを聞いた壮年の男は手で青年を制する。


    「腕が立つことは知っていたが、これほどまでとはな」


    「褒ほめたって手加減はしませんよー、だ」美保が舌を出す。


    「だが残念だ。極めて惜しい」


    　男の顔つきが変わる。


    「君たちの魔術を奪わなくてはならないとは」


    「美保っ！　早く戻れ！」と彰吾が叫びながら駆け出す。


    　美保は勝てると踏んでいた。男の格闘能力は自分よりも遥はるか下。ファーストコンタクトで彼女はそう判断した。彰吾の指示は無視。引き下がらない。


    　しかし当然、男は肉弾戦には持ち込まない。距離を保たもったまま再び手を水平に挙げる。


    「げ」と美み保ほは後ずさりしかけるが、遅い。


    　雨粒が無数の弾丸となり美保の体を襲う。


    　彼女は腕に魔力を集中させ、顔面付近に飛んできた水滴を振り払った。


    　しかし、払えたのはあくまでも一部分。全体のごく僅わずかである。残りの弾丸は美保の胴体や脚に直撃する。堅いもの同士がぶつかり合う音がした。明らかに水の音ではない。


    「って……！」


    　美保が痛がりながら再び前を見る。男の姿が消え、そこには[image: ]やせた青年がポケットに手を突っ込んで暇ひまそうに立っているだけだった。待ち合わせでもしているかのようだ。


    「どこに行った？」と美保が右を見て、左を向く。


    　そこに、男がいた。


    　息がかかるほど近く。


    　要よう塞さいのような威圧感。


    　美保の顔を射い抜ぬくように覗のぞき込む。


    　彼女は今さらにして思い知った。


    　魔力量が、違いすぎる。


    「あ……」美保はすくむ。攻撃もできなければ退たい却きやくもできない。男はあまりにも突然に、あまりにも近くに迫ってきてしまっていた。


    「その前髪が敗因だな」と男が言う。「死角が増えるのは良くない」


    　後頭部に手刀を一いつ閃せん。


    「美保！」彰しよう吾ごの叫び。


    　美保の体は湿ったアスファルトにあっけなく崩れ落ちた。


    



    　　　　＊


    



    　トーマス・ポイントナーは天候を操あやつる魔術を得意としている。厳密には、空気の成分を操作し、雲や霧きりや風を作る魔術である。ポイントナー家の人間は代々この魔術の第一人者だったのだが、ふたりの娘、エリスとマリアがそれを受け継いだ様子はない。グレースの遺伝が強かったようだ。


    　その点については寂しく感じるが仕方がない、とトーマスは思う。むしろ、彼は愛する妻に似た娘たちを喜んでいた。


    　マリアの知的好奇心が高じて、魔術師社会から逸いつ脱だつするまでは。


    



    「シュナイダー」


    　トーマスは顔色を一切変えず、自分の部下に呼びかける。トーマスの体には薄い霧のように雲がかかり、その足元には気絶した風かぜ崎さき美み保ほの体がうつ伏せになって落ちている。


    　シャド・シュナイダーはゆっくりとした歩調で、鼻歌を歌いながら歩いてくる。


    「その娘、俺が処理するんですよね？」とシャドが尋たずねる。


    「そうだ」


    「もったいねえなあ。上層部が決めたこととはいえ、気が咎とがめるぜ。正規に学んでないのに、あの強さですぜ？　しかもまだ高校生だ。あんたの娘のエリスを打ち破ったというし、このまま成長を見届けたいと思いません？　魔術師として、潜在能力は高い。将来が楽しみなんだけどなあ」


    「決定事項だ。風かぜ崎さき兄きよう妹だいから魔力を剝はく奪だつする。これは動かせん」


    「はいはい」とシャドが頭を搔かきながら地面に膝ひざをつく。


    「そういうわけだ。悪いが恨うらむなよ、お嬢ちゃん」


    　風崎美保はもちろん答えない。彼女にはドイツ語は解げせないし、何よりもまず、彼女は意識を失っていたからだ。


    　シャドは美保の頭部を右手で摑つかむ。節ふしくれ立った青白い指が、美保の髪の中に潜り込む。彼は美保の体を仰向けにし、自分の立てた膝の上に美保の頭部を乗せた。左手の指で優しく美保の唇に触れる。繊細な美術品を愛めでるような、そんな手つき。


    「あーあ、もったいねえなあ」とシャドはまた言った。その言葉とは裏腹に、表情は愉ゆ悦えつに満ちている。


    「美保をどうするつもりだ」と彰しよう吾ごが言う。


    　彼は自分の感情を必死になって押し殺していた。当然、彰吾としては美保を救出したい。しかしながら、直情的になって飛び込めば、美保の二の舞になることもわかっている。トーマスは彰吾よりも強い美保の意識を一瞬で落とした。肉弾戦において、おそらく自分はトーマスに勝てない。彰吾はそれをよく理解していた。


    　日本語ができないシャドは彰吾を見やるだけで何も言わない。代わりにトーマスが答える。


    「安心したまえ。命までは取らない。これから、君の妹から魔術を奪う。彼女はもう魔術を使えない体になる。それだけだ」


    「何だと……？」


    「次は君だ、彰吾。君たちふたりの処置は、協会上層部で審議が下りて、すでに決定されている。掟おきてに触れた罰ばつは、『魔術封じ』だ」


    　シャドはふたりの会話をよそに、美保への処置を始める。彼は美保の口を優しく開く。そして、その上に自みずからの唇を重ねた。


    「なっ？」冷静な彰吾が珍しく驚き声を上げる。


    「人工呼吸ではないぞ」とトーマスが言う。


    「これが彼の処置方法なんだ」


    　シャド・シュナイダーは美み保ほの唇から離れない。彼は美保の頭部を両手で固定しながら、接せつ吻ぷんし続けている。


    　見ると、美保の喉のどが膨ぼう張ちようしている。中を何かが通り抜けているような膨ふくらみ方。喉のど仏ぼとけが規則的な上下運動を繰り返している。見ようによっては、飲み物でも飲んでいるようにも見える。


    　しかし、彰しよう吾ごは感じる。美保の喉の中には明らかに異質な、彰吾がいまだかつて触れたことのない、固体か液体かよくわからないものが流れていた。


    「シュナイダーは特異体質でね」トーマスが説明を続ける。「体内で特殊な物質を保管しているんだ。培ばい養ようとか、保ほ菌きんと言ったほうが良いかな。この物質は魔術師の神経回路を破壊する。今、シュナイダーは彼女の体内にこの物質を送り込んでいる。この状態で十五分も過ごせば、物質は全身に回り、彼女の神経回路は魔術師のそれから一般人のそれへと変化する」


    　トーマスの言葉の間にも、美保の体に変化が現れる。腕まくりで露出した綺麗な彼女の前ぜん膊はくに、数本の青黒い筋が走ったのが見て取れた。車に踏みつけられた汚れた雪のような色。その筋は心臓の鼓こ動どうに合わせて、現れては消える。歩行者信号の点滅のように、規則正しいリズムで異物が美保の全身を侵おかし、神経回路を破壊していく。


    　シャドが息継ぎのために一いつ旦たん美保の顔から離れた。口裂け女のような笑顔を見せた彼の口元からは、粘ねん性せいの高い緑色の何かが糸を引いている。


    　明らかに一般の人間の人体にはない、暗い緑色の色素。彰吾は怖おぞ気けを感じ、身震いする。


    　シャドは再び自分の仕事に戻る。口移しで美保の中に得体の知れない物質を送り込む。


    「どうだろう？　降こう参さんしてくれると非常に助かる。抵抗しなければ、危害は加えない。ただ、魔術を二度と使えないようになってもらうだけだ。もし抵抗したり逃げたりするようであれば、少々痛い目に遭あってもらうことになる。場合によっては深刻なダメージを与えてしまうかもしれない」


    「うむ」と彰吾が言う。「もっともな提案ではあるな」


    「理解してもらえて何より」


    「美保がそんな状態でなければ、受け入れても良い提案だったんだが」


    「おや」トーマスが眉をひそめる。


    「妹に手を出したことを後悔させてやろう」


    　彰吾がズボンの後ろのポケットから、折りたたみ式の短刀を取り出した。刃を立てて、臨戦態勢。


    「やれやれ、わたしは順序を誤ったようだ」とトーマスが言った。


    「神経回路が破壊されるまで、十五分と言ったな」と彰吾が確認する。


    「それが何か」


    「五分でお前たちを倒すことができれば、余よ裕ゆうで間に合うわけだ」


    　彰吾は腕を回して肩を慣らす。短刀の刃が光る。サングラスの奥のふたつの目は、その刃よりも鋭するどくなっていた。今は、トーマスだけを睨にらみつけている。


    「威勢のいい宣言だな。まあ、無理だがな」


    　トーマスは鼻で笑った。


    「五分以内に君を降こう参さんさせよう」


    　彼は再び雨雲を生成する。


    　次の瞬間、彰しよう吾ごのサングラスに亀き裂れつが走った。


    



    　雨粒の速度は、もはや常じよう人じんの視認できる限界を超えている。


    　トーマスの攻撃には、マリアたちの光弾魔術ほどの派手な破壊力はないが、防御のしにくさという点ではずば抜けている。雨粒を拡散させて連射すれば、回避は不可能。くわえて、射しや出しゆつ速度は光弾魔術の比ではない。魔力を込めた腕で防御されようが、相手が凡ぼん百ぴやくの魔術師であればその腕を貫つらぬくことさえ可能である。美み保ほが手で雨粒を振り払えたのは、美保の戦闘能力の高さもあるが、トーマスが全力を出していなかったのが最大の原因である。広範囲を抉えぐる破壊ではなく、一点一点を突き刺すような破壊。その力は時が経つにつれ徐々に、しかし明らかに増している。


    



    「ぬるいな」


    　しかし、彰吾は気け圧おされない。


    　彼はサングラスをゆっくりと外し、入ったひびを確認して、大事そうにジャケットの胸ポケットにしまい込む。左瞼まぶたの上から出血していたことに気づく。手の甲で拭ぬぐった。


    「痛い目というのはこの程度か？」


    「言うじゃないか」


    　トーマスが舌打ちし、さらなる魔術を展開する。周囲の空間が魔力で歪ゆがむ。雨雲が見る見るうちに凶悪な色に変色し、巨大化する。二車線道路の幅いっぱいに広がり、道路脇の森の木にまで届く。高さは長身のトーマスの背せ丈たけの三倍以上。もはや、彰吾からはトーマスの後ろにいるシャドと美保の姿が見えない。トーマス自身の姿も隠れていく。


    「まだまだあるぞ」とトーマスが言った。


    「今度は集中豪雨といくか」


    「奇遇だな」彰吾がにやりと笑う。


    「こっちもまだまだある」


    　彼はスペアのサングラスを取り出して装着した。


    



    　　　　＊


    



    　シャド・シュナイダーは息継ぎのために美み保ほの唇から離れ、暫しばし休んだ。美保の顔を見る。目覚める様子はない。目は閉じたまま、唇は軽く開いたままである。


    　口の周りがシャドの出した物質により緑色に汚れている。彼はそれを拭ぬぐってやった。すぐに再び汚れることになるのだが、そのことについては特に何も考えていない。


    



    　ただ美保の顔を見たいためだけに拭う。


    　そして汚したいからまた汚す。


    　汚染されきった魔術師は、二度と元には戻れない。


    　シャドはその事実に愉ゆ悦えつを感じる。


    　シャドは自分のこの相反する欲望を説明できないでいる。綺き麗れいなものを見ていたいという欲求と、それを自分の手で汚したいという欲求は明らかに矛む盾じゆんしている。


    



    　彼のこの能力は、引き起こす効果の重大さを理由に、協会上層部により使用を厳しく制限されている。上層部の命令に基づいて、指定された魔術師の管理下でないと使うことができない。単独で勝手に使用すると、シャド自身が罰ばつせられる決まりとなっている。


    　このため、彼がその力を発揮する場面は限られている。相手はほとんど全員が掟おきてに触れた魔術師たち。協会の取締官に拘こう束そくされ、牢ろうに入れられた者がほとんどである。彼らは身動きも取れず、他の魔術師の呪じゆ縛ばくによって魔術も封じられている。シャドが登場する段になって、抵抗されたことは一度もない。湿度が高く薄暗い、石造りの牢の中。自由を奪われた魔術師が、窒ちつ息そく寸前となり浮かべる苦く悶もんの表情を見るのが、シャドの愉たのしみのひとつだった。


    「あー、もったいねえ」とシャドが呟つぶやく。


    　彼の膝ひざの上で眠る風かぜ崎さき美保の意識は戻らない。それが惜しい。美保の表情が変わらないのがこの上なくもったいなく、それと同時にシャドの想像力を刺激する。


    　起きていたらさぞ良い表情をしただろうに。


    　美保を目覚めさせたい。シャドの心に芽め生ばえる危険な誘ゆう惑わく。


    　目覚めさせれば、表情を見られるようになるが、反撃される可能性がぐんと上がる。シャドの戦闘能力は高くない。魔力で肉体を強化することも、魔力そのものを武器にして放出することも苦手である。トーマスが戻ってくれば別だが、シャドが美保と単独で対することになれば、ひとたまりもなく敗北するだろう。


    　結局、シャド・シュナイダーは我慢するしかない。意識を奪わずに拘束してくれりゃあいいのによ、と心の中でトーマスへの恨うらみ言ごとを吐く。


    　トーマスと彰しよう吾ごは、戦いながら移動したらしく、姿はもはやまったく見えないし、打撃音すら聞こえない。雨雲のせいでシャドは戦闘の状況を見ることができなかったが、集中豪雨に圧おされた彰吾が退しりぞき、トーマスがそれを追撃していったのだろうな、と想像する。


    　協会有数の実力を誇る取締官トーマス・ポイントナーが、たかが盗とう賊ぞくの一匹に不覚をとることはなかろう。エリス・ポイントナーを破ったところを見ると、彼らのレベルも決して低くはないが、だからと言ってトーマスに勝てるという道理はない。むしろ、エリスを敗北させた事実は、トーマスの実力をより引き出す結果に終わるだろう。


    　何も心配は要いらない。トーマスは間違いなく戻って来る。トーマスさえ戻れば、美み保ほを起こしてしまっても問題はなくなる。


    　処置完了は、トーマスが帰ってきてからにしよう。したい。するべきだ。


    　シャドは気休めに唇を再び美保の口に当てるが、物質の分ぶん泌ぴつは極力抑えて、進行をわざと遅らせる。これにより、美保の魔術師としての寿じゆ命みようは、トーマスが彰しよう吾ごに宣告した「十五分」よりも延びることとなる。


    



    　　　　＊


    



    「もう十分くらい経ったかな」と黒服の魔術師は言った。


    「五分では決着をつけられなかったな、お互いに」


    　言葉とは裏腹に、彼の口調には余よ裕ゆうがある。顔に笑みを湛たたえ、対戦相手を眺める。


    　対するサングラスをかけた若い男は答えない。息が上がって、身に纏まとう服がところどころ裂かれていた。疲労しているのは傍はた目めにも明らかである。


    



    　風かぜ崎さき彰吾とトーマス・ポイントナーは森の中にいた。幹みきの太い常緑樹が群生する深い森。日の光を遮さえぎり、薄暗い。


    　空は晴れているが、彼らの周囲だけは異常気象だ。トーマスを中心に雨雲が発達し、直径二十メートルほどの塊かたまりとなっていた。そこから降る雨はすべて、凶器と化して風崎彰吾の身を襲う。豪雨に打たれ泥どろと化した地面に、彰吾の血液が交じる。彰吾は体の至るところから出血し、骨に亀き裂れつの入った箇か所しよさえある。彰吾とて、当然、肉体を魔力で強化しているが、それを上回る力。たかが雨粒が、破格の威力を宿している。


    　彼は短刀を握り直す。指も痛むが、まだ握あく力りよくは失われていない。


    　トーマスの攻撃に対し、彰吾はこの剣一本で防戦し、数回にわたって負傷覚悟で反撃に出た。無数の弾丸を身に受けながら搔かい潜くぐり、トーマスに襲いかかる。


    　しかし、そのたびにトーマスは高い身体能力にものを言わせて積極的に後退し、自分にとって適切な間合いを維持した。飛び道具のあるトーマスと、ない彰吾。距離を保たもってさえいれば勝てるトーマスにとって、それは当たり前の行動だった。


    　結果、トーマスはノーダメージ。彰吾の傷だけが増え続ける。


    「ちょっと趣しゆ向こうを変えようか」


    　雨がやんだ。正確には、トーマスが雨をやませた。雨雲が小さくなり、色も薄くなる。


    　それに続いて、トーマスのそばの空気が渦うずを巻くのを彰しよう吾ごは目撃した。雨雲をやめたトーマスは人間ほどのサイズの、小型の竜たつ巻まきを作り出し弄もてあそび始めた。彼の腕の動きに合わせて、竜巻はダンサーのように舞う。木の葉を舞い上げながら旋せん回かいする。


    「……そんなこともできるのか」と彰吾が言う。


    「こいつと遊んでもらおう」


    　トーマスが竜巻を彰吾に仕向けた。踊っていた竜巻が方向を転換し、緩ゆるやかに弧こを描きながら彰吾に向かう。


    　彰吾は咄とつ嗟さに飛とび退のき、木の後ろに身を隠した。彰吾の体の五倍は太く、力強い大木。「寄らば大樹の蔭かげ」を地じで行くつもりのようだ。


    「また逃げるのか。呆あきれたね」とトーマスが言う。「木を迂う回かいさせても良いが、ちょっと面白いものを見せてやろう」


    　竜巻は彰吾が隠れた木に正面から直撃する。


    　トーマスの予定では、竜巻は木を薙なぎ倒たおす予定であった。小さくとも、魔力が宿った風だ。その程度のことは、トーマスにとっては容易たやすい。はずだった。


    「む？」とトーマスが声を上げる。


    　意外にも竜巻は木に衝突した瞬間に消し飛んだ。木にはかすり傷ひとつ見当たらない。


    　トーマスはしばらく無言で考えたあとで、「そうかそうか」とひとりで納得して頷うなずいた。「君の魔術は物体静止だったな。その木を静止させたから、破壊できなかったわけか。なかなか優れた魔術だ」


    　木の向こうから答えは返ってこない。トーマスが歩み寄る。竜巻が消え、足音だけがしんと染しみ入いる冬の森。


    「君の魔術で気をつけなければならない点は心得ているつもりだ。この木は本来は竜巻の直撃で倒とう壊かいするはずだった。しかし、君の静止魔術によって衝撃は無効化され、今なお原形を留とどめている。しかし、君がその魔術を解けば、衝撃の効果が現れて木が倒れる。君はあえてわたしが襲いかかるのを待っていたんだろう？　だが、わたしは迂う闊かつに君のそばに近づくことはできない。大木の下敷きになってしまうからな」


    　トーマスが再び雨雲に魔力を込め直す。彰吾を包囲するために、木を覆おおうように雲を配した。


    「わたしは君の狙いをよくわかっている。悪い狙いではない。賞賛してもいいくらいだ。事前情報がなければ、きっとわたしは君の策にはまってしまっていただろう。だが、残念だ。わたしは君の魔術をエリスから聞いて知っていたし、似たような戦法を使う魔術師をよく知っている。その上、わたしは君に近づかなくとも攻撃ができてしまう」


    　トーマスは指揮者のように雲を動かし、魔力を装そう塡てんする。再び雨を降らせる準備だ。


    「チェックメイトというやつだな」


    　余よ裕ゆうに満ちたトーマスの言葉に、


    「………」


    　黙っている彰しよう吾ご。


    



    　トーマスがここでようやく異変に気がつく。


    　殺気を感じたのは、


    　意外なことに、


    　木の陰からではなく、


    



    　背後。


    



    　いつの間にか、彰吾は位置を移動していた。トーマスの真後ろ。歩ほ幅はばにして三歩の距離まで迫っていた。


    　不意を突かれたトーマス・ポイントナー。慌あわてて振り返りながら上げた短い叫びはドイツ語になっていた。


    　彰吾はトーマスの顔面めがけて、雨でぬかるんだ地面の泥どろを思い切り蹴り上げる。トーマスは咄とつ嗟さに手で顔を保護。


    　次の瞬間、彰吾は短刀を相手の首筋めがけて繰り出した。


    　しかしその切っ先は僅わずかに及ばず。


    　トーマスは後ろに体を反らして回避。泥と化した地面を蹴り、何とか距離を取った。


    



    「気配を殺し切れなかったか」


    　彰吾がトーマスには聞き取れない程度の声で呟つぶやく。


    「……危あやうくしてやられるところだった」


    　泥にまみれたトーマスが、立ち上がりながら言う。追撃を警戒し、彰吾から目を離さない。


    「雲で自分の死角を増やしていたのはお前だぞ。美み保ほのことを言えないな」と彰吾が皮肉を言う。


    　トーマスは舌打ちする。その皮肉に対しての反論が見つからないからだ。このままでは彰吾のペースになる。


    　トーマスは言う。


    「だが、今のチャンスでわたしを仕留められなかったのは致命的だな」


    　彰吾は何も言わない。サングラスを手に取り、付着した泥の飛ひ沫まつを拭ぬぐった。トーマスの目には隙すきだらけに映るが、そう見せておいて誘っているのかもしれないと考え自じ重ちようする。


    「そろそろ、君の妹の処置が完了する頃だろう。投とう降こうしないか。これからわたしを倒しても、もう間に合わんよ」


    「そうとは限らない」彰しよう吾ごが口を開いた。「お前との戦いはもう終わっているからな」


    「何……？」


    　トーマスが怪け訝げんな顔を浮かべる。彰吾はサングラスをかけ直し、悠ゆう然ぜんと歩いてくる。短刀を持ってはいるが、構えておらず無防備だ。彰吾の意図を摑つかめず、戸と惑まどうトーマス。


    「まだ集中豪雨を受け足りないようだな」


    　応戦しようと身構える。雲を再び生成し、攻撃準備。しかし、トーマスは自分の体がうまく動かないことに気がつく。体が石にでもなったのか、硬直している。もう一度試こころみるが、手も足もびくともしない。


    「な……？」


    　トーマスの顔に焦あせりの色が広がる。ありえない。可能性のひとつとして理解してはいるが、あくまで可能性であり、それは現実に起こるはずのない現象。


    「君の魔術では、魔術師の肉体を留とどめることはできないはずでは……？」


    「その情報は正しい」


    　彰吾がさらに近づく。トーマスが雲の生成を急ぐ。体が拘こう束そくされているものの、魔術は封じられていないようである。トーマスはその事実に少しだけ冷静さを取り戻す。しかし、危機であることには違いない。身動きが取れないということは、距離を保たもつことができないということ、しかも、接近戦になれば確実に敗北してしまうことを意味する。


    「俺の魔術は、レベルの高い魔術師相手には効果がない。お前の言うとおりだ。そして、お前のレベルは極めて高い。通常ならお前を止めることなどできない」


    　トーマスが再び高速の雨を彰吾に浴びせる。彰吾は短刀で頭部付近の雨粒を叩き落し最低限の防御。残りは肉体と衣服に通わせた魔力だけで受ける。痛みが走る。しかし、彰吾は表情には出さずに歩き続ける。


    「そう。今の俺やお前のように、魔術師ってやつは皆、肉体や衣服に魔力を宿している。俺の魔術は、魔力が通っていないもの専用でな。普段は相当便利なのだが、魔術師との戦闘にはからっきし向かない。お前の体も、雲も、雨粒のひとつも止められない」


    「ならば、なぜ……？」


    「時間もない。答えを言う。泥どろだ」


    　トーマスは彰吾の言葉を聞いてその意味を理解する。彰吾が泥を蹴り上げたとき、彼は泥に自分の魔力を通わせたのだろう。泥にはトーマスの魔力が宿っていない。トーマスの体の至るところに付着した泥を、空間に固定する。トーマスが動けなくなったのは、その泥に押さえつけられているからだ。ギプスを全身にはめた人間と同じである。彰吾はトーマスを直接止とどめているのではなく、間接的に押さえつけているのだ。


    「お前を殺し、美み保ほを助け、そして逃げる。逆王手だ」


    



    　彰しよう吾ごの発する気迫と殺気が、可視化されんばかりに漲みなぎる。


    　もはや、どんな雨風も彼の歩みを止められない。


    　一歩、また一歩と近づく双そう眸ぼう。


    　柔らかい土に、足跡が残る。


    　空間に磔はりつけにされ、棒立ちの獲え物もの。


    　手が届く位置に、たどり着いた狩かり人ゆうど。


    　躊躇ためらいなく短刀を一いつ閃せん。


    　その瞬間、雨音が消え、


    



    　崩ほう落らくしたのは彰吾の体だった。


    



    「せっかくわたしを拘こう束そくできたのに」とトーマスが言う。「君はわたしを拘束したら、そのまま逃げるべきだったのだ」


    　彰吾の魔術が解けた。解放されたトーマスが膝ひざをつき、倒れた彰吾の顔を覗のぞき込んで戒いましめる。目を閉じ、仰向けになった彰吾の体は泥に浅くめり込み、持っていた短刀はそばに落ちている。決着がついたのは、彼の刀がトーマスの頸けい動どう脈みやくに触れる寸前だった。


    「そうすれば、わたしはこの魔術を使わなかったし、君は死なずに済んだ」


    　雷かみなりに打たれた彰吾の死体は答えない。


    　トーマスが作り出した雷らい雲うんが、その仕事を非の打ちどころもなく完かん遂すいし、今はただ目的もなく漂ただよっている。
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    「へえ、珍しい」


    　シャド・シュナイダーが目を見開いて驚きを表明する。車道の上。アスファルトに膝ひざをついた姿勢のまま、上うわ目め遣づかいでトーマスを見た。


    「生いけ捕どりに失敗したんですか」


    「二度言わせるな」とトーマス・ポイントナーが言う。


    　彼は少し離れたところに立っている。足元には男の死体。


    「始末書ものじゃねえの？」とシャドが嘲ちよう笑しよう。


    「それよりも、さっさと彼女の処置を済ませろ」


    　トーマスはシャドに命じる。風かぜ崎さき美み保ほは依い然ぜん目を覚まさない。魔術師としての神経回路は、辛かろうじて消滅せずに残っている。僅わずかな魔力を感知し、トーマスはそれを知る。


    「俺は、あんたを待ってたんですよ」とシャドが返す。「意識のない人間を相手にしてもつまらんのでね。彼女を起こしてもらえません？　あんたなら造作もなくできるでしょう？」


    「シュナイダー」


    　トーマスがシャドを睨にらみ下ろす。


    　信じがたい眼光の鋭するどさ。


    　シャドの皮ひ膚ふの上を何かが走り、体温を奪う。


    「さっさとやれ」


    　シャドはもう少し粘ねばって主張しトーマスを説得するつもりでいたのだが、相手の表情の険しさを見て急きゆう遽きよ諦あきらめた。予定していない殺しをしたことで、プライドの高いトーマスは明らかに憤いきどおっている。今のトーマスを下へ手たに刺激すると、自分の身も危ない。シャドはそう感じた。


    「……待った甲か斐いがなかったな」


    　渋しぶ々しぶ作業を再開する。口移しで、緑色の物質を美保の体に送り込む。


    



    　シャドが見る限りにおいて、風崎彰しよう吾ごの体には傷ひとつない。雷かみなりに打たれたにしては、焼けた跡もなく綺き麗れいだと感じる。もっと黒くろ焦こげになっているのが本当なのではないかとも思うが、シャドは雷に打たれた死体を見るのは初めてだから、ただの根こん拠きよのない偏へん見けんかもしれない。何よりも、彰吾は自然発生した雷に打たれたわけではない。トーマスの魔力による特殊な雷だ。


    　トーマスは窮きゆう地ちに追い込まれて、仕方なく雷の魔術を使用したとシャドに語った。たかが盗とう賊ぞくと思っていたが、取締官をそこまで追い詰めたとは、驚きである。


    　トーマスが雷を使用するのは、相手を殺すつもりのときだけだ。直撃を受けた相手は、例外なく助からない。与えられた任務の条件が「生死を問わず」であった場合、トーマスは相手と対たい峙じした瞬間に雷雲を作る。そもそも、対峙することもせずに決着させることさえある。トーマスを今の地位に押し上げたのは、この魔術に依よるところが大きい。


    　しかし、今回は「生死を問わず」ではなかった。目的はあくまで「魔術封じ」であり、風かぜ崎さき兄きよう妹だいを生かしたまま魔術を剝はく奪だつすること。いかに相手が掟おきてに触れた魔術師とはいえ、軽い罪の者をむやみやたらに殺して回っては反感を買うし、人間社会から殺人の事実を隠いん蔽ぺいするのも骨が折れる。


    　風崎のケースは、魔術で一般人を昏こん倒とうさせ物品を奪おうとしただけ。もちろん、違反には違いないが、殺してしまうにはあまりにも軽い。


    　今後、トーマスは協会組織にこのことを報告する。協会は風崎彰しよう吾ごの死を偽ぎ装そうし、魔術戦の事実が知られないようにあらゆる手で情報を操作するだろう。シャドの仕事とは一切関係ないが、大変だな、と心の中で同情だけしておく。


    



    「終わりましたよ」と報告する。


    　シャドが美み保ほの唇から離れて顔を上げる。物質はすっかり美保の全身に行き渡った。魔術師としての神経回路は全滅し、もう二度と魔術は使えない。


    「まあ、これから頑張りなよ、お嬢ちゃん。大変だろうけどな」とシャドが優しく言った。美保の体を抱きかかえる。


    「ご苦労」とトーマスが言う。


    「で、どうするんです？　このお嬢ちゃんと、そこのサングラスは」


    「風崎美保はもう解放しても良いが、彰吾のほうは難しいな。わたしの責任ではあるが、厄やつ介かいな事態だ」


    「つまり、協会としてあいつの死体を回収するんですかい？」


    「そのほうが良いかもしれん」


    「珍しく迷ってますね」とシャドが言う。「いつもは『こうしなくてはならない』と断定するのに」


    「このまま放置しておいて一般人に目撃させても、事件性は薄いし、それに……」


    　トーマスは言いかけてやめる。


    「それに？」とシャドが続きを促す。


    「シュナイダー、隠れろ。誰かが来る」


    「え？」


    　シャドは指摘されて気がついた。確かに、車が近づいてくる音が聞こえる。


    　この車道は長い一本道で、トーマスたちは砂さ原はら研究所付近で風崎兄妹が戻るのを待ち伏せしていた。音は研究所方面から聞こえる。


    「我々の顔を一般人に目撃されると面倒だ」


    　シャドは美保を抱えたまま、トーマスも彰吾の体を持ち上げて、ガードレールを越えて森の中に隠れる。車道には風かぜ崎さき兄きよう妹だいが乗っていた車だけが残される。


    　やってきた車はグレーのワンボックスタイプ。通り過ぎるかと思われたそれは、ゆるゆると減速して停車した。運転席から女性が降りた。黒のドレスを纏まとった、色の白い女。


    「ここにいらっしゃるのでしょう、ご主人様」と女はドイツ語で言った。


    「やれやれ」とトーマスが元いた位置に戻り、女の前に姿を現した。シャドは戸と惑まどいがちにそれに倣ならう。


    「誰です、この女？」とシャド。


    「わたしの家の召めし使つかいだ。今は、娘のマリアのところに置いている。ミワ・ミエという」


    「はじめまして」とミエがシャドにお辞じ儀ぎをする。シャドも釣られて頭を下げた。


    「兄上！　美み保ほちゃん！」


    　ミエのエプロンのポケットから、黒い何かが素早く飛び出した。オスのカブトムシだった。彼はシャドとトーマスに向かって飛んでいき、抱きかかえられた風崎兄妹の様子を見るためにふたりの間を行き来する。


    「大丈夫？　ねえ、大丈夫？　生きてる？」ザムは日本語で尋たずねた。


    「少女のほうは生きている」とトーマスが返答する。「だが、この男は死んでいる」


    「……え？」


    「この男は、死んだ」


    「そんな……、噓うそだよね？　死んだなんて、噓だよね、トーマスさん！」


    　ザムが取締官の名前を叫ぶ。


    　トーマスは地面に膝ひざをつき、風崎彰しよう吾ごの遺体をそっと置いて、


    「事実だ」


    　とだけ言った。


    「噓……」ザムは泣き崩れそうな声で彰吾の顔の上に舞い降りる。「噓だよね？　すぐに目覚めるよね？　兄上、何とか言ってよ！　『ああ噓だぜ』っていつものクールさでさ」


    　しかし、彰吾の体からはすでに体温が失われつつあった。口も鼻もまったく動いていない。呼吸をしていないのは、ザムの目からも明らかだった。


    「あ、あ、あ……」


    　ザムの慟どう哭こく。


    「兄上ええええええ！」


    「何です、こいつ？」とシャド。日本語を解さない彼はザム言葉も理解していない。


    「マリアのペットだ。日本の文庫本から、マリアが生み出した生物らしい。わたしも、実際に会うのは初めてだが」


    　トーマスは顔を上げて立ち上がる。


    「何の用だ？　どうしてここに来た？」とトーマスがミエに問う。


    「遠えん隔かく透とう視しで拝はい見けんしておりましたので」とミエが答える。「マリアお嬢様にお伝えしたところ、戦闘が終わり次第駆けつけるようにとのことでした」


    「手回しが早いな」


    「研究所までご案内いたします。ご主人様はお嬢様にご用があるのでしょう？　お乗りになってください」とミエが乗っていたワンボックスカーを示した。


    「察しが良い」トーマスが言う。「だが、我々には別に車があるからな。ここに来る途中で停まっているのを見ただろう？」


    「そうでございますか。それでしたら、構いません」


    　そう言うとミエは風かぜ崎さき兄きよう妹だいの車に近づく。


    「何だ？」とシャドが訝いぶかった。


    「回収すべきものがいくつかございますので」ミエはドアを開ける。風崎兄妹はドアをロックしていなかった。


    「これと」


    　ミエは後部座席に置いてあるバッグを片手で取り出して示す。中には一千万円が入っている。そして、もう一方の手で、


    「これです」


    　藪やぶ沢さわ大だい地ちの複製が宿った携帯電話を持っていた。


    　ザムの叫びは依い然ぜん、空に響き続けている。


    



    　　　　＊


    



    　砂さ原はら研究所の一階。応接室の四人掛けのテーブル。片側にはマリア・ポイントナーと砂原知とも樹きが、反対側にはふたりと正対する形でトーマス・ポイントナーとシャド・シュナイダーが座っている。テーブルは綺き麗れいに磨かれており、備え付けられているのは革製の椅い子す。背もたれがサンドバッグのようなボリュームである。


    　マリアと砂原の側にはミエが控えて立っている。


    「わたしが来た理由はわかるな？」とトーマス・ポイントナーが切り出した。


    「はて、何でしょうか、お父様」とマリアがとぼける。


    「人格複製の研究を中止し、故国に戻れ、と言いに来た」


    「お姉様も先日同じ用件でここにいらしたわね」


    「エリスは、お前に対して甘くなっているようだから、代わりにわたしが来たのだ」


    「はるばる、ご苦労様です」


    「誰のせいだと思っている」とトーマスがマリアを睨にらむ。「それで、回答は？」


    「わたしは研究をやめるつもりはないですよ」


    「どうしてもか？」


    「ええ」


    「応じないのであれば、わたしはお前と戦わなければならないのだが」


    「それは残念ですね。わたしもできればお父様を傷つけたくはないのですが」


    　マリアは涼しい顔で言う。


    　彼女の父が表情を歪ゆがめる。


    「マリア。状況をよく理解していないようだから、改めて説明しよう。わたしは協会の命でここに来た。お前が人格複製の研究をやめて、藪やぶ沢さわ大だい地ちの人格をすべて抹まつ消しようすると約束すれば、協会はお前に危害を加えない。今後の研究を協会の監視員の管理下で行うことになるだけだ。しかし、これを拒こばむとなると話は大きく変わってくる。わたしはお前を組み伏せて、魔力を剝はく奪だつすることになってしまう。お前に勝ち目がないことくらいはわかっているだろう？　お前にも、わたしの強さを理解できるくらいの分ふん別べつはあるはずだが？」


    「それで？」とマリアが問う。


    「わからないのか？　魔術を二度と使えなくなるのだぞ」


    「この研究ができないのであれば、わたしからすれば魔術が使えようが使えまいが、あまり関係のないことだけど」


    　トーマスとマリアが対面するのは、マリアが家を出て以来、実に半年振りである。久しぶりの親子の対面。しかし、そこには懐かしさや親子愛といったものは存在しない。


    「な、何だか険悪な雰ふん囲い気きですね」と砂さ原はらが素直に感想を口にする。「席を外しましょうか？」


    「その必要はない」とトーマスが言う。


    　シャド・シュナイダーは無言である。


    「砂原知とも樹き、あなたにも警告しておきたい。あなたは、掟おきてに触れた魔術師を少なくとも三名匿かくまっていた。その上、あなたはマリアの研究に手を貸している。ことによると、我々はあなたまで拘こう束そくせねばならなくなるかもしれない。今、我々に協力すると約束してくだされば、便べん宜ぎを図っても良いのだが」


    「司し法ほう取引というやつですか？」砂原が穏やかな表情のまま問う。


    「まあ、我々は司法ではないが、そういうものと解釈してくれていい」


    「つまり、研究から手を引いて、ミス・ポイントナーを引き渡せば、わたしは見み逃のがしていただけると、そういうわけですか？」


    「そうだ」


    「お断りします」


    　砂原の口調が急に冷たくなった。操あやつる魔術とは対照的な、冷徹な表情。


    「何……？」とトーマスは戸と惑まどいを隠さずに言った。


    「マリア・ポイントナーを拘束するのは魔術界にとって大きな損失です。これほどもったいないことはない。それをむざむざ許すわけにはいきません。わたしも彼女の研究には大いに興味を持っていますしね」


    　砂さ原はらの言葉を聞き、もしザムがここにいたら、「むざむざ」という単語に反応していただろうな、とミエは思った。しかし、ザムはここにはいない。


    「なるほど、では」トーマスが目つきを変えた。「あなたも敵と判断する」


    「仕方がありませんね」と砂原は肩をすくめる。


    



    　マリアは応接室に入る前に、ミエに指示を出していた。低確率だが、この場で戦闘になるかもしれないので、態勢を整えて、すぐに逃げられるようにしておくこと、と。


    　まさに、そのとおりの状況になりつつある。トーマスは明らかに苛いら立だっている。それもそのはず、協会の意向に砂原もマリアもまったく従おうとしないからだ。こうなれば、実力行こう使しに出るしかない。


    　しかし、だからと言ってすぐには攻撃に転じにくい事情がトーマスにはある。砂原研究所内には、魔術の存在を知らない研究員やスタッフが数十人勤務している。彼らに戦闘を目撃されてしまってはいけない。


    



    「わたしの研究は糾ただすべき対象であるという認識は変わりませんか？」とマリアが尋たずねる。


    「くどいな」とトーマス。「変わらんよ。協会としての意向も、わたし個人の見解もな」


    「有能な人物の精神が、半永久的に生きられるようになるのですよ？　お父様だって長生きしたいでしょう？」


    「興味はないな」トーマスはにべもなく言う。


    「じゃあ、お父様はいいとしましょう。しかし、世の中には学問をもっと究めたい、もっと思し索さくし続けたいと思いながら老いて死んでゆく学者や研究者が星の数ほどいるのですよ？　彼らはきっと人類を良い方向に導みちびくことができます。彼らを永らえさせることはそんなに悪いことでしょうか？」


    「思い上がるんじゃない！」


    　裂れつ帛ぱく。


    　鬼き神じんの如ごとき表情。


    　トーマスは机を激しく打って立ち上がった。


    「マリア、お前は神にでもなったつもりか？　人間の生き死にをそんなに簡単に左右する権利が、お前にあるとでも思っているのか？　ふざけるんじゃない！」


    　マリアとシャドは何も言わない。ただ、トーマスの顔を見上げている。砂原は明らかにトーマスの気迫に圧おされていた。数秒、張り詰めた沈ちん黙もくが部屋を支配した。


    　トーマスは続ける。一転、今度は静かに、穏やかな声。


    「人間には自由がある。だが、他人の自由を脅おびやかす権利はないのだよ。確かに、いつまでも生き続けたいという人間はいるかもしれない。しかし、それを認めてしまうことでどれだけの人間の自由が奪われるかを、お前は考えていないだろう？　お前の研究は、やめなければならないんだよ」


    「この研究が」


    　マリアが口を開く。


    「お父様にとって利益になるとしても、ですか？」


    「何が言いたい？」


    「わたしの研究が完成すれば、人は肉体の死後も精神を維持することができます。それだけではなく、身体が不自由な人の精神を複製すれば、肉体の状態に左右されずに活動することができます」


    「だからどうした？　いかに有益であろうと倫りん理り的に認められん」


    「お母様を救いたくはないのですか？」


    「何……だ、と？」


    　トーマスが立ち尽くす。言葉の勢いが、初めて弱まった。


    



    　トーマスの妻・グレースは依い然ぜん意識不明である。しかし、マリアの魔術でグレースの精神を複製してやればどうか。
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    　肉体から放たれ、グレースは蘇よみがえる。


    　藪やぶ沢さわ大だい地ちと同様に、意思の疎そ通つうが可能となる。


    　健康な肉体を持たせることができれば、グレースは自分の意思で行動することができるようになる。


    　もちろん、厳密にはそれはグレースではなく複製である。しかし、彼女と同じ性質・性格を備え、限りなく本物に近いと言える。


    



    「わたしの言ってることがわかりますか？」とマリアが確認する。


    「それはわかる。わかるが……」トーマスがたじろぐ。


    「まさか、その研究の目的は、最初からグレースを救うためだったのか……？」


    「今頃気づいたわけね？」とマリアが言う。「まあ、それだけが目的じゃないけど、重要な目的のひとつには違いないわ」


    　トーマスは首を振りながら片手で顔を覆おおう。全身の力が抜けたか、崩れるようにして椅い子すに座り直した。


    「グレースのためにお前を見み逃のがせということか」


    「まあ、そういうことになるかしら。いずれにせよ、わたしの研究の意義を正しく理解していただければ良いかと。協会は──あなたたちは──まるでわたしの研究が悪魔の所しよ行ぎようだと言わんばかりの剣けん幕まくだけど、わたしには決してそんなつもりはない。こちらとしては、どちらかと言えば医い療りよう行為や救命活動のつもりよ」


    　トーマスは目を閉じた。海辺に鎮ちん座ざする巨大な岩のように押し黙る。シャドが表情を窺うかがうが、トーマスの反応はない。


    「シュナイダーさんはどう思われますか？」と砂さ原はらが尋たずねた。


    「俺か？」とシャドが自分を指差す。


    「ええ」


    「どう思うかってのは、何に対しての質問だ？」


    「どちらが正しいと思いますか？　ミスター・ポイントナーか、ミス・ポイントナーか」


    「興味はねえし、特に意見もねえな」とシャドが言う。「俺はあくまでも任務を遂すい行こうするだけだ。主義信条なんて関係ない」


    「仮にあなたの親しい人をミス・ポイントナーの研究で救えるとしたらいかがです？　救うのが正しいか、救わないのが正しいか」


    「答える必要はないぞ、シュナイダー」トーマスが目を開けた。


    「だそうだ」とシャドが言う。「そもそも、親しい人間なんていねえし」


    「そちらの意向はよくわかった」と日本語で言い、トーマスが立ち上がる。「交こう渉しよう決裂だな」


    　それに続いてシャド・シュナイダーが戸と惑まどいながら席を立つ。トーマスの表情を窺っている。


    　トーマスは何事か囁ささやく。シャドはそれを聞いて三割程だけ納得したような表情を見せた。残り七割の怪け訝げんがあからさまである。


    「お帰りですか」と砂さ原はらも椅い子すを引く。「わたしたちの処遇は保留で？」


    「状況さえ許せばすぐにでも連行するが、今ここではない。ここで戦うと研究所のスタッフに目撃されてしまう。それだけだ」


    「なるほど」と砂原。


    「夜がいいな。今夜お邪じや魔ましようか」とトーマスが言う。「夜はスタッフはいないのだろう？」


    「ええ。ただ、警備員は二十四時間体制で配備してますが」


    「その警備員を、今夜は帰らせておいたほうが良いと忠告しよう」


    「もし、そうしなければどうしますか？」


    「こちらで『処理』するまでだが、いないほうがお互いにとって都合が良いだろう」


    「なるほど」と砂原が頷うなずく。「わかりました」


    「彰しよう吾ごと美み保ほはそちらで管理しないのですか？　わたしたちのところに置いておいていいのですか？」とマリアが問う。


    「構わん。美保の魔術はすでに剝はく奪だつ済みで、もはや脅きよう威いではない。彰吾は……」


    　トーマスが一瞬言い淀よどむ。


    　本来であれば協会で回収するべきところなのかもしれない。


    　しかし、


    「美保に死に顔を見せてやってくれ。妹なんだ。その権利は、ある」


    　トーマスはドアに手をかける。


    「じゃあね、お父様」とマリアが言う。


    　トーマスは振り返り、彼女を睨にらみつけて、


    「もう『お父様』と呼ぶのは禁じる」


    　シャドとともに去った。


    



    　　　　＊


    



    　そして、俺は暗闇から取り出された。


    　久々に見る明かり。一瞬、眩くらむような感覚を抱くが、すぐにカメラは慣れ、部屋の天てん井じようを映し出す。俺の部屋ではない。光みつ山やま冴さえ子この部屋。


    　冴子の机の引き出しの中から俺を取り出したのは、なぜかエリス・ポイントナーだった。


    「この携帯電話ですね？」とエリスは言った。俺にではなく、冴子に言ったようだ。


    「ええ、それです」


    「今は、その、さっき言っていた声は聞こえますか？」


    「いいえ」と冴さえ子こが否定する。「やはり夜にならないと聞こえないみたいです」


    　何の話なのかは不明だが、今はまだ午後五時。冬の日は短く、空はもう暗いのかもしれない。しかし、まだ夕方というべき時間帯であることは間違いない。


    「中を見てもよろしいですか？」


    「え……？」と冴子が意外そうに声を上げる「それはちょっと……。個人的なメールとかも入ってますから」


    「なるほど。それは失礼」とエリスは冷静に言う。


    　つーか、何がどうなって冴子とエリスが普通に知り合いみたいに話しているんだ？　このふたりは知らない者同士のはずなのに、何でエリスが冴子の部屋に上がり込んでいるんだ？　あまりにも急展開すぎる。


    「しかし、この携帯電話は詳しく調べてみたいですね。何かの手掛かりがある可能性が高い」


    「そうですか……。そうですよね」と冴子の悩ましい声。


    　このふたりは、いったい何の話をしているんだろう。


    　何の手掛かりだって？


    　エリスには俺の声が聞こえているはずだが、どうやら無視して話を進めるつもりでいるらしい。


    「光みつ山やまさんの個人情報を見たりはしません。ただ、この携帯電話に付着した指し紋もんや痕こん跡せきを見るだけです。この携帯電話がどんなルートで光山さんの手に戻ってきたか。それを知りたいだけなのです」


    「わかりました」と冴子が言う。「では、メールや写真にロックを掛けさせてください。それで、お渡ししますから」


    　エリスは冴子に俺を手渡し、冴子の細い指が俺を開く。「セキュリティ」の項目を開き、四桁けたの数字のパスワードを設定する。


    「よろしいですか？」とエリスがきく。


    「ええ」


    　冴子が俺を閉じる。一瞬だけ、冴子と目が合う。心配そうな表情。どうやらこれで俺は冴子とお別れらしい。事情はよくわからんが、俺はエリスに引き渡される。


    　視界が暗くなる。冴子の手かエリスの手が、俺のカメラを覆おおったらしい。エリスが俺を受け取り、俺はエリスのポケットの中に入れられる。これまで長いこと机の引き出しという比較的余よ裕ゆうのある空間にいたせいか、かなり窮きゆう屈くつに感じられる。俺の背中側がエリスの体と密着している状態だ。


    「戻ってきますか？　この携帯電話」と冴子が尋たずねる。


    「えっと……、そうですね……」


    　エリスは一瞬戸と惑まどい、答えるのがワンテンポ遅れた。動揺しているのが、その声から明らかにわかる。


    「もしかすると、分解調査をする必要があるかもしれません。その場合は、申し訳ないですが、戻ってこない可能性もあります。やはり、お返ししないとまずいですか？」


    「え、あ、うーん……」と冴さえ子こが考え込む。「写真とかメールとかのデータが失われちゃうのは、ちょっと抵抗があるんですけど……」


    「わかりました。こちらでバックアップをお取りしておきます」


    「あ、本当ですか？　じゃあ、お願いします！」冴子の声が明るくなった。


    「もちろん、データの中身は見ませんよ」とエリスが言う。


    「信じます」


    「ありがとうございます」


    　エリスは丁てい寧ねいに冴子に礼を言った。


    　しばし、間まがあった。どちらも黙った、奇妙な瞬間。


    「えっと……、まだ何か？」


    「聞こえるのは、藪やぶ沢さわくんというお友達の声でしたよね？」


    「ええ、そうですけど」と冴子は言った。「今は聞こえませんけど、夜に聞こえる声は藪沢くんに似ているんです」


    　何だって？


    　冴子には俺の声が聴こえているのか？


    　その事実は俺にとって驚きだったが、それはさらなる驚きによってかき消される。


    「余計なお世話かもしれないですが」とエリスが言う。「光みつ山やまさんは藪沢くんのことが好きだったんじゃないですか？」


    「えっ……」と冴子が言葉に詰まる。


    　エリスの指摘は的まと外はずれである、はずだ。


    　冴子は俺の告白を断った。


    （申し訳ないんだけど、私には好きな人がいます）


    　冴子が俺に送ったそのメールは、俺の体内に残っている。彼女はまさにこの携帯電話で、そのメールを打って送信したのだ。


    「あなたの友達が藪沢くんを好きだった。だから、光山さんは藪沢大地くんのことを恋愛対象として見ていなかった。しかし、藪沢くんが死んでから、彼のことが好きだということに気がついてしまった。あるいは、死んだあとに好きになってしまった。違いますか？」


    



    　数秒の沈ちん黙もく。


    　数秒なのに、長い。


    　冴さえ子この表情が見たい。


    　もしかして、エリスの言ったことは間違っていないのか？


    　もしそれが、本当だとしたら。


    



    「そうかもしれません」と冴子は言った。


    「藪やぶ沢さわくんが死んだ事故を、エリスさんはご存じですか？」


    「ええ。大きく報道されましたし、珍しい苗みよう字じでしたから、よく覚えています」


    「確かに、あのときから藪沢くんの存在がわたしの中で大きくなっていくのを感じていました。だから、わたしが聞いた声も、ひょっとしたら、わたしが作り出した幻げん聴ちようかもしれません」


    　冴子の息遣いが聞こえる。


    　まさか、泣いているのか？


    「すみません。なんか……、こんなつもりじゃなかったんですけど……」


    　鼻声になっている。


    　もう、


    　もうやめてくれ、エリス。


    「立ち入ったことを聞いてしまったようで、すみません」


    　俺の思考を読み取って汲くんでくれたのか、エリスはここで話を打ち切る。


    「ただ、お節せつ介かいながら光みつ山やまさんに忠告すると、あなたはもう少し自分本位に生きていい。あなたの友達も大事かもしれませんが、あなた自身も友達と同じか、それ以上に大事な存在のはずです。友達のためにあなたが我慢してしまった。そのためにあなたは後悔しているように見える」


    「そうですね……」


    　冴子は洟はなを啜すすりながら答える。


    「本当、そのとおりです」


    「すみません。何だか、差し出がましいことを言ってしまい」


    「いえ、いいんです。そういうこと言ってくれる人、いませんでしたから」冴子が元の声に戻りつつある。


    「ありがとうございました」と冴子ははっきりと言った。


    「こちらこそ、情報提供のご協力、ありがとうございました。今日の謝礼は、バックアップのデータと一緒にお送りします」


    　エリスは丁てい寧ねいに礼を言い、冴子に見送られながら家から出て、


    



    「さて、藪沢大だい地ちくん」


    　電車に乗って降りて、ひとりで定食屋に入り、トンカツ定食を注文してから俺に呼びかけた。


    　味み噌そ汁しるから立ち上っているらしい湯気が、俺の視界を漂ただよっている。冬の味噌汁ほどうまいものはそうない、と俺は思う。エリスは俺をテーブルの上に置き、時おり俺の顔を覗のぞき込みながら話しかけてくる。


    「今、わたしはふたりの藪やぶ沢さわくんを所有しているわけだが、話を聞き分けられないから、君じゃないほうの藪沢くんの電源は切ってある」


    　ふたりの藪沢くんと改めて聞くとぞっとする表現だな。しかし、俺がどんどん増ぞう殖しよくしているこの状況に慣れつつある俺も異常か。


    「前から思っていたことだが、君には適応力がありすぎる。わたしは自分の分身が近くに、しかもいくつも作られるなんて状況を想像するだけで恐ろしくて身震いしてしまうが、君はそうではないみたいだ。きっと昔から、大事が起こってもあまり動じないタイプだったんだろう？　違うかな？」


    　そうかもしれない、と俺は思う。確かに大変な事態なのは理解できていると思うのだが、エリスの言うように適応力があるせいなのか、ただ単に実感が足りないだけなのか、俺はあまり動揺していない。


    　数か月前までは魔術なんてものすら知らなかった俺だ。マリアに拉ら致ちられてから、いや、それ以前に携帯電話になってしまってからの俺は、とんでもないことが多すぎて感覚が麻ま痺ひしてしまっているのかもしれない。


    　エリスがさくさくとトンカツを食はむ音が聞こえる。割り箸ばしは綺き麗れいに割れたのだろうか。箸はうまく使えているのだろうか。日本語が堪たん能のうとはいえ西欧人だ。少し心配になる。


    「まったく、君と話していると拍ひよう子し抜けしてしまうよ。君はもう少し自分のことを心配するべきだ」とエリスは言った。


    「わたしは、これから君のことを破壊しなくてはならないというのに」


    



    　エリスの言葉を聞いて、俺の思考は一瞬エアポケットに入った。


    　破壊しなくてはならない。


    　彼女はそう言った。


    　エリスは黙ってトンカツをまた一口。


    



    　破壊されるということは、つまり俺は死ぬのだろう。俺が今持っている記憶が永遠に喪うしなわれ、俺はもはや思考することができなくなる。


    　怖い。


    　死ぬことは、怖い。


    　いかに複製が生きているとはいえ、ここにいる「この俺」が死ぬという事実を和やわらげることはできない。


    　しかし、俺が破壊されるのは当然のことかもしれない。


    　エリスは一貫して、俺が存在してはいけないと主張していた。協会は俺を抹まつ殺さつしなければならない。死人は死んでいないといけない。俺は邪じや魔ま者ものなのだ。


    



    　残念では、ある。


    　俺は人間に戻れないままに終わりそうである。マリアがいったい何の目的で冴さえ子この手に俺を渡したのかはわからないが、エリスに見つかってしまったということは失敗だったのだろう。いつか、マリアに回収されて、人間の体を与えられることを期待していた俺だが、そうはいかなかった。


    　何もできなかった。振り返って考えてみても、この事態を避けるために努力するべきことは、ひとつとして存在していなかった。俺は自分ではエリスと戦うことなどできないし、逃げることも叶かなわない。このテーブルの上を数センチメートル移動することさえも難しい。バイブレーション機能の振動で何とかじりじりと動くことはできるかもしれないが、それが何だというのか。それで逃げられるとでもいうのか。


    



    「君は無力だな」とエリスが言う。


    　まったくそのとおりだ、と俺は思った。


    「君が無力になった責任はマリアにある。恨うらむならマリアを恨め」


    　エリスの顔は照明を背にして影になった。


    　最さい期ごの瞬間を演出するのは、この女だ。


    　怖いが、悪くないかもしれない、とも思う。


    　少なくとも、電車に突然轢ひかれるよりはだいぶましだ。


    



    　彼女は味み噌そ汁しるを飲み干すと、俺を再びポケットの中に入れた。お勘かん定じようを払って（五百五十円という声が聞こえた）、店を出た。


    「冷えるな」と彼女は言った。


    　人間の皮ひ膚ふを持たない俺は、その寒さを共有できない。


    「そうか」とエリスの無感情な声。「寂しいな」


    　彼女は歩き出した。


    



    　エリスがしばらく何も言わなかったので、俺は自分の状況を把は握あくすることができなかった。通信機能が使えないため、ＧＰＳで自分の位置を知ることもできない。現状や目的地を知らされないままでいるのは、不安になるものだ。特に、いつ破壊されてもおかしくない状況では。


    「まだだよ」とエリスが俺の思考に答える。


    「光みつ山やまさんと約束したのを聞いていなかったか？　メールや写真のデータのバックアップを取らなければならない」


    　そう言うとエリスは電器店に入り、専用のソフトウェアとＣＤ‐ＲＯＭを購入した。携帯電話のデータをパソコンに保存するソフトだそうだ。便利なものが売っているもんだな、と俺は思った。しかも意外と安い。レジで告げられた価格は、トンカツ定食に換算するとだいたい五人前くらいだ。


    「わたしはもっと安いものだと思っていたよ。節約したいなあ」とエリスが俺に答えて言った。「予算は無限にあらず」


    「お客様、何か……？」とレジ打ちがエリスのひとり言を捉えて言った。


    「あっ！　いや、その、えーと、何でもないです……」


    　語尾は消え入るような声だった。エリスらしくない無防備さだ。不意を突かれて、あからさまに慌あわてている。顔が赤くなるのが見えるようだ。


    「悪かったな」とエリスが支払いを済ませたあとで、ちくりと囁ささやいた。


    



    　午後八時前。


    　エリスは宿泊しているホテルの部屋に戻り、データのバックアップを始めた。俺はコードでエリスのノートパソコンに繫つながれる。エリスは冴さえ子こから要望のあったメールの文面と写真を、買ったばかりのソフトウェアで保存する。当然、俺の人格はその対象ではない。


    　データ量が多いので時間がかかるかと思いきや、あっという間に済んでしまった。俺をふった冴子のメールも。それに対して出した俺の返信も。冴子の飛び切りの笑顔の写真も。込められた想いの大きさのわりに、扱いが軽すぎる。すべてが一瞬。拍ひよう子し抜けしてしまうほどだ。


    　バックアップが終了したということは、エリスが俺を破壊するのに支障がなくなったことを意味する。もう少し時間をかけて欲しかった。ソフトの性能を俺は恨うらむぞ。


    　エリスと初めて会ったときと、似たような状況だな、と俺は思った。あのときも、エリスの泊まる部屋にふたりきりになったし、彼女は俺を破壊しようとしていた。


    　大きな違いは、あのときの俺はマリアの魔術に守られていたが、今はそうではないということだ。


    「まあ、観念することだな」とエリスが言った。


    　ここでもう一度、ザムが助けに来ることを期待するのは浅はかだろうか。ミエの遠えん隔かく透とう視しでこちらの位置を把は握あくし、前みたいに壁抜けして俺を摑つかんで飛び去る。不可能ではないし、確率としてゼロではないと思う。


    「ないな」とエリスが断じる。


    「状況が違うぞ、藪やぶ沢さわ大だい地ちくん。あのときは、君が保存された携帯電話は一台のみだった。だから取り戻しに来たんだ。今、マリアと砂さ原はらは複製手法を確立させた。すでに藪やぶ沢さわくんの人格を複数保存しているだろうし、増やそうと思えばいくらでも増やせる。君を救うことにメリットはない」


    　ああ、言われてみればそうかもな。


    　俺はもはやザムやマリアにとって重要な存在ではないわけだ。


    　存在意義ねえなあ、俺。


    　もう死んでいい、と言われているらしい。


    「思い残すことはないか？」とエリスがきく。


    「最さい期ごなんだ。君の望みを叶かなえてやっても良い。手近なところであれば、君が見たいものを見せてやるし、聞きたいものを聞かせてやろう。誰か会いたい人がいれば、会いに行っても良い」


    　エリスが俺にかける最後の情け。ありがたい話じゃないか。ずっと引き出しの中に入れられていた俺は、人恋しい。誰かに会いたい。


    　俺の中の保存されているデータの中に、冴さえ子この写真を探す。亜あ矢やと並んだ冴子は変わらぬ笑顔を見せている。どこで誰が撮ったのだろうか。誰とも知らない撮影者に、俺は感謝を捧ささげたかった。


    　しかし、別れたばかりの冴子にまた会いに行くのもおかしな話だ。俺の家族が住む実家も遠い。そうなると、候補として浮かぶのは、亜矢や悟さとるや、サークルの同期や先輩方。


    　だが、エリスに会いに行かせたところで、俺が直接話せるわけではない。そう考えると、会ったとしても、きっともどかしさが募つのるだけだ。


    「いいのか？」とエリスが尋たずねる。


    　ああ、別に構わない。


    「せめて死に場所くらい選んだらどうだ？」


    　そうか。それもそうだな。


    　大学のテニスコートがいいな、と俺は思った。


    



    　エリスは、俺の要望を聞き入れた。俺はポケットに入れられ、エリスとともに電車に揺られている。俺の大学までわざわざ向かってくれるらしい。


    　エリスの性格を深く知っているわけではないが、彼女は冷徹なようでいて、情け深い。任務のために無抵抗の妹の体を切り刻むことができるかと思えば、侍じ女じよのミエを思いやって任務を放ほう棄きすることもできる。


    　俺を破壊することなど、やろうと思えばそれこそ一瞬で終わる仕事だ。しかし、そうはしない。あえて、俺に自由を与えてくれる。それについては、俺はエリスに感謝するべきなのだろう。


    　電車から降りて駅を出たエリスはまた無言で歩く。先ほどの店での出来事のせいか、一貫して黙っている。街を走る車が、冷たい空気を切る音が聞こえる。エリスを含む無数の歩行者の足音と衣きぬ擦ずれがＢＧＭ。若者たちの笑い声。どこからか漏れ聞こえる音楽。短いクラクションが二回。風にそよぐ木々の声。そして、風そのもの。


    



    　世界は、音に満ちている。


    



    　普通の人間には、聞き流すだけの雑音でしかないのだろう。人によっては迷惑に感じ、忌いみ嫌きらう対象にすらなるのかもしれない。


    　しかし、今の俺にとっては、その雑音すら愛いとおしい。何かが聞こえている。それによって俺は自分がまだ生きているということを確認し、実感する。視界を封じられることが多くなってはじめて、そして、死を目前にしてはじめて抱く感覚。


    　もう聞くことができなくなると思うと、


    　いつまでも聞いていたくなる。


    「いつまでも、というのは無理な話だがな」とエリスが言う。「だが、死を意識しているからこその充実感というものは、確かにあると思う。マリアが作り出そうとしている擬ぎ似じ的な不死なんてものが実現してしまったら、その感覚もなくなってしまうんだろうな」


    　そうかもしれない、と俺は思った。


    　終わりがあるからこそ、時間は貴重なのだ。


    　終わりがあるから、頑張れる。


    　死ななくなること。


    　それは、人間にとって大きな損失かもしれなかった。


    「君の大学に着いたぞ」とエリスが告げた。


    



    　俺が在ざい籍せきしていたＳ大学のキャンパスは、夜間でも入場できる。地域住民が通り抜けられるようにするための配慮らしい。もちろん、校舎の鍵かぎは掛かっているが、キャンパスを歩くことはできるし、テニスコートに立とうと思えば立てる。


    　エリスは俺をポケットから出した。コートがよく見えるように、高く掲かかげて持った。外灯が寂しげに点ともっているだけで視界はあまり良くないが、ここにいるということだけで充分だ。俺は端のほうから、五面あるコートを眺めた。


    　エリスが今立っている地面には、俺の汗が染しみ込んでいるはずだ。キャンパスの隅にあるテニスコート。一年半在籍していたサークルの主戦場。ここで俺たちは体を鍛え、技を磨き、先輩の強さに憧あこがれ、同期と競い合い、冴さえ子こに出会って惚ほれたりした。


    　たった二か月前までそうしていたというのが噓うそみたいな懐かしさを感じる。


    　人間だった頃の俺の感覚を思い起こす。向こうから飛んでくるサーブの速度。何も考えず、無心でラケットを合わせる。手に受ける衝撃。クロスに返す。相手はクロスではなくストレートでライン際ぎわに流し込んできた。呼吸するのも忘れ、反射神経的な速度で俺は脚を動かし追いつく。打ち返したボールが相手にたどり着くまでの僅わずかな瞬間に、俺は酸素を体内に取り入れる。相手は、悟さとるだったか、先輩の篠しの塚づかさんだったか。佐さ竹たけさんかもしれない。サークルにいた好こう敵てき手しゆたちの顔を思い浮かべる。


    「君の話を聞いていると、わたしもテニスをやってみたくなるな」


    　それは何より、と俺は思った。藪やぶ沢さわ大だい地ちはいなくなったが、エリス・ポイントナーのおかげで、世界のテニス人口はプラスマイナスゼロとなる。


    「今の君の状態は、走そう馬ま灯とうのように思い出が駆け巡る、というやつかな？」


    　ああ、そうかもしれない。


    　走馬灯ってものを実際に見たことはないけど。


    「わたしもないけど」


    　つーか、走馬灯のように、などという日本語を操あやつれるオーストリア人って凄すごいな、エリス。よほど勉強したのだろうな、と想像する。


    「褒ほめても何も出ないぞ」


    　おだてたわけではなく、単純に感心しただけなんだが。


    「うん、まあ、それはわかっていた。君の心の声は筒つつ抜ぬけだから、そのくらいはわかる」


    　だったら、何で「褒めても何も出ないぞ」なんて言ったのさ？


    「……すまない、邪じや魔ましたな」とエリスが話の流れにそぐわない発言をする。「君が思い出に浸ひたるのを邪魔してしまった。わたしは黙っているべきだった」


    　いや、謝る必要なんてないんだが……。エリスは俺のために手間をかけてくれたのだ。むしろ、俺はお礼を言わなければならないくらいのはずだ。


    　そう思っていると、エリスは言葉を継ぐ。


    「思い出に浸っているその状態のまま、気づかぬほどの速さで君を処分するべきだった。そのほうが幸せだったろう？」


    　画面の外から語るエリスの言葉に、俺は寒気を覚える。温度変化を感じなくなったはずの俺だが、それでも背筋が冷たくなるということはあるらしい。死が迫っていることを忘れかけていた俺は、改めて思い出してしまう。俺はまな板の上の鯉こいだった。


    　気づかないまま終わるほうが幸せだったろう、と思うのなら、そんなことを尋たずねてくれるなよ。俺は今になってようやく憤いきどおる。我われながらワンテンポ遅い。


    「……すまん」


    　エリスが短く言う。表情を見なくとも、反省の情が感じられた。


    「今から本当に黙る」


    　エリスは開いていた俺の体を閉じた。外灯の光が俺の視界から去る。暗い。俺はどっちを向いているのはわからない。上なのか下なのか。夜空なのか、地面なのか。あるいはそのどちらでもないのか。いずれにせよ、俺が最期に見る景色はこの暗闇である。


    　エリスは俺に対する気遣いのために沈ちん黙もくしたが、黙られたら黙られたで非常に気まずい。思い出に浸ひたるどころではなくなる。いつ始末されるかわからないままで、他の事を考えられるほどの余よ裕ゆうは俺にはない。


    　送話口が微かすかな風の音を拾って俺に届ける。


    　俺を殺すのならさっさとやればいいのに。


    　そう思いながら俺は最さい期ごのときを待った。


    　どれほどの時間をそうやって過ごしただろうか。数十秒か、数分か。俺の中の時計は変わらず一秒一秒を正確に刻んでいたが、それを意識するよりも前に、すでにかなりの時間が経ってしまったように思う。


    　不意に視界が動く。


    　外灯を背にして、エリスの顔が現れた。


    　影になっているが、表情はわかるし、唇の動きも見える。


    「マリアが人間を複製することは間違っている。彼女に限らず、人間は誰もそんな権利を与えられていない」


    　エリスは目を細めて、


    「だが、今こうしてみて思うよ。君の命を奪う権利だって、わたしにはなかったし、誰にもなかったんだ」


    　今にも泣きそうな表情だ、と俺は思ったわけだが、


    「だから、謝るんだろうな」


    　しかし、それは当たっていたようでいて、実は間違っていて、


    「権利がないから謝るんだ」


    　何かが俺のカメラの上に落ち、俺の視界が曇る。


    「人間としての越えつ権けん行為だ」


    　彼女はすでに泣いていた。


    「許せ」


    　エリスの落とした涙は一滴だけ。


    　彼女の涙を見るのは最初で最後となり。


    　プラスチックが軋きしむ音が一秒半。


    　彼女は俺を握にぎり潰つぶした。


    



    　　　　＊


    



    　エリス・ポイントナーは壊れた携帯電話を手にして立ち尽くしていた。夜風が吹き、髪が揺れる。外灯の光を反射する金髪。右の手の指の間から、オレンジ色の外がい殻かくの破片や内蔵されていた部品が零こぼれ落ちた。


    　彼女は溜ため息いきをついた。自分の感情を、その息に込めて心の中から追い出そう。そう意識して、思い切り白い溜息をついた。色の濃い靄もやとなったそれはすぐに消え去ったが、彼女の心の中にまだ靄が残っていることは明らかだった。切り替えができていない、まだまだ精神的に未み熟じゆくだ、とエリスは自覚する。


    　エリスはふと思い出し、自分の携帯電話の電源を入れた。ふたつの人格を同時に相手するのが不可能だったため、片方の電源を切っておいたのだった。


    「今、君の分身をひとり殺したよ」とエリスは携帯電話に向かって言った。


    　彼女は、メールと着信履歴を確認する。電源を切っている間にメールは一通も来なかったが、電話が一件だけ入っていた。その表示を見て、エリスはすぐさまかけ直す。


    「はい」と電話の相手はすぐに出た。か細い、女の声。ポイントナー家の使用人、ミエである。


    「今どこにいる？」と挨あい拶さつ代わりにきく。


    「本の中に」とミエは答えた。


    「え？」とエリスが聞き返す。完全に意表を突いた答えが聞こえたのだが、「お気になさらずに」とミエが言うので、深く追及するのはやめにした。


    「電話くれたみたいだね」とエリスは言った。「何かあったの？」
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    「いえ、特に何も……」


    「じゃあ、どうして電話してきたの？」


    「……すみませんでした」


    「何で謝るのさ？」


    「ご迷惑だったかと……」


    　ミエの声を聞き、エリスはふっと微笑ほほえむ。


    「別に迷惑なんかじゃないさ」


    　友人が決して多くないエリスだが、幼い頃からミエとは仲が良かった。話ができて、迷惑と思う理由がない。やむをえない事情で離れて暮らすようになってからはなおさら、ミエと話す機会は貴き重ちようなものとなった。


    　トーマス・ポイントナーに雇こ用ようされている立場上、ミエとしてはトーマスの意向に逆らうことはできない。トーマスがマリアのもとにミエを送ったのは、マリアの生活の世話をさせるのと同時に、マリアの様子を窺うかがい知るためだった。


    　ミエはその役目を充分とは言えないまでも、ある程度まできっちりと果たしていた。しかし、二か月前にエリスが強きよう制せい執しつ行こうに赴おもむいた際に、ミエがエリスを止めてしまった。マリアを捕ほ縛ばくするという協会の意向は、トーマスの意向とニアリーイコールである。ミエの行動は、彼女の立場を危あやうくしている。


    　エリスは、次にマリアと戦うことになったら、心を鬼にして任務を全まつとうしようと考えていた。仮に、ミエの心を傷つけることになるとしても。そう決意していた。


    　しかし、今考えれば、任務から外されて良かったと感じる。覚悟を決めたつもりだったが、やはり、まだ甘かった。ミエと話せることに安あん堵どを感じてしまう自分がいる。


    「ミエはどうするつもりだ？」とエリスが尋たずねる。「父が交こう渉しようしにそちらに行くと思うが」


    「もうお越しになりました」とミエが答えた。「交渉は決けつ裂れつしたようですが」


    「じゃあ、戦闘になるね。今夜かな」


    「おそらくは」


    「ミエはふたりを止めないのか？」とエリスは尋ねずにはいられない。それは、ミエが戦闘に巻き込まれてしまうのではないか、という心配からだった。遠えん隔かく透とう視しという卓たく越えつした能力を持ってはいるが、彼女の戦闘能力はゼロに近い。


    　ミエは口を噤つぐんでいる。


    「わたしとマリアのときは、止めたじゃないか」


    　ミエは何も言わない。息遣いさえも聞こえない。


    「……まあいいけどさ」とエリスは諦あきらめた。「言いたくないこともあるんだろうし」


    「ダイチ様を破壊されたのですね」とミエが唐とう突とつに話題を変えた。


    「ああ」とエリスは頷うなずく。「見ていたのか？」


    「見ていたのは、光みつ山やま様のご自宅にいらっしゃって、ダイチ様をお手になさったところまででございます」


    「じゃあ、よくわかったな。ダイチを壊したってこと」


    「いずれそうされることはわかっておりましたし、電話をおかけ直しになったということは、それが完了したということでございましょう」


    　なるほど、と感心する。自分の行動と性格傾向はほとんど読まれている。やはり、長く一緒に暮らしていたためだろうな、とエリスは思った。


    「大丈夫ですか？」とミエが心配そうにきく。


    「……痛いな、手が」


    　エリスは右手を開いて、屑くずとなった機械を地面に落とす。ついさっきまで、そこには藪やぶ沢さわ大だい地ちの人格が宿っていた。エリスは彼と確かに会話していた。


    　今はもう、声は聞こえない。


    「痛いのは手だけですか？」


    　ああ、ミエはよくわかっている。わかりすぎて怒りを覚えるほどだ。ダイチみたいに、こちらの声が筒つつ抜ぬけになっているんじゃないか、と疑いたくすらなる。


    「ミエには勝てないな」とエリスは言う。


    「光みつ山やま様が藪沢様を好いていた、とお嬢様は指摘なさいましたけど」とミエが言った。「それはお嬢様にも当てはまることだったのですね」


    　ああ、そうだよ。


    　だって、あれだけ長い時間、心の声を聞いていたんだ。


    　愛着を感じるのは、仕方がないことじゃないか。


    　エリスは夜風の中、立ち尽くしていた。


    



    　　　　＊


    



    　ザムは、自分のツノを書しよ籍せきの形をしたものに押し当てることで、その書籍の世界の中に入り込むことができる。この力のおかげで、彼は本の世界の中に暮らす家族たちに会いに行くことができる。もちろん、今はカブトムシの姿になってしまっているため、彼の家族はザムを認識しない。彼らが知っているのは息子であり兄であり、人間としての肉体を持った存在である。カブトムシが現れたところで、それが自分の家族だなどとは思わない。


    　それでも、ザムは彼らの生活を案じ続けた。小こ銭ぜにを拾っては彼らのところに運んだ。一日九十分までという制限の中、自分の体力の限度まで働き、得られる金はほんの僅わずか。それをわかっていながら、ザムはそれを続けていた。困こん窮きゆうしている家族の生活を、少しでも楽にさせようという努力だった。


    　今、ザムは、今までに運んだ金額の何千倍、何万倍もの大金を家族のもとへ運んだ。カブトムシには札束を運ぶだけの力はないので、実際に運んだのはミエだ。ザムの能力でミエとともに本の世界に入り込み、ミエが金の入った包みをザムの家族の住む家の郵便受けに投じ、それを済ませると速すみやかに元の世界に帰った。


    　運んだのは、ザムが株かぶ式しき投とう資しで殖ふやし、風かぜ崎さき彰しよう吾ごが口座から下ろした金である。努力量で言えば、小こ銭ぜに拾いよりも圧倒的に少ない。反比例していると言っていいくらいだ。釈しやく然ぜんとしない思いをザムは抱く。


    　いつか砂さ原はらが言っていた言葉を思い出す。お金を稼かせぐことは重要じゃない。必要なことではあるが、それがすべてじゃない、と砂原は言っていた。そのときは、ザムは軽く流したが、今になってその意味が少し理解できたような気がした。あれだけ街を駆けずり回った努力がほとんど無価値で、ゲーム感覚で取り組んだ株取引に数万倍の価値があるとは、到底信じられなかった。


    



    「お帰りなさい、ザム、ミエ」とマリアが言った。


    　絨じゆう毯たんの上に置いてあった文庫本の表紙から出たミエは、無言でお辞じ儀ぎをして、ザムを拾い上げた。テーブルの上の飼育ケースの蓋ふたを開け、ザムを丁てい重ちようにその中に入れる。


    「何だか、兄上に悪いことをしちゃったよ。兄上は、あのお金を引き出しに行ったから、待ち伏せされちゃったんだ」


    　ザムが透明なケースの壁越しに呟つぶやく。


    「そんなことを気にする必要なんてないわよ」とマリアは答えた。


    「ねえ、マリア。兄上が死んだってこと、まだ信じられないよ、僕……」


    「現実を見るのよ、ザム」


    　マリアがザムに忠ちゆう告こくする。ザムが風崎彰吾に言ったのと同じ言葉だったが、ザムはそれに気づかなかった。


    「だって、ついさっきまで生きてたのに……」


    「人が死ぬときなんて、そんなものよ」


    「魔術でどうにかならないの？　蘇そ生せい魔術ー、みたいな」


    「そんな魔術は存在しない」マリアは断言する。「治ち癒ゆ魔術はあるし、それよりも遥はるかに専門性の高い医科魔術も存在するけど、蘇生魔術はない。失われた命は、どんな魔術を使おうが戻らないのよ」


    「マリア、冷たくない？」


    「そう？」


    「身近な人が死んだら、普通はもっと悲しんだり、怒ったりするものじゃないかな」


    「悲しんだり、怒ったりしたら、何か解決するの？」とマリアがザムを見て問う。


    「目標を設定し、そのための方策を練り、実行に移す。これ以外の方法で解決する物事は存在しません」


    「非人間的」とザムが感想を端たん的てきに述べ、そして叫ぶ。


    「美み保ほちゃんの気持ちも考えてあげてよ！　気絶している間に、兄上が死んじゃってさ。可哀かわい想そうじゃん！　目が覚めて、兄上が死んだことを知ったらきっと泣くよ？」


    　風かぜ崎さき美保は、トーマスの手刀を受けてから気絶したままである。シャド・シュナイダーの処置の影響もあるのだろうか、意識を取り戻さないまま、彼女はこの部屋のベッドに寝かされ眠っている。ミエが様子を窺うかがうが、変化はない。


    「そうかもしれないわね、ザム」とマリアは静かに言う。「でも、だからといって、わたしが泣かなければならないことにはならない。わかるかしら？」


    「むむむ」ザムが唸うなる。「僕はさあ、兄上や美保ちゃんに結構友情を感じてたんだよね。愛情と言ってもいいかも。兄上には株かぶ式しき投とう資しを教わった恩もあるし。だから、一ひと月つき足らずの付き合いでも、兄上が死んだのは悲しいんだ。マリアはそんなことない？」


    「友情や愛情があろうとなかろうと、違いはないわよ」とマリア。「仮に彰しよう吾ごと十年来の親友であっても、わたしがやることは変わらない。生じた問題を解決するために手を打つ。それだけよ。情に浸ひたってなんていられないわ」


    「噓うそだね」


    　ザムが言い切った。自信に満ち溢あふれた断言。そこには怒いかりと憤いきどおりが半分ずつ滲にじんでいた。いつもの人ひと懐なつっこさはそこにはない。ザムがこのような声でマリアに盾たて突つくのは極めて珍しい。マリアは僅わずかに驚き、ザムを見やった。


    「だって、それが本当なら、マリアはこの間、エリスさんを助ける必要なんてなかったじゃないか！　エリスさんが好きじゃなかったら、そんなことしないでしょ？　それに、僕は覚えている。マリアは僕のことを大事な存在だって言ってくれた。涙が出るほど嬉うれしかったよ。それに何より、今、マリアはお母さんを助けようとしているじゃないか。そんな女の子が、友情や愛情を感じてないなんて、真っ赤な噓だよ」


    「そう。その感情があることは否定しません」とマリアは平坦な調子で言う。


    「だからこそ、悲しんでなどいられないのよ。そんな暇ひまがあったら、彰吾の死を無駄にしないように努力する。そうでないと、彰吾に失礼だわ」


    「マリア……？」ザムは彼女の言葉の意味を摑つかめずに、戸と惑まどう。


    「彰吾は、トーマス相手によくやってくれたわ」


    「トーマスさんと戦うの？　勝てるの？」とザムが尋たずねた。


    「わたしの戦闘能力では、難しいわね」


    「………」


    　ザムは黙った。ますますマリアの意図が見えなくなる。


    「でも、逃げ切ることはできる」


    「え？　どして？」


    「あなたの力を借りる」


    「どーゆーこと？」


    「本の中に逃げ込んでやり過ごすのよ。トーマスは確実にわたしを見失う。彼が諦あきらめてから出ていけば良い」


    「………」


    「あるいは、ずっと本の中に居続けるのも良いかも。生活必ひつ需じゆ品ひんと、研究に必要な設備を運び込めば、中で暮らせるわ」


    「………」


    「わかるかしら？　勝てないのなら、逃げ切れば良い」


    「……駄目だ、マリア」ザムが口を開く。「僕はそれに協力できない」


    「何ですって？」


    　マリアからすれば、ザムの返答は予想外だった。ザムは常にマリアの味方だった。平時には、冗じよう談だんめいたふざけた回答を寄よ越こすことも多いが、この場面でそれはない。


    「本の中に逃げ込む手伝いはできない」とザムはもう一度言った。


    「理由を言いなさい」マリアの表情が険しくなる。


    「ここでマリアが隠れると、マリアはずっと孤独な生活を送ることになると思うから」


    　ザムは続ける。


    　マリアは黙って聞いている。


    「マリアの研究が正しいものなのかどうか、僕にはわからない。ただ、僕はマリアが好きだからマリアの味方をしていた。今もマリアのことは好きだよ？　でも、やっぱり家族は仲良くするべきなんだ。お互いが争ったり、いがみ合って逃げるようにして離れて暮らすのは、何かおかしいよ」


    「そうは思わない」とマリアは言った。「わたしの研究には、父は邪じや魔まにしかならない。わかる？　単なる足あし枷かせなのよ？」


    「この間、マリアがエリスさんと戦ったときは、僕もそう思っていた。エリスさんのことを、マリアの邪魔をする敵だって思ってた。でも、僕は深く考えていなかった。本当は、そうじゃなかった。エリスさんはマリアのことを好きだったし、マリアだってそうだったんだ。マリアだってエリスさんやトーマスさんのこと、本当は好きなんでしょう？　向こうだってきっと同じだよ。マリアは戦うべきじゃないし、逃げるべきでもない。折り合いをつけるべきだよ」


    「わたしの研究は、人類を効率的に進化に導みちびく。家族から命じられたくらいで、やめるわけにはいかない」


    「人類の進化よりも、大事なものがあると思う」


    「そう」とマリアは残念そうに言う。「ザムはわたしを手伝ってくれないのね」


    　マリアはゆっくりと立ち上がって、ザムに近づく。飼育ケースに指を触れ、顔を迫らせ覗のぞき込んだ。


    「協力しなければ、あなたを殺す」マリアが落ち着いた口調で、しかし静かに燃える青い炎のような威圧感を発してザムに言う。「と言ったら、あなたはどうする？」


    「脅きよう迫はく？」


    「ええ」


    「僕はね、マリア」とザムがいつものように言う。「今回は手を貸さないのがマリアのためだと思っている」


    「だから？」


    「前に言わなかったっけ？」ザムは頭を傾ける。


    「だから、何を？」


    　苛いら立だちを見せ始めたマリアに対し、ザムは言う。


    



    「僕はマリアのためなら、死ぬ覚悟はできている」


    



    　マリアは目を見開いた。中腰の姿勢から立ち上がり、飼育ケースから離れる。口を噤つぐみ、肩を震わせている。


    「幸さいわい、家族にお金を届けることもできたし、思い残すことはないよ。バイバイ、マリア。マリアに殺されるのはちょっと残念だけど、しょうがないよね。できれば痛くせずに頼むよ」


    「ザム……」


    「どうしたの？　さあ、来るなら来い！」


    「わかっているでしょうに」とマリアは静かに言った。今にも泣き崩れそうな表情で。


    「わたしには、あなたを殺すことなんてできない。そのくらいのこと、わかってたでしょう？」


    「うん」ザムが頷うなずく。「信じてたよ、マリア」


    「だとしたら、もうトーマスに抗あらがう術すべはなさそうね」


    「仲直りしなよ」


    「でも」マリアは言う。表情を一瞬で戻す。いつもの、自信に満ちた顔だ。「その前にやることがある」


    　彼女は部屋から出ていった。ザムはその背中を見送る。


    



    　　　　＊


    



    　マリア・ポイントナーは砂さ原はら知とも樹きの部屋のドアをノックした。砂原はすぐにマリアを招き入れた。


    「それは、まずいですね」


    　マリアの話を聞いた砂さ原はらが、真剣に言う。彼も少なからずザムの能力を当てにしていた。


    「どうなさるおつもりですか？」


    「ドクター、時間稼かせぎをお願いします。おそらく、これでわたしの研究はお蔵くら入いりになってしまいますが、その前に、しなければならないことがありますので」


    「ミス・ポイントナーの頼みとあれば何時間でも稼かせいでみせますよ。研究が中止になるのは残念ですけどね」


    「頼もしいこと」マリアがふっと微笑ほほえみ、すぐに表情を引き締めた。「しかし、ドクター。くれぐれも無理はなさらないように。ひとつ間違うと命を落としかねません」


    「わかってますよ」


    「ドクターのような人材に、こんな役をお任せするのは大変心苦しいのですが……」


    「問題ありませんよ。それもよくわかっています。ミス・ポイントナーがしようとしていることを、同じレベルでできる魔術師は他にはいない。今から、僕にはできないことをしようとしている。そうでしょう？」


    「ええ」


    「ならば、僕が壁になるのは当然のこと。喜んで承うけたまわりますよ」


    「ドクター」マリアは砂原の顔を見ずに言い、ドアノブに手をかける。「この埋め合わせは必ず」


    「……楽しみにしておきましょう」


    　砂原はいつものように微笑んでいる。マリアは去った。


    



    　ひとり残された砂原は、上に向かって長い溜ため息いきをつく。


    　今までは自分の思うままに、気の向くままに研究を進めてきた。他人のために、このような面倒を背負うのは初めてかもしれない。しかし、それが決して嫌ではないのはなぜだ？　砂原は自問する。


    　答えはすでに出ている。


    　たぶん、自分はマリアのことが好きなのだ。


    　恋ではないと思う。


    　愛でもないと思う。


    　自分を遥はるかに凌しのぐ才能が、どこまでたどり着けるのかを見たい。ただそれだけ。


    　きっと、マリアのファンになってしまったのだな、と考える。


    



    「結末まで見たかったな」と砂さ原はらは呟つぶやく。


    　マリアが電子精神の研究を続ければ、人間を肉体ごと複製することも、確実に可能になることだろう。


    　例えば、世界一の頭脳を持った人間を複製したとして、その同じ思考水準を持つ者同士で会話をさせたら、どうなるか。彼の周囲の他人は、彼の思考のレベルについていくことはできない。それどころか、彼の高度な思し索さくを理解できる人間は、世界にひとりとしていないかもしれない。しかし、複製ならば同じレベルで会話できる。


    　砂原は、そんなシチュエーションを空想し、その会話から生まれる何かに期待していた。きっと、人類の歴史に存在しなかった、善ぜん悪あくは抜きにしてまったく新しい何かが生まれる。そう思っていた。その実現を見ることができないままに、研究が終わってしまうのが惜しい。


    　砂原の力では、協会の介かい入にゆうを完全に阻そ止しすることなどできない。ザムのように、空間そのものを操あやつる魔術があれば身を隠せるが、その種の魔術を体得している魔術師は稀け有うだ。だからこそ、ザムの能力を当てにしていた。


    　ザムの言葉をマリアから聞かされ、砂原は釈しやく然ぜんとしない思いを抱いた。ザムのせいで、マリアの研究の続きを見られなくなる。そのことについては、砂原は憤いきどおりすら覚える。


    　しかし、同時に砂原は理解もしていた。


    



    　自分はマリアのファンにすぎず、


    　ザムはマリアを愛していた。


    　自分は研究者としてのマリアが好きで、


    　ザムは、人間としてのマリア全部が好きだった。


    



    　嫉しつ妬とはない、と言えば噓うそになるのだろうか。しかし、それでも、どこか清すが々すがしい気分になっているのも事実だ。これで良かったのだ、という納得が、砂原の中の一部を占しめていることは確かだった。


    



    「お客さんを、門のところで出迎えないとな」


    　砂原はそう言って、伸びをして体を解ほぐす。勝てないまでも、せめてマリアの「やり残し」が完了するまでは引き分けていなくては。


    　決意は固く、彼は勝ち目のない戦いに出向く。


    



    　　　　＊


    



    　無限に広がっていると錯さつ覚かくしそうな、混じり気のない黒一色の夜空の下、砂原研究所敷地の入り口に三人の魔術師たちが集つどった。黒服を着たふたりが研究所に向かって立ち、残りのひとりが彼らの行く手を遮さえぎるようにして佇たたずんでいる。厚手の白いコート。くたびれ気味のスラックス。穏やかな微笑ほほえみ。砂さ原はら知とも樹きである。


    「これはこれは」と砂原が言う。ポケットに手を突っ込んだままドイツ語で挨あい拶さつする。


    「またお見えになるとは」


    「あくまで抵抗するか」黒服のひとり、体格の良い壮年の男が砂原の話の流れを無視して、本題を切り出す。トーマス・ポイントナー。マリアの父親である。


    「ええ、まあ、そういうことになりますね」と砂原が穏やかに言う。


    「マリア・ポイントナーはどうした？」トーマスはわざとフルネームで娘を呼んだ。


    「あなた方にお引き取りいただくには、僕ひとりの実力で充分だそうです」


    「甘く見たな」トーマスの部下の[image: ]やせた男が舌打ちする。ドイツ人、シャド・シュナイダーだった。


    「いや、噓うそだな」トーマスが言い切った。「砂原知樹。お前のレベルはエリスから聞いてわかっている。わたしに勝てる魔力など、お前にはないはずだ。大方、わたしがお前に注意を向けている間に、物陰からマリアが攻撃を仕掛ける、といったプランだろう」


    　シャドがそれを聞いて慌あわてて周囲を見回す。トーマスは悠ゆう然ぜんとした態度で、砂原に向かって人差し指を突きつけた。


    「だが、そううまく事が運ぶと思うなよ、砂原。複数の魔術師の相手をするのは慣れている」


    「さすがですね」


    　砂原は笑顔だ。苦にが笑わらいに見せかけた安あん堵どの笑み。実際はマリアは研究所の中にいる。トーマスが周囲を警戒したところで無駄である。少しでも注意力を削そぐことができるなら、それは砂原にとって喜ぶべきことだ。当然、砂原はトーマスの勘違いを正したりはしない。


    　トーマスは腕を下ろしながら言う。


    「まあ、まずはどこにいるかわからないマリアよりも、目の前にいる砂原を倒すのが得とく策さくか」


    「そう簡単にいきますかね」


    　砂原が火か炎えん魔術を展開する。炎の柱が砂原の周囲に立ち上り、たちまち巨大な壁となる。鯨くじらでも一息に焼けてしまいそうな、大型の炎。夜の闇が裂かれるように明るくなった。


    「僕の魔術は、他人を寄せつけないことに関してのみであれば、誰にも引けを取らない自信があります」


    「ほほう」とトーマスが感心する。「少し甘く見ていたかな」


    「結構な魔力量じゃないですか？」シャドがトーマスの顔を見た。


    「風かぜ崎さき彰しよう吾ごの魔術に完全敗北したと聞いていたから、たいしたことはないと思っていたのだが、これはなかなか、おっと」


    　トーマスが言いかけたところで、砂原が炎の矢を放った。長さ三尺じやく、高速の矢。顔面に向け、狙いは的確。


    　しかし、トーマスは完全に見切っていた。身をほんの少し屈かがめて回避。矢はそのまま飛んでいき、森の樹木を焦こがす前に消滅した。


    「その炎の壁は誇っていいが、攻撃はお粗そ末まつだな。矢には魔力があまり宿っていないだろう？　体から離れたものに魔力を宿すのが苦手と見た。温度もスピードもたいしたことはないし、脅きよう威いではないな」


    「それは僕も知ってました」と砂さ原はらがにこやかに言う。「一度ご覧になっただけなのに、素晴らしい分析力ですね」


    「じゃあ、そこを退どけ。我々は藪やぶ沢さわ大だい地ちの複製を破壊しなくてはならない」


    　砂原は動かない。炎を纏まとい、その場に立っている。


    「あの壁をどうやって崩すんで？」とシャドがトーマスに尋たずねる。


    　トーマスが全身の魔力量を増ぞう幅ふくし始めた。体内で魔力を煉ねり、ゆっくりと放出する。次第に、トーマスの左肩のあたりから雲が生まれ、成長し始めた。シャドはそれを見て、トーマスの魔術に巻き込まれないように、その場から離れた。


    「砂原知とも樹きの不運は、私が相手だったことだな。砂原の魔術に、これ以上相性のいい魔術はそうないだろう」


    　雲がトーマスの背を覆おおうようにして巨大化していく。孔く雀じやくが羽を広げるように、勝利したボクサーが自分の強さを誇こ示じするように、雲は大きくなり、


    「炎など一瞬で消してみせる」


    　水平の豪雨を降らせた。


    　超高速の水滴の連打。


    　瞬時に決着をつけるつもりで、トーマスの出力は最大。


    　消防車による放水の何十倍もの水量。


    　悪夢のような勢いの数秒間の後、


    　トーマスは効果を見るために一いつ旦たん水流を止めた。


    　砂原の炎の壁は跡形もなく、


    「何？」


    　消失しなかった。


    　炎は依い然ぜんとして、赤々と燃えている。


    「トーマス・ポイントナーの不運は、僕が相手だったことですね」


    　砂原は笑みを浮かべる。その顔は炎によって遮さえぎられ、トーマスたちには見えないが、砂原の余よ裕ゆうは伝わっただろう。


    「その程度の水流など、一瞬で蒸じよう発はつさせられます」


    　トーマスが表情を歪ゆがめる。協会屈くつ指しの取締官として、この程度の相手に一瞬でも手こずるなど、我慢ならない屈くつ辱じよくなのだろう。彼の顔を見て、シャド・シュナイダーはそう思った。


    「いつまで続くかな」


    　トーマスが、砂さ原はらに対して敵意を剝むき出しにし、再び豪雨を降らせるために、雲に魔力を込め始めた。


    　この戦闘は、どちらかの魔力が尽きるまで続く持久戦の様よう相そうを呈ていする。


    



    　　　　＊


    



    　俺はマリアから説明を聞かされる。今、トーマスが研究所内への侵入を試こころみているが、砂原がそれを食い止めている。トーマスたちの目的は、マリアの身み柄がらの確保と、俺を破壊すること。藪やぶ沢さわ大だい地ちの複製を全部、つまり『俺たち』を消滅させることだ。


    　研究所三階の一室。俺と、マリアと、ザムとミエがそこにいる。


    「研究をやめるんだよね？」とザムがマリアに尋たずねる。


    「ええ」とマリアが言う。「不本意だけど、そうするわ」


    「だったら、どうして砂原さんがトーマスさんと戦う必要があるの？　戦わないで、仲直りすれば良いじゃない」


    「その前にやることがあるの」


    　マリアが答えた。


    「そのために、ドクターには時間を稼かせいでもらってる」


    　俺の視界にマリアの顔が入る。真っ直ぐに俺を見つめる。研究を中断することの無念だろうか。いつも以上に力が入った視線。きゅっと結んだ唇。


    「まず、これからあなたの人格を統合する」


    　マリアはそう言って、俺から離れる。


    「マリア。統合って、具体的には何をするの？」


    「今、至るところにあるダイチの複製を、ひとつに合体させる」


    　マリアは俺を百以上に複製し、そのうちの数十を研究所内で保管し研究用データの採取に活用し、残りを俺の知り合いの携帯電話に送信していた。研究所の外に出したのは、また例によってインプットの種類バリエーシヨンを確保するためらしい。


    「あなたのアドレス帳に名前のあるお友達の携帯電話にはあらかた送信させてもらったわ。でも、あなたにとって肝心の光みつ山やまさんの携帯電話がエリスに破壊されちゃったのが残念ね。本当はエリスの手に渡る前に、回収するつもりだったけど」


    　マリアがパソコンのキーを叩く音が続く。かたたたたたたたた、と耳が追いつかないようなスピード。


    「心の準備はいいかしら？」


    「おっけーです」


    「ザムにはきいてないわよ」


    　溜ため息いきまじりにマリアが言う。


    　しかし、心の準備と言われてもな。


    　何が起きるのかもよくわからないのに、準備も何もない。


    「ちょっと驚くことになるかもしれないわ。これもおそらく世界初の実験だから、わたしにもあなたが感じるものを正確に説明することはできない。ただ、客観的事実だけを言うと、あなたの中に複数の記憶が入り込むことになる。あなたが今持っている『昨日の記憶』があって、それが保存されている部分と同じ箇か所しよに、別のあなたが持っている『昨日の記憶』が入力される。あなたは昨日という日を百以上の角度から記憶することになる」


    　説明されればされるほど怖くなるんだが。


    　そんなことしたら、頭のキャパシティが破裂しないか？


    　頭の中が混乱してしまうような気がするぞ。


    「大丈夫よ。あなたの複製たちが外部で生活していたのは二週間程度よ？　サンプル数が百としても、記憶量は二百週間。たかが四年間くらいの情報量にしかならないわ。長い人生のなかで、四年分の記憶量が増えたところで、脳に影響なんてないわよ」


    「不安だなあ」とザムが俺の気持ちを代弁した。


    「信用ないわね」


    　キーを叩く音がほんの少し乱暴になった気がする。怖こええ。


    　しかし、この記憶の統合とやらには、いったいどんな意義があるんだ？


    「人間が複数の情報を並へい列れつ処理するのを補助するシステムとして考えたんだけど」とマリアは言う。「ほとんどの人間はシングルタスクしかできない、不自由なデバイスだから。マルチタスクの人間もいるにはいるけど、それでも、同時に扱える情報量には限りがある。わたしでも、演えん算ざんを四つか五つ同時に行うのが精一杯ね。世界には扱うべき事項が溢あふれているのに、これでは追いつかない。とはいっても、演算速度の高速化にも限度がある。ならば、さらなる並列化を推おし進すすめるのは自然な流れ」


    　マリアが機関銃のようにまくし立てる。


    　頼むからもう少し簡単な言葉で語ってくれ。


    「あなたに身近な例で言うならば、受験生のダイチＡが数学の勉強をしている間に、ダイチＢは歴史の勉強、ダイチＣは物理の勉強をするということが可能になる。あとでそれらを統合してやれば、同じ時間で何倍、何十倍もの勉強量をこなしたことになる、って寸すん法ぽう。わかる？」


    　なるほど。それだけ聞くと凄すごく便利なように思える。


    　俺が受験生のときにそのシステムを使えれば、もっと楽に大学に合格できたかもしれない。


    「実際、あなたの複製のうちのいくつかには、そういう類たぐいの勉強を命じておいたから、今から統合したら、その勉強内容もあなたのものになるわ」


    　もう遅いよ。と俺は思う。


    　何でそんな無駄なことを命じるかなあ。


    　可哀想かわいそうな俺。


    「可哀想な携帯電話くんたち」とザムも言う。


    「学ぶのに遅すぎることなんてないわ」とマリアは言った。


    　いや、それでも遅い。


    　大学受験の知識なんて、入学してからは、バイトで家庭教師でもしない限りは不要だ。


    　そもそも、俺、人間じゃなくなってるし。


    「それじゃ、行くわよ」とマリアが俺を無視して言って、


    



    　キーを叩く。


    　遠えん隔かく操そう作さで、俺たちの宿る携帯電話を操作するためのキー。


    　俺の体に、百を超える数の「俺」が一いつ斉せいに送信されてくる。


    　はじめは何も感じなかった。


    　普通にメールを受信するときと同じ感覚だった。


    　しかし、次の瞬間、


    



    　俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は俺は──


    



    　俺の中に、俺が氾はん濫らんした。


    



    　　　　＊


    



    　周囲の酸素が失われてゆく中、砂さ原はら知とも樹きは何とか立っていた。


    　これだけ長い間、自分の炎を纏まとっていたことはなかった。目の前の視界が揺らいでいるのは、高温の炎のせいか、はたまた、意識が失われつつあるせいか。魔力消費量云うん々ぬんの問題以前に、呼吸が苦しくなってきている。


    　しかし、この壁を消すわけにはいかない。壁を消してトーマスと真まっ向こう勝負できるほど、砂原の実力は高くない。それは、誰よりも砂さ原はら自身がわかっている。


    　壁を作り、道を阻はばんで早半時。トーマスからの攻撃は今のところすべて退しりぞけている。


    　トーマスは依い然ぜんとして攻撃の手を緩ゆるめない。蒸じよう発はつさせられるとわかっていても、雨粒を凶悪な速度で飛ばしてくる。取締官としてのプライドなのだろうな、と砂原は思う。小こ細ざい工くして勝とうと思えば、いくらでも手はあるはずだ。それでも、真まっ向こうから叩たたき潰つぶさなければ、気がすまないのだろう。


    　ならば、こちらも負けてはいられない。今まで、他人を近づけないことだけが得意技だった。魔術でも、日常生活でも。ほとんど役に立たない、むしろ邪じや魔まになることのほうが多い特技。しかし、今、ようやく役に立つときが来た。自分の魔術が、ようやくマリアのために活かされている。この手て応ごたえは一秒でも長く感じていたい。だから、そう簡単には負けられない。


    　不意に、何かが砂原の顔のすぐ横を通過した。前方から飛んできた何かが、高速で通過して後方へ消えるのを眼の端で捉えた。


    「そろそろ、やばいかな」と砂原は言った。


    　飛んできたのがトーマスの攻撃の一部であることは明らかだった。炎の隙すき間まを奇跡的に搔かい潜くぐったのか、あるいは炎そのものを突っ切ったのか。いずれにせよ、その事実は砂原の炎が衰おとろえつつあることを意味する。


    　まだ、負けたくない。


    　砂原はその一心で、力を振り絞る。


    「ちょっ、また出力上がってませんか？」


    　炎の向こうでシャド・シュナイダーが怯おびえたような声を上げるのが聞こえる。シャドが戦闘に参加する気配はない。


    「怯ひるむな、シュナイダー。すぐに片付ける」


    「すぐにって、すでに三十分は経ってますよ？」


    「……うるさい」


    　トーマス・ポイントナーは明らかに苛いら立だっている。


    　この苛立ち加減は、マリアも受け継いでいるように見受けられる。


    　やはり、親子だな、と思う。


    　砂原は唇の端を上げて笑う。


    　唇を舐なめるために舌を外に出すと、その舌自体が乾いてしまうような熱気。皮ひ膚ふの感覚は麻ま痺ひしているのか、あるいはとっくに火傷やけどしてしまっているのか、特に何も感じない。だが、自分の衣服は無事だ、と砂原は気づく。無意識のうちにも、全身を魔力でガードできている。


    　まだ、やれる。


    　まだ、やらなければならない。


    「僕は、まだ──……」


    　知らず、口に出して呟つぶやいた。


    



    「怯ひるむな、シュナイダー。すぐに片付ける」


    「すぐにって、すでに三十分は経ってますよ？」


    「……うるさい」


    　トーマス・ポイントナーは苛立っている。彼はそれを自覚している。しているものの、苛立たずにはいられない。


    　自分の能力は、この程度の魔術師の抵抗を許すほど甘いものだったのか？


    　そんなことは決してなかったはずだ。


    　この相手は力押しでとっくに倒せているはずの、格下。


    　だというのに、この光景は何だ？


    　赤々と燃える炎の壁は、依い然ぜん、健在。


    「炎が赤いってことは低温のはずなのに……」とシャドが言う。


    「炎の色は化学物質の含がん有ゆう量りようによって変化する。魔力の量は関係ない」


    　トーマスはシャドなどに目もくれずに答えた。


    「雷らい雲うんを使えば早いのに」


    　後方でそう言うシャドの軽口を、


    「黙れ」


    　トーマスは圧するようにして否いなみ、自分の仕事に集中する。雨雲に魔力を通して、弾丸を連射する。それだけ。雷雲で倒すのは容易たやすいが、それは、協会の取締官としての立場上も、トーマスのプライドからも、容認できるものではない。


    　周囲からマリアが攻撃を仕掛ける気配はまだない。この三十分、それをずっと警戒していたので、意外と言えば意外である。


    　マリアの研究を止めるために、彼はここに立っている。それは妻、グレースとの永遠の離別を意味するものになるかもしれない。マリアの研究を活用すれば、確かに、グレースともう一度会話するのは不可能ではない。マリアはそれを示し唆さし、トーマスの懐かい柔じゆうを図った。トーマスの心理を摑つかんで離さない、魅力的な提案。


    　トーマスは首を振ってそれを頭から追い出す。


    　グレースのことは、今でも愛している。


    　しかし、そんな手を使っての再会は、できない。


    　しては、ならない。


    　倫りん理りを無視した再会は、きっと後悔を残す。


    　純粋に喜ぶことなど、きっとできない。


    　何より、複製と会話できたところで、それはあくまでも複製。


    　グレース本人が蘇よみがえるわけではないのだ。


    



    　人間の命は、他人が徒いたずらに引き延ばしていいものではない。グレースも、藪やぶ沢さわ大だい地ちも、マリアも、もちろんトーマス自身も、そのときが来たら世から去るべきなのだ。例外はない。


    　マリアによってこの世に縛られてしまった藪沢大地を解放してやらなくてはならない。そして、同じ境遇に陥おちいる人間を、これ以上出してはならない。これは義務だ。その決意を、トーマスは改めて心の中で確認する。


    「おおおおおお！」


    　その叫びは、砂さ原はらに対する威圧だったか。


    　どこぞに潜ひそむ、マリアへの威い嚇かくだったか。


    　自分の中に未いまだ残る、グレースへの未練を殺すためのものだったか。


    　砂さ原はらの炎の出力が上がるのなら、


    　それを上回る水流で叩き伏せるまで──。


    



    　そして、ついにそのときは来た。


    　炎は一度大きく揺らぎ、それが前触れだったのか、次の瞬間に消え去った。


    　疲ひ弊へいしきった砂原知とも樹きが膝ひざをつき、必死になって酸素を体内に取り入れている姿が露あらわになる。血走った目を見開き、テンポの速い荒い呼吸。


    「やっと、勝ったか……」


    　トーマスがそれを見て一息ついた。


    「ようやく諦あきらめがついたか、砂原」


    　彼はそう言いながらも、周囲への警戒を怠おこたらない。


    「ええ」と砂原が返答する。「僕の役目は終わったみたいですから」


    　砂原はトーマスに笑いかけると、そのまま地面に倒れ込んだ。


    



    「ドクター、本当にお疲れ様でした」


    　砂原の後方から、長い金髪を揺らす少女が優ゆう雅がに歩いてくる。その容姿は炎に代わって闇夜を照らすと言わんばかりに明るい。彼女は倒れた科学者の横に跪ひざまずく。


    「その顔を見ると、ミス・ポイントナーの計画は完かん遂すいしたようですね」


    　地に臥ふせたまま、顔だけを横に向け、砂原は言った。


    「ええ。お礼してもし尽くせないほど、ドクターは立派に時間を稼かせいでくださいましたから、それに見合う成果は出せたつもりです」


    「それは、良かっ、た」


    　砂原は笑顔のまま、意識を失った。


    「マリア・ポイントナー」とトーマスが呼びかける。「戦うのか？」


    「いいえ、そんなつもりはありませんよ、お父様」


    「あれ？」とシャドが拍ひよう子し抜ぬけしたように言う。


    「もう『お父様』と呼ぶなと言ったはずだが」とトーマス。


    「お父様と仲直りしに来たんですよ。わたしは、お父様の言うとおり、電子精神の研究を放ほう棄きします。あるひとつの条件さえ呑んでいただけるのなら」


    　トーマスとシャドは意外そうに顔を見合わせる。てっきり、戦闘は不ふ可か避ひのものと思っていたからだ。トーマスとしては、これからが本番だと思っていた戦闘がなくなるとすれば、それはもちろん任務としては安全で良いのだが、正直言って張り合いがない。シャドも落らく胆たんする。マリア・ポイントナーに『魔術封じ』を施ほどこすのを密ひそかに楽しみにしていたシャドである。


    「戦う気はないのですから、その雲の攻撃態勢はやめていただけませんか？」


    「いや、まだ信用できん。隙すきを見て攻撃してくるつもりかもしれんだろう？　話はこのまま聞く」


    「なるほど。それなら、それで結構です」


    「それで、条件というのは？」


    「彼を見み逃のがしていただきたいのです」


    　マリアは、自分の後方を指し示す。トーマスとシャドは、目を凝こらしてその姿を確認する。


    「まさか……」


    　暗闇の中でも間違いようがない。紛まぎれもなく、その人物はトーマスが数時間前に斃たおした男と同じ顔をしていた。
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    　薄く白いカーテンを春の朝日が透とう過かし、絨じゆう毯たんの一部を暖める。部屋の隅々まで明るいわけではないが、照明を点つけるまでもない。遠くで鳥の鳴く声を聞く。アパートのリビングで、朝食を済ませた男は立ち上がり、荷物を片手に担かついだ。唇の端のピアスに光が当たり、一瞬輝く。彼は歩いて玄関口まで移動する。


    「先に行くぞ」


    　靴を履く前に振り返って、低い声で呟つぶやくように言う。男には同居人がいた。


    「わおおお、兄上、待って待って！　もうちょっとだからさ！」


    　声が返ってくる。男の数倍の声量で、同居人の少女は慌あわてて叫んだ。


    　男は立ったままで待っていた。少女の部屋の方角から穏やかでない物音が聞こえる。やがてドアが開き、三人分にも匹ひつ敵てきする賑にぎやかな足音が近づいてきた。


    「お待たせ！」


    　少女が男の前で急ブレーキを踏む。長なが袖そでのシャツの上に薄手のベスト。丈たけの短いチェック柄のスカート。高校の制服である。


    「行くか」と男が言う。


    「うん！」少女が元気良く頷うなずいた。


    



    　ふたりはアパートから出た。通勤・通学の時間帯で、川沿いの歩道には、彼らと同じく駅に向かう歩行者が少なくない。


    「春だねえ」


    　少女は右の目を輝かせて言う。川沿いに植えられた桜の木から、花びらが舞い散り風に乗るのを、並んで歩くふたりは見た。少女の左目を隠す前髪の上に、一片の花びらが滑り降りるようにして軟なん着ちやく陸りくした。


    「兄上、改めて、入学おめでとう」と少女が男のほうを向く。「しかし、あれだけの短期間の勉強でよく大学に受かったねえ」


    「まあな」と男が少女を見ずに前を向いたままで答えた。「自分でも驚いているけど」


    「さすが兄上、って感じだね」


    「俺が大学に行くんだ。約束どおり、美み保ほも大学に来るんだぞ」


    「わかってるって。行く行く！」美保と呼ばれた少女が嬉うれしそうに言い、指を折って勘かん定じようを始めた。


    「えーと、わたしが高校二年で、兄上が大学一年だから……、わたしが現役で兄上の大学に合格したら、二年間は一緒に通えるね！」


    「ああ」


    「よーし、もう魔術に頼れなくなっちゃったことだし、真ま面じ目めに勉強するぞ！」


    「高校は楽しくなりそうか？」と男は尋たずねる。


    「うん！　新学年はなかなか良い感じ！」少女は笑顔だ。「そうそう！　クラス替えで、ちょっとかっこいい男の子と知り合っちゃってさ！　光みつ山やまくんっていうんだけど」


    「光山……？」


    「去年は別のクラスだったとはいえ、どうして今まで気づかなかったかなあ、……って、兄上どうしたの？」


    　男が何か言いたそうな表情を浮かべているのを見て、少女が質問する。


    　男は言う。


    「光山って名前、どこかで聞いたことはなかったか？」


    「そう？　ちょっと覚えてないなあ」


    「……ならいい」


    「あ、兄上、もしかして妬やいてたりする？」


    　少女が悪いた戯ずらっぽく笑い、上うわ目め遣づかいで男と目を合わせる。


    「いっ」男は一瞬慌あわてて、「い、妹を相手にそんなこと思うわけないだろ」


    「あはは！」少女は声を上げて笑う。「兄上、何か可愛かわいくなった」


    「そうか？」


    「うん。いつもの兄上ならもっとクールに流してたよ？　そんなとこで焦あせる兄上って珍しい」


    「クールに流したほうが良かったか？」


    「うーん、いや、今みたいな兄上も好きだよ。面白い」


    「そうか」とだけ男は言った。


    　しばらくの沈ちん黙もく。後方から自転車が一台、ベルを鳴らしながら、速度を落とさずにふたりを追い越して行く。巻き起こった風は、少女の髪とスカートをほんの少し揺らした。


    「……まだ記憶が混こん濁だくしてるの？」と少女が心配そうに男にきく。


    「完かん治ちはしていない」と男は答えた。


    「そっか……」


    「面倒かけるな」


    「ううん！　全然問題ないし！　気長にいこうよ」


    「ありがとう」と男は言った。


    「兄上のためならいいってことよ！」


    　駅の入り口が見えてきた。


    　ふたりの反対側から、男子高校生がひとり歩いてくるのが見える。短髪を茶色に染めている。顔立ちは整っているが、目つきは悪い。眠そうにも見える。


    「あ！　光みつ山やまくんだ！」と少女が声を殺しながらも、しかし興奮を隠せない様子で叫んだ。「偶然！　まさか、最も寄より駅が同じだったとは！」


    　高校生は足早に改札を通過して姿を消した。


    「えーと、えーと」


    　少女は男の顔と改札方向を交互に見やる。


    「行ってきたらいい」と男は言った。


    「ごめんね！　先に行きます！」


    　少女は駆け出し、男はその背中を見送った。


    



    　残された男の後ろから、


    「どう？　新生活は」


    　白人の少女が声をかけた。


    　長い金髪を揺らし、自信に溢あふれた微笑を絶やさない。ジーンズに白いシャツというカジュアルな服装。魔術師、マリア・ポイントナーである。


    　後ろにはグレーのスーツを着込んだ使用人のミエが黙って控えている。


    「……マリアか」と男が意外そうに眉を上げて言う。「驚いたよ」


    「あなたが言うと、あんまり驚いた風に聞こえないのよね」とマリアは言った。


    「不調はない？」


    「体には問題ないよ」


    「良かった」


    「そっちはどうだ？　うまくやってるか？」


    「精神複製の研究は協会に止められたけど、別の研究に切り替えるわ。協会の理解できる範囲内でね」


    「お父さんとは、もう仲直りしたんだよね」とカブトムシのザムが言った。彼はマリアの右の肩に乗っていた。


    「まあね」とマリアが言う。「一応は」


    「めでたしめでたし」とザムがこくこくと満足げに頷うなずいた。


    「今後は、お母様の病やまいを別の方法で解決するように努力するつもりよ」


    「そうか」と男は言った。「忙いそがしいところ、わざわざ俺の様子を見に来てくれたわけか」


    「気にしないで。これも好きでやってることだし」


    　マリアと男の身長差は頭ふたつ分ほど。彼女はその距離を見上げる。


    「それにしても、少し違和感を覚えるわ。ダイチの心の中は今まで筒つつ抜ぬけだったのに、そうじゃなくなって、何だか不思議な感じ」


    



    　男の中に入っている人格は、藪やぶ沢さわ大だい地ちのものである。マリア・ポイントナーは、大地の人格を合成・統合したあとで、かねてからの約束を果たした。


    　人間の肉体を、ダイチに与える。


    　それは、風かぜ崎さき彰しよう吾ごの遺体を手中に収めることで可能となった。


    　風崎彰吾を蘇そ生せいすることは不可能だったが、遺体の損そん傷しようが少なく、生体としての活動を再開させるのは、マリアほどの腕をもった魔術師であれば、比較的容よう易いなことだった。


    　マリアは、彰吾の頭ず蓋がい骨こつを切開し、その中に電子精神の人格が宿った微小なチップを埋め込む。神経回路を繫つなぎ合わせた結果、活動が完全に停止した彰吾の脳に代わって、藪沢大地の複製がこの肉体を支配した。


    　肉体の拒否反応が心配されたが、幸さいわいそれもなく、大地は目覚めてすぐにひとりで歩行できるほどの適応性を見せた。


    　その処置は、トーマスの攻撃で気を失った美み保ほが目覚める前に完了した。美保は、自分の兄が死亡したという事実も知らず、当然、兄の形をした肉体の中に入っているのが藪沢大地であることも知らされていない。


    



    「内言語が伝わらないこの状況。コミュニケーション手法としては非効率的ね」


    「まあ、でも、これが人間の正しい姿なんじゃない？」とザムが言った。


    「ああ、そう思う」と大地が同意する。「自分の意思で自分の行きたいところに行ける。やりたいように動ける。伝えたいことだけを話す。その無数の選択が、人間にとって当たり前で、かつ、重要なことだったんだ」


    「別にあなたの動きを縛るつもりはなかったんだけど」マリアは不服そうに言う。「あの端末に宿したのは、研究途上で、あくまで暫ざん定てい措そ置ちのつもりだったから」


    「でも、携帯電話くんと兄上を足したら、本当にちょうど良くなったね」


    「本当に二で割りませんでしたね、ザム様」とミエが言った。


    「しかし、美保を騙だましているようで気が引けるよ。彰吾にも悪い気がする」


    「そこは騙し切ろうぜ、携帯電話くん」とザムが言う。「それが美保ちゃんのためだし、兄上だって喜ぶはずさ。美保ちゃんが学校に行く気になってるんだからさ」


    「それにしてもなあ……」


    「何が、それにしてもなの？　なぜ悪い気がするの？」とマリアが大地の心を見み透すかすようにしてきく。


    「だって、お前、彰吾が死んだんだぞ？　そのおかげで俺がこうしていられるってのは、単純に喜べないのはわかるだろう？」


    「死んだ彰吾を利用しているようで、後ろめたい、と？」


    「まあ、そういうことだな」


    「そうだと思うなら、なおさら存分に利用するべきよ」とマリアが表情を変えずに言った。「人間ってそういうものでしょう？　他者を利用せずには生きていけない。牛や豚を食べて生きる。それと同じことよ」


    「ちょっと待ってくれ」と大地が反論する。「家か畜ちくと人間は別物だ」


    「違いは理性があるか否いなか。それだけね。大きな違いだけど、このケースでは本質ではないわ。あなたが生きるために犠ぎ牲せいになった者がいる。それが本質。罪ざい悪あく感に浸ひたっている暇ひまがあったら、もっと生産的に生きなさい。彰しよう吾ごのためを思うのであれば、ね」


    「……相変わらずだな、マリアは」と大だい地ちが言う。


    「このマリアの合理主義なところには、僕はなかなかついていけないんだよなあ」とザムは誰に言うでもなしにぼやいた。


    「別に理解してもらえなくてもいいけど」


    「いじけるなよ、マリアあ。理解できなくても、僕はマリアの味方だから」とザムが言う。


    「ありがと」


    　マリアはそう言って微笑ほほえみ、ザムの頭を軽く指でつついた。ザムはその指とじゃれ合っている。


    　大地はその様子を見て、思わず口元を綻ほころばせる。ミエは相変わらず無表情だ。


    　マリアは顔を上げた。


    「じゃあ、ダイチ。何かあったらすぐわたしかドクター砂さ原はらに連絡しなさい。もし、あなたの頭の中に不調が発生しても、普通の医師は手出しできないってことを忘れないように。必要ならば、オーストリアからだって駆けつけるから」


    「そうならないことを祈るよ」と大地は言う。「今まで、ありがとう、マリア」


    「礼を言われる筋合いはないわ。わたしの実験のために、あなたが必要だっただけよ」


    「それでも」と大地は言った。「それでもやっぱり、ありがとう」


    



    　マリアはそれを聞くと「行くわよ」とミエに言い、踵きびすを返して歩き始めた。華きや奢しやなその姿が遠ざかり、さらに小さくなる。


    「じゃあね」と頭だけ振り返って別れの挨あい拶さつ。


    「バイバイ、携帯電話くん！」ザムはマリアの肩越しに言う。「まったねー！」


    　ミエは無言で頭を下げた。


    「ああ、またな」と大地は言った。


    



    　　　　＊


    



    　マリアたちは大地と別れ、そのまま駅から離れるように真っ直ぐに歩いてゆく。外国人の少女と、それに付き従う侍じ女じよの姿は、街の住民から見れば珍しいことこの上ない。容よう姿しのせいもあってか、すれ違う人々は必ずふたりの姿に一いち瞥べつをくれる。好奇と驚きの視線。しかし、マリアもミエもそれらを気にせずに歩く。


    「あーあ、携帯電話くんとお別れかあ」とザムが言った。彼はマリアのシャツの背中にへばりついている。見ようによっては、ロッククライミングをしている最中にも見える。


    「ザムは、ダイチと一緒にいたかった？」とマリアがきく。


    「できることなら、ねえ」とザムは答えた。


    「わたしとダイチのどちらかを選んでいい、って言われたら？」


    「それは、マリアだよね」とザムは即答した。


    「そう」マリアはほんの少しだけ微笑ほほえむ。


    「でもさ、携帯電話くんたちのことが心配じゃない？　美み保ほちゃんにばれたらどうする？　とか、美保ちゃんがまた学校行くのやめるって言い出したらどうする？　とか。美保ちゃん、元気そうに見えたけど、たぶんあれは強がってるし。魔術を使えなくなったことはショックだと思うよ」


    「そのときは、そのときね」と彼女は答えた。「どうでもいいけど、ザムの心配は全部、ダイチじゃなくて美保についてじゃない？」


    「え？　あー、ほんとだね」とザムは言った。


    



    　川沿いの道を行ってほどなくして、人ひと気けのない公園にたどり着いた。古びたブランコや滑り台が設置された、良く言えば落ち着いた、悪く言えば地味な公園。その遊具の間を埋うめるように、桜の木が植わっている。


    　マリアは公園のほぼ中央に立ってくるりとターンし、誰もいない空間に向かって、「出てきたら？」と言った。「方向はこっちで合ってる？」


    「あっちむいてほいですか？」とザムが言う。


    「マリアの勘は鋭するどいな」


    　マリアの見ているまさにその方向。何もないところから突然、ふたりの人間が現れた、体格の良い壮年の男と、引き締まった肢し体たいの女性。彼女の父と姉、トーマスとエリスが現れた。彼らは魔力を帯びた剣、『ラウム』の異空間の中にいた。剣を振ると、空間の出入り口を作ることができる。ふたりは異空間の中から出てきて姿を露あらわにする。


    「この中にいる限りは、足音どころか気配すら微み塵じんも感じさせないはずなんだけど」とエリスが首を傾かしげ、腑ふに落ちないということをアピールする。


    「たまたまよ」とマリアが言う。


    「終わったのか？　あれで」とトーマスが尋たずねる。


    「ええ」とマリアは頷うなずいた。


    



    　トーマスが砂さ原はら研究所を襲ったあと、ポイントナー家の魔術師三人とシャド・シュナイダーは、それぞれ母国に戻った。風かぜ崎さき彰しよう吾ごの肉体を借りて自律行動が可能になった藪やぶ沢さわ大だい地ちを、トーマスたちは見み逃のがすことにした。電子精神は、彰吾の体内以外の場所にはすでに存在せず、マリアも研究の中止を約束した。こうなっては藪沢大地の人格を消滅させることに意味はない。トーマスはそう判断した。


    　帰国後、マリアは協会の監視下に置かれることになったが、協会の掟おきてに触れさえしなければ行動は自由だ。電子精神以外の研究はできるし、こうして日本へ旅行もできる。むろん、監視のための魔術師がついてくるわけなのだが。


    



    「わざわざオーストリアから来て、三か月ぶりの再会がたったあれだけか？」とトーマスがきいた。もっともな疑問だと言わんばかりに、エリスが真顔で頷うなずいてマリアを見み据すえる。


    「こちらが確認したいことはすべて確かめられたから、用は済んだわ。長く話せば得られるものが多くなるなんて理屈はないし。ほとんどの場合、限界効用は逓てい減げんするものよ」とマリアは答えた。


    「限界効用って何だ？」


    「僕も知らなーい」


    　エリスとザムが説明を求めた。


    「いつの間に経済学にまで手を広げたんだ、マリアは」とトーマスが言った。エリスたちの質問は無視された。


    「ええ、ダイチと会話して、そこから影響を受けてみたの。でも、これからさらに手を広げるわよ、お父様」長い髪の少女は言う。「医科魔術にね」


    　エリスとトーマスがはっとする。目を丸くしたまま顔を見合わせ、そしてふたりはまたマリアを見る。


    「……グレースを救うためにか？」


    「それもあるわ」とマリア。「お母様のためでもあるし、わたしの知的好奇心を満たすためでもあります」


    「マリア、医科魔術に詳しかったっけ？」とエリスがきく。


    「いいえ、全然」と平然と答えるマリア。「基本的な治ち癒ゆ魔術はわかるけど、医科の領域についてはまったくの素しろ人うと」


    「魔術工学から転てん向こうするのか？　並なみ大たい抵ていのことではないぞ？」とトーマスが言った。「今までせっかく築いてきたものを捨てて、そんな新しい分野に……。もったいないと思わないのか？　まったく違うものを学ぶより、今持っているものを活かすのが効率的だと思うぞ」


    　トーマスが熱っぽく娘を諭さとす。しかし、マリアは答えずに微笑ほほえんでいる。すべてを高みから見下ろすような、自信に溢あふれ、悪く言えば高慢な表情。トーマスはそれを見て、呟つぶやくように言った。


    「まあ、おまえの研究を中止させた我々が言うのも変かもしれないが……」


    「お父様」マリアはきっぱりと言い切る。「学ぶのに遅すぎることなんてないわ」


    　不意に風が吹いた。マリアの長い髪が揺られる。桜の花びらが、さながら淡あわ雪ゆきのように舞い落ちる。マリアは目を細めて見上げた。トーマスとエリスも木のほうに目をやる。


    「わー、きれー！」


    　ザムはマリアの頭の上に鎮ちん座ざしその光景を鑑賞した。一いつ風ぷう変わった髪飾りに見えなくもない。


    「たーまやー！」


    「うちの近所にもあったな、桜が」とトーマスが母国にある館やかたの周辺について言げん及きゆうする。「あれは姉妹都市か何かの記念事業で日本から贈られてきたんだったか」


    「ええ」


    「へえ」とエリスが相あい槌づちを打った。「せっかくだし、観光がてらその姉妹都市まで行ってみない？　ここから遠い？」


    「エリス、我々は任務の最中だぞ」


    「あ、そうでした。すみません……」


    　トーマスの指摘に、エリスが顔を赤くして口ごもる。彼らは、マリア・ポイントナーを監視するという名目でついてきたのだった。


    「ここがそうよ」とマリアがエリスを見上げて言う。


    「え？」


    「ウィーン市の姉妹都市は、日本に数か所ある。そのうちのひとつが、ここ」


    「じゃあ、贈られたものと同じ桜？」エリスが樹を指差す。


    「たぶんね」


    「ふうん」ザムが感心した風に言って、「お袋の味？」


    「食べ物じゃないわよ」


    　マリアは自分の頭に手をやる。ザムは華か麗れいなステップでそれをかわして叫ぶ。


    「じゃあ、お花見でもしてから帰ろうよ！　桜の下にシートでも敷いて、お食事会！」


    「いいね」とエリス。


    「いいねいいね！」とザムが自賛する。


    　マリアは呆あきれた顔で首を振る。


    「ザムはお酒を飲みたいだけでしょう？　それにエリス、任務は？」


    「げ」


    「げ」


    　ふたりは同時に声を上げ、ザムは「マリアには敵かなわないなあ」とぼやき、エリスは自分の上じよう司しの表情をこわごわと窺うかがった。


    「確かに、我々は任務中だ」


    　トーマスが威厳たっぷりに言う。


    「ですよね」エリスはほんの少しだけ肩を落とした。


    「だがしかし」とトーマスは続けた。「任務中に桜を見ながら食事をしてはいけないという掟おきてはないしな」


    「え？」エリスが意表を突かれる。改めてトーマスの顔を見た。


    　組織の直属の上司ではなく、協会屈くつ指しの取締官でもなく、ふたりの娘を持つ父親の顔だった。


    　トーマスが微笑ほほえむ。何の打算もなく、純粋に何かを楽しもうとしている顔。その表情にエリスは思わず見入る。それはきっと、遥はるか昔にトーマスが置き去ったもの。グレースが倒れ、マリアの研究が暴走し魔術師社会から逸いつ脱だつしていく中で、精神的に余よ裕ゆうがなくなり忘れ去ってしまっていた顔だ。


    　それが、戻ってきた。


    　そのことに、エリスは、


    「どうした、エリス？　わたしの顔に何かついてるか？」トーマスが不思議そうに尋たずねる。


    「え、あっ、いや、その、えーと」


    　慌あわてて我われに返り、


    「何でもありません」


    　彼女も同じように微笑みを返した。


    「……いいわ。それじゃあ、買い出しに行きましょう」とマリアが言った。


    「それでしたら、わたくしが」とミエが申し出たところ、


    「いいえ。一緒に行きましょう」マリアがそれを制した。


    「そうだな」とトーマスがマリアに同意する。「マリアとミエは酒を飲むか？」


    「わたくしは結構でございます」とミエが答える。


    「わたしもソフトドリンクで」とマリア。


    「それじゃあ、酒はふたりか。少なめでいいな」


    「ふたり？」トーマスの言葉に、ザムが驚いて飛び上がった。「えーと、待て待て、マリアとミエさんはソフトドリンクだから、お酒を飲むのはトーマスさんでしょ？　エリスさんでしょ？　あと、僕。やっぱりそうだ！　ふたりじゃなくて三人でございます！」


    「まだ諦めてなかったの？」マリアが渋い顔をした。


    「マリア、今日くらいは大目に見ろよ」とエリスが言う。


    「そうそう、大目に見ろよー」とザムが調子に乗って追撃した。


    　ポイントナー一家は歩いて公園を出ていく。ザムは彼らの周囲を飛び回りながら、マリアの説得を続ける。その後ろ姿を眺めながら、ミエはそっと口元に笑みを浮かべたが、その顔を見た者は誰もいなかった。


    



    　　　　＊


    



    　マリアの背中が見えなくなるまで見送ったあとで、大だい地ちは駅のほうに向き直る。ちょうど電車が到着した直後らしく、改札から高校生と思おぼしき一団が改札から出てくる。男ばかり数名で、談笑しながら歩いている。制服の真新しさを見ると、おそらく新入生だろうな、と大地は想像する。


    　こうして見ると初うい々ういしいな、と感じる。大学二年生として新入生を迎え入れたときにも感じたことだが、新入生とそれ以外の学生の雰ふん囲い気きの違いは歴然だ。未知のものに対する期待と不安が全身から発散されているのが新入生である。藪やぶ沢さわ大地はキャンパス内を歩く学生が新入生か否いなかを、かなり的確に言い当てることができた。役に立つことが多くないスキルだが、サークルの勧かん誘ゆう活動には重ちよう宝ほうする、と言えなくもない。


    　さて、俺からはそういう期待や不安は発散されているだろうか？


    　俺は、ちゃんとした新入生として通用するだろうか？


    　大地の人格としての年齢は大学三年生相当であり、現在の戸こ籍せき上の年齢はさらに上になる。現役や一年の浪人で合格して入学する、他の圧倒的大多数の新入生と比較すれば、明らかに異質な存在であることは間違いない。


    　大地は不安を覚えるが、こんなのは無駄な心配だろうな、とも同時に思う。俺がどれだけ心配しようと、なるようにしかならない。案ずるより産むが易やすし。人じん事じを尽くして天てん命めいを待つ。自分なりに、周囲に溶け込む努力をするしかないのだ。


    



    　高校生の一団が通り過ぎたあとで、大地は遠くからこちらに向かって歩いてくる女性に気がついた。


    　長い黒髪。黒目がちの瞳。舞い散る花びらの色と同化してしまう、桜色のブラウスとカーディガン。淡い色のデニムスカートから出た細く白い脚には透明感がある。


    　光みつ山やま冴さえ子こだ。


    　思わず、声をかけそうになった。


    　しかし、まだ冴子との面識はないことになっていることを思い出し、思い留とどまる。


    　冴子と目が合った。彼女の綺き麗れいな瞳が、大地の姿を捉えている。


    　心臓の、鼓こ動どう。


    　顔の、紅こう潮ちよう。


    　それは、大地が久しく忘れていた感覚。


    　──人間っていいな。


    　こうして近くにいられる、この幸せを嚙かみ締めていられる。


    　冴さえ子こはほんの一瞬、驚いたような表情を見せた──ように大だい地ちには感じられた。遠い昔の知り合いにばったり再会した驚きであれば良いな、と大地は叶かなわないとわかっていることを心の中で望む。冴子はそのまま改札を通過し、駅の中へ消えた。


    　大地もその背中を追うようにして構内に入りながら、まずはサークルに入り直すところから始めないといけないな、などと、今後の行動に思いを巡らす。統合された人格が持ち寄った情報のせいで、大学に入ってやるべきことは山積みである。


    　マリアではないが、時間はいくらあっても足りない。焦あせる必要はないだろうけど、のんびりもしていられない。大学方面に向かう電車が駅に近づいてくる。大地はホームに向かって改札を駆け抜けた。

  


  
    　　　　　あとがき


    



    【前巻のあとがきのあらすじ】


    　思いがけず小説家になってしまった水みず市いちがお腹を空かせていると、突然目の前に大柄な男が現れ「僕の顔を食べていいとも」と持ちかけてきた。不審がる水市であるが、その男の顔が見るからに柔らかそうだったので、食べてみることにする。非常に甘くて美味しい。満腹の水市は交換条件として鬼退治の一団に同伴する。ただの小説家にすぎない水市は、戦闘能力が低く役に立たないと思われたが、男の顔を適てき宜ぎ交換する役目を任される。物を投げるのは苦手であったものの、蹴るのは人並みに得意な水市は、後方から適当な軌き道どうでスペアの顔を蹴り上げて、鬼たちと戦う男を華麗にアシストする。結果、一団は見事に鬼退治を成なし遂とげた。


    　手に入れた金銀財宝を山分けした後、水市はその一団と別れ、財宝の使い道に思いを巡らせる。にやにやしながら眠りについた翌朝、目覚めてみると、水市の体は携帯電話になっていた。【あらすじここまで】


    



    　はい、そんなわけで水市です。ありがとうございます。


    　水市の体が自分の部屋で携帯電話になってしまって早数か月。今でこそこの状況に慣れつつありますが、当初は物凄く驚きましたし、それ以上に困り果て、途方に暮れました。『携帯電話俺』という作品の冒頭をご覧になればだいたい同じシチュエーションが描写されていますが、それにしても身動きが取れないという状況がこんなにも窮屈で、そしてこんなにも苦しいなんて知りませんでした。深呼吸のひとつでもすれば気持ちが落ち着くのでしょうが、そんなことはできません。


    　幸か不幸か、自分にそっくりな人間や、金髪碧へき眼がんの魔術少女や、人ひと懐なつっこいカブトムシが目の前に現れたりはしませんでした。少し期待していたのですが、残念です。


    　水みず市いちの身にこんな災難が降りかかったのはなぜだろう、と少し考えた結果、きっと何かの罰が当たったのだ、という答えが自分の中で出ました。たぶん、登場人物が携帯電話になってしまうという奇き天て烈れつな作品を書いて、その奇天烈さでお金を得てしまったせいでしょう。「そんなにうまい話があると思ったのか？　調子に乗るんじゃないぞ」とライトノベルの神様が水市に仰っているのだ。そう考えることにしました。


    　しかし、それでも水市は携帯電話の機能を活用して執筆することができました。今作、『携帯電話俺３』は右にあるような事情により、その本文の大部分を携帯電話で執筆しています。幸運なことに、水市の携帯電話にはパソコンのファイルをある程度までは閲えつ覧らんできる機能が搭とう載さいされていましたので、何とか無事に編集部との連絡もできました。担当の山田さんには色んな意味でお手数をおかけいたしました。


    　パソコンのファイルを見られる機能のおかげで、なぽるさんのイラストを発売前にチェックすることができるという贅ぜい沢たくな立場は死守することができました。イラストの水準が高いのはいつもどおりですが、特に今回のカラー口絵は「素晴らしい」のひと言です。作者の予想や期待を遥はるかに上回っています。当シリーズを三巻目で一区切りにすることを決めたのは水市ですが、なぽるさんの描く彼らが見られなくなることを思うと、後ろ髪を引かれる思いです。携帯電話には髪の毛はないですけど。


    　また、水市は当シリーズに登場する藪やぶ沢さわくんとは違い、モニタに文字を表示させることで同居する家族と会話していました。家族の配慮がなければこの作品が完成することはなかったでしょう。毎日欠かさず充電をしてくれて、どうもありがとう。


    



    　さて、このあとがきを書いている今もまだ水市の体は携帯電話のままなわけですが、いったいいつになったら戻れるのでしょうか。次のシリーズを書き始める頃には戻っていられると良いのですが。戻る方法をご存じの方がいらっしゃいましたらば、愛読者カードの余白にでも書き込んでお教えいただけると幸いです。


    



    　　二〇〇七年十二月


    　　　　　　　　　　　　　　　　水市　恵

  


  
    水市　恵


    Kei Mizuichi


    



    第１回小学館ライトノベル大賞ガガガ部門で佳作を受賞し、受賞作『携帯電話俺』でデビュー。その後、自身の体まで携帯電話になるという事態に陥ったが、それでも執筆はできた。やればできる子。今作がシリーズ〝第一部〟完結巻となる。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    携帯電話俺３
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